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　たどりつきたい、という欲求がある。




「図書館に、何を求めるかの、お若いの」

　声が問うてきます。あなたは思う答えを返します。

「──ふん。ふんふん。ほうほうほう。むふふ」

　楽しそうな笑い声。童女のような。

「大変、大変、大変結構。書は読み手を問わぬ。老ろう若にやく男なん女によ、好こうが嫌おうが、図書館とは知の泉。求める者を答えに導く館なれば」

　声の調子は歌い出すようでした。

「届けるために。導くために。知を腹に溜ためながら、その腹開き秘めし知を啓ひらくが──

　この場所のやくめ。

　さだめ。

　どれだけ険しくとも

　どれだけ忌いまれても

　知は知でしかあらず

　知る意志さえあれば

　知を尊ぶのであれば

　誰にとて、何にとて」

　歌が止やんで、声はあなたに再び問いかけます。

「どれ、申してみるがいい。我らがその渇かつ望ぼう、叡えい智ちの水を以もつて満たしてみせようぞ」

　あなたはここに、何を求めに来たのでしょう。







　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館は、改築を繰り返されてはいるものの学園創立よりはるか以前、一説によれば平安の昔から存在するとも言われる歴史ある図書館である。学園創立当時の所有者が校舎を図書館の横に建てるなら、と提供を申し出たと言われるが真偽は定さだかではない。

　そのような経緯のため、開架書庫として地上四階・地下二階、中高一貫とはいえ学校図書館としては破格の規模を誇る。授業利用は勿もち論ろんのこと限定的な学外開放も行っており、一般利用者のみならず、時には許可を得た大学や研究機関の研究者が利用することすらある。しかし、地上部に比べても遥はるかに広大かつ深遠な『閉架』地下書庫の全容を知る者は皆無である。

　学園図書委員会探索委員に所属する有志面々は、今日も未知の蔵書を解き明かすため、地下へと挑む──。




　これは、奇妙な図書館と、そこに挑む図書委員達の物語。




『図書館』地下三層・《地下「閉架迷宮」書庫》エントランス──

「……はぁい！　我々図書委員会探索委員守す砂さ隊は本日！　地下六層の探索を行うわ。目的は分類１６４『無銘祭さい祀し書』。学外研究者の要望ね。魔導書の類」

　薄暗い地下空間に、甲高くも剛つよい声が響く。巨大な扉を背にして三人の男女の前に立ち、書類を持ち目的を語るのは、眼鏡をかけた短髪の少年である。少年とはいえ、その鋭い顔立ちからは幼さが抜けつつあり、『津つ久く澄づみ』と記された名札の色──三年次を示す緑色だ──に恥じぬ風貌である。

　……その口調を除けば、だが。高い位置の腰をくいくいとやっている。

「魔導書にも分類ってあるんすねえ……」

「あんた分類覚えてないの？　１６４って神話よし・ん・わ。ごっど！」

「津つ久く澄づみ先輩、それ本物？」

　前に居並ぶ三人の男女が、説明された内容へそれぞれに反応を返した。彼等は、津つ久く澄づみよりもいくらか幼い顔立ちである。とはいえ一人は、真っ赤な髪のヤンキー感丸出しで『本のこととか良く分かんねー』と態度で示す少年。

　一人は、ツインテールにした空色の髪が活動的な印象を与え、西洋の血を示す見た目ながら、流ちょうな日本語と十進分類法を操る少女。

　そしていま一人はゆるい天然パーマの少年、と外見は様々だ。

　およそ日本の学校で図書委員会にいそうな人間、と言われて思い浮かぶ外見の範はん疇ちゆうには、天パの少年くらいしかいないと言える。……もっとも彼ですら、登山にでも使うような実用一点張りのジャケットを羽織って、ゴツいリュックを背負っているのだが。

　その少年が発した最後の質問に、津つ久く澄づみが目を向けた。

「ンもう。名前で良いいって言ってるのに。……六層にあるンだから、少なくともオリジナルではないでしょ。アタシ達が持ってるような魔書じゃ、恐らくないわ」

　へっ、と赤髪の少年が軽く笑って、短ランに改造された制服の首元を開いた。懐ふところから一冊の本が現れる。──ちなみに、学生服の下は素肌である。

「確かにこんな気味ワリーもんが、六層くれーに転がってるワケねーな」

「あんたねえ、セクハラよそれ。やめてよもー……うわっ、乳首に毛生えてる。キモッ！　『魔書』よりそっちのがキモッ！」

「ちょおまっ、エス公てめえ何てこと言いやがる。つーかそんなマジマジ見てんじゃねーよ！　このエロ女！」

　はあふざけなさいよあんたが見せたんでしょーがお前に見ろとは言ってねーだろアホか──

「おおぐにー、エスキュナー、その辺でな。図書館では静かにしろ」

　言い争いに発展せんとする二人──少年・大おお国ぐにと少女・エスキュナ──をたしなめたのは、天パの少年であった。名札の色は二年を示す黒色、名前は──

「すんませんッス！　守す砂さセンパイ！」

「うっ……ごめんなさい、守す砂させんぱい、津つ久く澄づみせんぱい」

　二人は即座に向き直り、隊名になっている少年へと謝罪の言葉を口にする。意外にも一見頼りなさげなこの守す砂さ尊たけるという少年が、この場では津つ久く澄づみに並ぶ位置にあるらしかった。むしろ、大おお国ぐになどは津つ久く澄づみよりも尊たけるの方へ強い敬意を抱いているように見うけられる。

　ああ、と軽く謝罪を受け入れ、尊たけるは津つ久く澄づみの方へ顔を向けて準備ＯＫ、と言う風に頷うなずいた。津つ久く澄づみは苦笑。いつものことのようだ。

「良し。それじゃ『降り』るぞ。各自『魔書』の準備」

「うす」「了解っ。ゴッタゴー！」「はいな」

　それぞれに返事をする三人。その瞬間だ。大おお国ぐにの右胸から、エスキュナは右足のホルダーから、そして津つ久く澄づみは下腹から、青色の光が灯ともった──。光はすぐに消えたが、三人はその異常な光景に全く動じる素振りも無い。どうやらこの発光現象は、三人にとって周知のことであるらしい。

　その様子に頷うなずく尊たけるの胸ポケットもまた光った。そして、扉を振り仰ぐ。

　巨大な扉だ。木材をくすんだ鈍色の金属で縁取ったそれは、長久の年月と、その後ろの空間が持つ圧力を押し留とどめるかのように重厚で、取手をつかむ者へ覚悟を問うようですらある。

　しかし。尊たけるは不遜な笑みと共に、その扉を押し開ける。

　押し開いた扉の奥には、さらなる地下へと続く階段が見えた。少年達は、そこへ敢然と踏み出していく。

　たどりつくために。

　やがて四人が地下へ姿を消し、扉は閉じられた。扉の案内板には、こうある──

『地下閉架書庫入口』

『地下書庫は迷いやすく大変危険です。司書・図書探索委員以外立入禁止』




　そう。

　そこは、図書館だった。
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　そういう格好の良いい開幕から、しばし時は戻る。




「きりーつ、れい」

　終礼後、宇う伊い豆ず学がく園えん高等部二年、守す砂さ尊たけるはゆっくりした動作で帰り支度を整える。

「守す砂さ、ゲーセン寄ってかねえ？　最近すげえシューティングゲーマーがいるって噂うわさだぜ」

「へえ、面白そう。見たいな」

　と反応しつつも、級友の誘いに薄い笑みで尊たけるは掌てのひらを立てた。

「でも悪いね、放課後図書当番なんだ今日」

　部活動所属なし。図書委員会所属。趣味、現在は特になし。

「尊たける、今から図書館？」

　校舎から移動中、声をかけてきたのは上級生の女子だ。日に照り映える黒髪の長いポニーテールと、制服の上着は腰に巻く活動的なスタイル。

[image: ]

　しかしシャツを押し上げる双丘が大変目立っており、それが結構な数の男子を惑わせている。本人気付いてるのかなあ、と内心で嘆息しつつ尊たけるは返事をする。

「ミカ姉ねえの方は、剣道部？」

　彼女の肩には、竹刀袋が掛けられている。

　名を天あま寺てら三み火か。尊たけるとは家族ぐるみの付き合いがある一つ年上の幼おさな馴な染じみだ。日々気怠く高校生活を送る尊たけるへ、図書委員への参加──三み火かも一員だ──を勧めたのが彼女である。

「うん。あっちも頑張らなきゃ。一応三年だしね。……どう？　上う手まくやれてる？」

　ほぼ無理矢理突っ込んだ割に、心配げにする彼女へ、尊たけるは薄く笑う。

「うん。人に本を探して届けるのは、結構やりがいあるよ」

「そっか」少しだけ複雑な顔をして、気を取り直したように尊たけるの背中を掌てのひらでぱーんと叩たたく。「行ってらっしゃい！」

「痛いよミカ姉ねえ。……行ってきます」

　前年度から図書委員となって数ヶ月、学年も無事、二年に上がった春であった。

　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館。学校図書館にしては比類ない規模の、文字通りに別建てされた図書館であり、比例して図書委員の数も多い。学校専属の司書もいるが、それではカバーしきれない範囲を、全クラス（一部には中等部からも）に参加を義務づけられた図書委員会が補うのだ。その総数は七十人を越える。

　そのため、参加して数ヶ月の尊たけるには未いまだに会ったことのない委員もいるほどだ。

「守す砂さだっけ？」

　そんな、あまり見覚えのない図書委員の一人から、尊たけるは呼び止められた。

「悪いんだけど、これ地下にお願いできる？」

「うん、いいよ」薄い笑みを浮かべて、彼は差し出されたファイルを受け取った。

「お前がどこ入ったのか知らないけど、エントランスなら大丈夫だよな？」

　疑問を少し抱きつつも、尊たけるは笑顔を維持した。

「ん？　地下書庫にエントランスなんてあったかな……？」

　呟つぶやきつつ、階段を降りる。地下書庫には思えば初めて入る。

　地上開架──一般開放されている場所──を除けば、閉架……つまり書庫などへの返却は長く図書委員をやっている委員か、役員か、司書の仕事だ。

　というわけで尊たけるは地下書庫には不案内だ。薄暗い電灯の中、開架の木製書架とは違うスチールのそれの間を歩く。

（そもそも、エントランス──入り口？　地下の受付みたいな感じかな？）

　そう思い、人影を尊たけるは探す。しかし地下は一般利用者どころか生徒も基本、立入禁止だ。

「んー……じゃあ、地下二階かな？　不便な気もするけど」

　尊たけるは再び階段フロアに戻り、さらに下へと降りる。少し、心が浮き立つのを覚える。

「あ」

　そうして見えたのは、女生徒の後ろ姿だ。書架の向こうを歩いて行く。

（あの子も図書委員だろうし、聞けばいいな）

　追いかけると、地下二階のさらに奥、扉の向こうに女生徒は消えた。

　──そう、扉だ。地下書庫の隅の壁に、それはあった。

「この先があるのかな……？」

　附属図書館は数年前に耐震工事を施され、見た目自体はかなり新しくなっている。しかし目の前にある横開きの扉は、それを否定するように古めかしく、錆さびを浮かせている。しばし、尊たけるは迷った。扉の前を、左右にうろうろ。誰か中から出てこないかな。

「え、ここ……入っていいの？　後で怒られない？」

　とはいえ。頼んできたのも図書委員だ。大事にはなるまい。そう思い、扉に手をかけた。

「！」

　おお、と大きな声が出そうになり、慌てて尊たけるは口をつぐむ。

　扉の向こうは広い部屋になっており、天井までの高さは優に地下一階の床よりも高い位置にあると思われた。平面としても教室より広い。壁には様々の本が置かれ、奥には、

「あった、受付……じゃあここが、エントランス？」

　尊たけるの疑問も無理はなく、受付横の壁には、部屋に入った時のものよりもさらに古く、さらに巨大かつ重厚な扉が存在していたからだ。木材と金属からなる扉には、独特の威圧感がある。

（受付の人もいる。あの扉はなんなのか知らないけど……）

　黒のゴシックドレスめいた服。整ってはいるが無表情。司書とは別の事務職員かな、と尊たけるは見当をつけ、ファイルを彼女の前に置いた。

「お仕事中失礼します。これ、持ってけって言われて」

　受付女性は顔を上げ、尊たけるの顔を見た。無言だ。次いで視線をファイルへ落とし、ぱらぱらとめくる。もう一度、尊たけるの顔へ。

「あのー……」

　帰ってもいいんだろうか。そう聞こうとした時だ。

　かた、と受付女性が立ち上がる。やはり無言で。背を向け、背後のガラス張り書架の鍵を開ける。そうして、一冊の古い本を取り出した。その本を机に乗せ、尊たけるの方へ押しやる。

（マ・イ・ペース～！）

　閉口し、尊たけるは差し出された本を見る。持っていけ、ということか？

　果たして。本を手に取ると受付女性は頷うなずいた。そして、

「……………………」首と、立てた親指を同方向へくい、とやる。その先は、

「扉の、向こう……」

　初めて地下書庫に入り、次いで最下階に降りて、その奥の扉を開いてここに来て、

（さらにその奥の巨大な扉……ね。怪談かな？）

　流石さすがに尊たけるも呆あきれていたが、こういう場合、彼には一つの処世術があった。

「分かりました」

　薄く曖昧な笑みで、とりあえず受け入れる。

（まあ実際の所）扉の前に立って、心の中独りごちる。（ここまで来ると、興味あるよね）

　かなり小さめであった本を胸ポケットに入れ、扉を押し開ける。その巨大さに、開けられるものだろうかと危惧したが、意外にもあっさりと扉は開いた。

「思ったより軽い……？　む、なんか、本が？」

　複数の疑問はしかし、視界に入り込んだ景色に吹き飛ばされた。

「これ……は……」

　扉を開けて、最初に目に入ったのは広大な空間。視線を下方に転じれば、幅の広い階段が数ｍ下まで続いていた。

　そして、階段を降りた先。見下ろせるのは床を切り刻むように縦横へ走る本棚だ。

　再び、視線を上へ。天井が高い。奇妙なことに、地上階の位置まで届きかねない高さがあるように見えた。床面積も目測で縦横共に五十ｍはある。

　そして、電灯はないのにそれらが分かる理由。壁や天井自体がほのかに発光しており、

（何かが動いた……、走ってるのも）

　本棚により通路が形成されたそこはまるで、

「『迷宮』みたいな……」

　つぶやきながら、同時、脳裏に広がる異感覚が尊たけるを襲った。

「ッ!?」

　頭を押さえる。だが痛みでは無い。映像だ。脳裏に、何かが浮かんでいる。

「……？　う、ええと、地、図……？」

　直感で、尊たけるはそう捉えた。扉。人を示すマーク。その周囲以外は白紙の平面空間。

　マッピングを始めたばかりの地図。それが印象だ。

「なんなんだ、これ」不安を覚えつつ、尊たけるは階段を降りる。

　すると、人マークが動き、脳裏の地図が広がるのが分かった。

「んん……これ、僕か!?　どーいう理屈だ」

　無論、尊たけるに元々このような俯ふ瞰かん視めいた才能は無い。理屈は不明ながら、自動で脳内に記録される地図、と尊たけるは理解する。

「そもそも、こんなとこで何しろっていうんだ……？」

　受付女性に促され、本を持って入り込んだはいいものの。広大過ぎて何をどうすれば良いのか全く分からない。

　本を返そうにも、配架基準も不明だ。さらには人もいない。

「あ、そういえば、あの女子」

　先にエントランス（？）に入った女子。そもそもは彼女を追って来ていたのだ。尊たけるは、今は階段の上にある扉を振り仰ぐ。

「さっきのとこにはいなかった」視線を水平へ。本棚が走る空間を見る。「ここにいるの？」

　明らかに異常な空間だ。そもそもが、宇う伊い豆ず学がく園えんに入学して丸一年。巨大な附属図書館は有名だが、地下書庫こんな場所の話は聞いたことがない。

（こんな空間が、地下に広がっている……？）

　それはおそらく、自分の知らない場所だ。誰かが開くのを待つ場所だ。

　ごくり、と無意識に唾を飲んだ感触を、尊たけるは得る。分かる。およそ二年半ぶりの、悪い癖だ。

　分かっている。すぐ戻るのが正解だ。この場所も脳内の地図も、何もかもおかしい。

「でも、あの受付さんは話になんないし」言い訳が始まる。「俺が、さっきの子を、探さないとな」口くち端のはが歪ゆがむ。上向きに。

　感情を隠しきれない口元から、犬歯が覗のぞいた。




　　　○




　一方その頃、宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館一階事務側フロア、図書委員会用会議室。

「そういや、新規名簿って誰か『受付嬢』に持ってった？」

「あー。守す砂さに頼みました」

　答えるのは先刻、尊たけるにファイルを渡した生徒だ。その返事に、数人の視線が返った。

「守す砂さって誰？」

「ほら二年の。いっつもニコニコ笑ってる奴やついるだろ」

「守す砂さって、あいつまだ話はしてないだろ？」

「え、マジすか。名簿に名前あったから、てっきりもう話付いてるもんだと思って」

「それ勧誘予定のリストじゃないの？　確かフブル先生一緒に置いてたような」

　ぴた、と室内の空気が止まる。一人の女生徒が、答えた生徒に摑つかみかからんばかりに迫る。

「ちょっと、どういうことなの。尊たけるを探索委員に勧誘？」

「おわわわわわわわ。先輩、絞まる絞まる首が絞まる」

「あー。落ち着け。天あま寺てら落ち着け」「ミカっちどうどう」

　数人が興奮気味の女生徒──天あま寺てら三み火かを取り抑え、話を戻した。

「じゃあ守す砂さのやつ、迷宮書庫行ってんの？」

　これに、またしても室内が静まりかえる。

「……やばくね？」「守す砂さってまだ数ヶ月だよね？」「そもそも地う上え専だって」「説明ゼロ状態だしな」「まあ最悪死んでますよね」「あかんやつやん」

「あかんやつやん、じゃなくて！」

　先ほど取り抑えられた女生徒が、拘束から脱してわめいた。

「救出隊を！　組むわよ！」




　　　○




（あの女子、どこ行った……って！）

　そして、場所は戻って地下書庫だ。

「くそっ、見つかった！」

　聞こえる爪音が加速し、振り向く尊たけるの視界に通路の角を曲がり来る巨犬の姿が映る。その体高は一ｍ半を越え、最も早はや猛獣というサイズにも収まらない。虎とてもう少し大人しいサイズだ。

「なんで図書館にこんなもんがいるんだ！」

　尊たけるは全速力で通路を走り抜ける。それ自体に驚きを得ながら。

（全力で走るなんて、いつ以来だ……しかも前より速い？）

　それは、彼には失われたはずのものだった。命の危険を感じているような状況で無ければ、跳び上がって喜んでいたところだろう。

「そんな場合じゃねえけどー！」

　巨犬ほどではないが、通路や書架の端々に、妙な生き物も時折眼めに入る。だが今はそれどころではない。如い何かに常より早いとは言え、高校生男子と巨犬。双方の運動能力を考えれば、遠からず追い付かれる。

（い・よ・い・よ・ダメかー!?）

「こっち！」

　絶望が尊たけるの心を染めかけた瞬間に、左から声が掛けられた。

「っ！」嫌も応もない。このままでは犬の夕食だ。尊たけるは横に開いた通路へと横っ飛びする。

　壁に肩をぶつけながらも尊たけるが入り込むと、

「閉めて！　すぐ！」

　声に従い、尊たけるは慌てて入ってきた扉を閉めた。直後、通路を駆ける獣の足音。

「ぜえ、ひい……助かった……？」

　入った先はまた通路だ。荒い息を吐いた尊たけるの視界にまず入ったものは、

「!?」

　横たわる少年の姿だ。赤毛の、少し不良っぽい印象である。襟の徽き章しようからすれば、一年生。しかし何よりも目を引くのは、髪の赤では無い。胸に広がる朱だ。反射的に脈を取るが、

「死んでる……!?」

「死んでますね。いやあ、助けに来たんですけど間に合いませんでした」

　あっけらかんと死を語る声。横からのそれに尊たけるは振り向く。

　空色の髪。シャープに整って、目鼻立ちのくっきりした容姿は西洋人のそれだ。よく見れば、その顔は図書委員会で幾度か見たことがあるものだった。会話したことは無いが、英国からの留学生という希少な立場から、名前は尊たけるの頭に入っていた。

「一年のエスキュナ・コーナー……だっけ」

「イェス。確か図書委員のせんぱいでしたよね。お名前はごめんなさい、覚えてないです」

　尊たけるは無言で名札を示す。

「守す砂させんぱいですね！　尊たけるせんぱいの方がいいです？」

「どっちだっていいけど、君、これ」

　尊たけるは床の死体を示す。彼には慣れがあるが、エスキュナの態度はあまりに泰然としていた。

「ああはい、とりあえず連れて帰らなきゃいけないんですけど、流石さすがに担かついでアレから逃げるのは無理だったんで、困ってたんです！」

　何がなんだかという有あり様さまであるが、とりあえず本の返却がどうとかいう場合では、もはやないということは明らかだった。

「ちなみに、帰り道とかは」尊たけるは逃げるのに精一杯だった。来た道は微妙なところだ。

「うろ覚えです！　ふふふ、せんぱいったらわたし一年ですよ？」

　自慢げに、誇らしげに言われた。

「帰りのルート失うとか、遭難じゃねえかよ……」

　遭難。目の前の死体。自分と共にいた人の。体温が数度ほども下がる錯覚。

（────っ。落ち着け……ここは違う。あの場所じゃない……）

　と、尊たけるがそこで脳裏に浮かぶものを思い出す。地図？

「あった！」小さく叫ぶ。

「わっはぷ！」普通に叫ぶ。

　先ほどの巨犬の他にも生物らしき姿はあった。気付かれれば面倒だ。エスキュナへしーっと注意して、尊たけるは目を瞑つぶって脳裏の地図を注視する。

　…………見事に、彼が逃げ走ってきたルートが塗り替えられている。

「よーしよしよし……」

　しかも、自分とは違う動くマークがある。先ほどの巨犬だ、と何な故ぜか尊たけるには理解できた。

「行ける行ける行ける……」

「何か怖いこのせんぱい」

　目を閉じて唸うなる尊たけるに、エスキュナがやや引いている。

「失礼な。よし、帰り道は任せてくれ」

「ほんとですかっ！　せんぱい頼りになるぅ」

「……………………」見事な変わり身だった。

　しかし、今すぐ出てはあの巨犬に鉢合わせする可能性が高い。休憩を続けつつ、尊たけるは目下の死体を見た。名札には『大おお国ぐに八や治ち』とある。

「この彼は──いったいなんだってこんなとこに」

「バカヤチは……あ、こいつですこいつ。わたし、こいつが何かここに入ってくのを見て、危ないから助けに来たんですよ。……間に合わなかったけど」

　エスキュナが答える。知り合いだったようだ。

（二重遭難。いや、俺も含めりゃ三重か）

　そういった状況に覚えがある尊たけるは沈痛な心持ちになる。

「そいつは……残念だった」

「ま、放置はさすがに可哀かわい想そうですしね～」

　淡々と彼女は答える。

「か、軽いな……。しかしなんだって図書館の下にこんなとこがあるんだ」

「え、せんぱい知らないんですか？　地下閉架迷宮書庫」

　常識っぽい返され方をして、尊たけるは眉をひん曲げる。

「あれあれ？　わたし、勘違いしてます？　せんぱい、魔書もらいましたよね？」

「ましょ？」

　こくこくとエスキュナは頷うなずいて、

「受付嬢さんに」

　言われて、彼は思い出す。懐ふところの本を取り出した。

「あ、それですそれ」

「コレが？　返却するんじゃないの？」

　素の疑問に、エスキュナは怪け訝げんさを深めた。

「もしかしてですけど、せんぱい、何も知らずに来てます……？」

「こんなとこがあること自体初耳だよ」

　おーぅ、と彼女は天を仰いだ。尊たけるは考える。現状は帰るのが最優先。

「とりあえず──必要なことだけ聞かせてくれ。この本に何があるの？」

　彼女は頷うなずいた。尊たけるが持っていた本の表紙を指さす。

「これ──読めます？」

「英語っぽいけど、読めな……ん、ん？」奇妙な感覚が脳髄に走った。字自体は微妙なのだが、「読める……？　『亡失迷宮』？」

「はい。確かそのはずです。これ、わたしは今、読めないんです。魔書の貸出者じゃないので」

　なんだそりゃ、と尊たけるは微妙な顔をするが、エスキュナは割り切ったようだ。

「そういうものだと思ってください。要は、魔法の本です。だから魔書。そんなのあるわけないとかナシですよ、ここにありますから」

「むう」

　先んじて反論を封じ、ぴこぴこ指を振って彼女は続ける。

「これを地下閉架迷宮書庫──ここです──のエントランスで『受付嬢』さんから借りると、貸出者は……えー……簡単に言うと、強くなります」

「んな」

　アホな、と続けようとして。尊たけるは自分の足を意識した。約二年半ぶりの、全力疾走。二度と出来ないと思っていたそれ。そして、あとひとつ──

　考え込む尊たけるを見て、エスキュナは頷うなずいた。

「なので、魔書はこの危険な迷宮書庫を探索するための、装備なんです」

「──それだけじゃないよな？　本の効果」

　不意に投げた疑問。次に意表を突かれるのは彼女の番だった。

「え、もしかしてせんぽい、『記述』使えるんです……？」

「それかどうか知らんけど」

　尊たけるが脳裏の地図について話すと、エスキュナが目を丸くした。

「すごい……迷宮書庫初めてですよねせんぱい!?　それで『記述』使えるなんて。わたしなんてまだパワーアップだけですよ」

　尊たけるは安あん堵どする。脳裏の地図は本の効果で、彼自身の脳がどうにかなったわけではない。

　疑問はまだあるが、一旦置く。帰還が優先だ。

「整理しよう。つまり今俺達は普段より身体能力が高くて」

「尊たけるせんぱいは自動の地図が使えます。さっき言ってましたけど、帰り道も？」

「分かる」「すてき」

　頷うなずき合う。帰れそう。尊たけるは大おお国ぐにという少年の死体に触れる。少し、意識して息を吸い、吐いた。乗り越えねばならない。股から手を入れ、肩に担かつぐようにする。右手で腿ももを押さえ、左手を空ける。火災現場などで用いられる、意識のない者を運ぶ方法だ。

「わっすご。持ち上げちゃった。こいつ、お任せしていいんですか？」

「君は一応魔書とやらの経験者なんだろ。そっちが自由な方がいい、と思う」あと、と人差し指を立てる。「仏さんにこいつ、はやめとこう」

　エスキュナが何事か言いかけ、しかし口を閉じた。代わりに「はーい」と返事。




「いけそうです？」

「ちょい待ち。こっちに向かって歩いてる。反転するまで……」

　書架で出来た通路。並ぶ棚の端の間を歩き、陰で屈かがむふたり。尊たけるが数本指をたたみ、ＧＯサインを出す。

「ゴッタゴー」エスキュナが先行し通路を数本渡り、その後に続く。

「ほんと便利ですよね、敵の位置分かるなんて。鉢合わせしたらそれで終わりですもん」

「あのでかい犬だけだけどな。君がさっき追っ払ったモモンガみたいのは分かんなかった。大物だけ分かるのか……？」

　分からないといえば、迷宮書庫というもの自体が尊たけるには未知の塊だ。そもそも、何な故ぜ図書館の地下に生物がいるのかということも。

「そこらは色々、後で受付嬢さんとやらを問い詰めるとしてだ」

「あ、意味ないですよそれ」

　周囲を警戒しつつ、エスキュナ。こちらの疑問の気配を感じたか、続ける。

「あの人、基本的に魔書の貸出返却処理以外はなーんにもしません。例えば図書委員以外があそこ行って、扉開けてもノーコメ。だから彼みたいなのが入っちゃうんです」

　そう言って、彼女は尊たけるの背負う少年を指さした。

「なんだそれ。無責任だなあ」

　思えば、尊たけるがここに入る羽目になったのも受付嬢のせいと言えなくも無いのだ。

「っと！　守す砂させんぱい！　上っ！」

　慌てた声。尊たけるが振り仰げば、数十㎝はある巨大なネズミが数匹、本棚の上から降ってきているまさにその時だった。口を開けている。長く鋭い歯が、地下書庫の明かりに煌きらめいた。

「そっからも来るの!?」

　顔を左腕で庇かばう。一瞬の覚悟の後、制服を貫いて鋭い痛みが複数、腕に走る。だが。

「っづぅぅぅ！　この程度、慣れっこなんだよ……！　でいっ！」

　刹那の後。尊たけるは腕を思い切り、書架の壁部分に叩たたき付つけた。耳みみ障ざわりな声とともに、大ネズミたちが衝撃のクッションになる。

「ギィッ！」

　押し潰されかけ、這ほう々ほうの体ていで大ネズミたちが歯を離し、逃げ去っていく。

「大丈夫ですか？　……わ、おっきなハンカチ！」

　エスキュナが尊たけるに駆け寄る。尊たけるはとりあえず腕の可動を確かめる。出血はあるが、動く。洗浄できないことを気にしつつ、昔から愛用している大きなハンカチで圧迫、縛る。

「痛いけどね、まあこんなとこのネズミだ。出たら消毒して医者行かないとな……」

「あ、いやそれは──」

　感染症とか大丈夫かな、と心配する尊たけるへ、エスキュナが明るく声を上げた時だ。

　ぱぁん……と音が響いた。大ネズミを叩たたき付つけたような先刻の音とは違う。

　圧倒的な力で、弾はじき飛とばした音だ。

「「っ!?」」

　慌てて、尊たけるが脳内地図を確認した。巨犬のマークが、いつのまにか周回ルートをずれ、こちらへ向かってきていた。

「速い……！　もう隠れんぼは終わりだ。走るぞ！」

　死体を担かつぎなおして立ち上がり、エスキュナを急せかす。

「え、え、なんで!?」

「さっきのネズミだ。あいつらが逃げた先で──くそっ、そういうのもアリかよ！」

　話す間にも、巨犬のマークの移動速度が上昇。走り出した。

「一応聞くけどさ！　戦って勝てたりする!?」

「わたしが十人いたらたぶん勝てます！　内八人死にます!!」

「勝てないんじゃねえか！」

　だかだかと迷宮を走る。道が分かる尊たけるが先導だが、

「うわ足音聞こえてきた！　せんぱい早く早くぅ！」「仏さん背負ってるのに無理言うなよ！」

　切羽詰まった後輩の声を聞きつつ、

（いや全く、こんな全速力は本当に久し振り──）

　足を動かす尊たけるの口くち端のはは、犬歯が見えるほどどうしようもなく上へと歪ゆがんでいる。

　そして、尊たけるの視界に階段が入る。同時、

「うわー出た！　来た！」

　後ろを振り向いたエスキュナが叫ぶ。同一通路に入られた。出口も見えた今、後は一直線のレースだ。

「エスキュナ、君だけでも先走れ！」

「ええ!?　ぇぇぇぇえぇぇぇぇぇぇはい分かりました！」

　速度を上げた彼女が尊たけるの横に出る。中々に判断がお早い。

（いいことだなオイ！　多分俺は到着前に追い付かれる……！　くそ！　恨むからな受付嬢さん！）

　ただ。背後から迫る死を覚悟しながらも、この時少しだけ。尊たけるの心は救われていた。

（あの時よりは、マシか）

　強化されているとは言え、人と巨犬の速度差は冷酷だ。

　それでも懸命に足を回したその時。背後の四足音と重圧が霧散した。

「!?」愚行と分かっていながら、反射的に後ろを振り向く。そこには、

「消え……」何もいない。だが直後。

　ずどん、と大重量が降りる音。振り向いた尊たけるの背後、つまりは先ほどまでの前方へ。

「ぎゃあああぁ！」

　エスキュナが叫ぶ。再び、視界を前へ。そこには。

「グゥウゥゥゥ────」

（飛び越えやがった……！）

　走る尊たけるとエスキュナの上を行き、進行方向をふさいだ。

「つ、詰んだぁ～」

　エスキュナが外国人らしからぬ言い回しで諦念を表す。




（なんだ──）

　尊たけるは目の前の獣──巨犬を見る。見据える。恐怖を堪こらえて。




　巨犬は二人を睨にらむ。逃げようにも、背中を向けた瞬間に襲いかかるという視線と姿勢だ。

（なんだおい──）

　さらに、見る。恐怖を超える感情が浮かぶのを自覚する。




　それが、たまらなく、腹立たしい。

（何を邪魔してんだ、この野郎が────！）




　エスキュナの横へ歩み出る姿がある。怒りと不屈の瞳がある。

　守す砂さ尊たけるだ。

「エスキュナ」

「は、はいぃ……」

「どっちかが襲われてる隙に、もう片方は上がって助けを呼ぶ。いいな」

　ぎょくん、と横で唾を飲み込む音がした。

「せんぱい覚悟決まりすぎぃ……ううぅくそ～……やったりますよ」

　そう言う後輩も中々のものである。尊たけるは左へ、エスキュナは右へ。ハンドサインで、頷うなずく。

「「いっせーのー……」」せ、のワンテンポ前に。

（上う手まいこと上まで逃げろよ、後輩！）尊たけるは先んじて巨犬へと踏み出そうとした。

「せぇぇえぇぃっ！」

　だが声は上から来た。尊たけるとエスキュナが視線を上げ、巨犬も釣られて首をもたげた瞬間に。

　白はく刃じんが舞った。

　甲高い悲鳴が響く。巨犬のモノだ。どうなったかを確認しようとした尊たけるたちの視界を、巨犬と彼らの間に着地した人影がふさぐ。エスキュナが歓声を上げた。

「天あま寺てらせんぱい！」

「え？」

「無事？」

　振り向かず問う。階段上部から跳躍、身を回しつつ空中で地上の巨犬の背に一いつ閃せん、着地。とんでもない身体能力だ。

　しかしその姿と声は、尊たけるのよく知る人物のものだった。

「天あま寺てら──え、ミカ姉ねえ？」

「ん、んンっ」

　返す問いかけに、名前を呼ばれた少女がむせた。

（ミカ姉ねえも……なんだ、結構いるのか？　ここを探索するっていう委員は）

「皆さん、無事ですか!?」

「ちょっともう。ミカっち！」「飛び降りるとか無茶も大概にしなさいな」

　さらに複数の声。それは階段の上からだ。男子が二人、女子が一人。

「あれは──」尊たけるには彼等も見覚えがある。図書委員会の「委員長と、役員の人ら」

　記憶を探る。御み高たか結むすび委員長、津つ久く澄づみ旭あさひ副委員長、雨あめ野の朱あけ見み書記。思えば、三み火かもまた企画部長であったはずだ。

　新たに現れた人数は三み火かを入れて四人。階段を降りてきた彼等により、三人ずつで巨犬を挟む位置取りとなる。

「あらあ、ガルムじゃん。地下三層の死神」「運が悪いわねこの子達も」

「グゥゥウ……」

　未いまだ戦意を燃やして立つ、ガルムと呼ばれた巨犬の背中には三み火かによる刀創が出来ており、鮮血が滴したたっている。巨犬は後ろを振り返り──

「ガァッ！」

　ダメージを与えてきた三み火かを脅威と判断したようだった。背後の三人へと飛びかかる。

「あら、こっち来ちゃう？　『長城記録』四七頁ページ、『八達嶺』っと！」

　矢面に立つのは津つ久く澄づみだ。女性っぽい口調で、尊たけるには意味の分からぬ符丁が漏れた。同時、制服の隙間から一ひと際きわ強い光が漏れる。彼が顔を守るように右腕を構える。

　ガルムの巨大な牙と爪が津つ久く澄づみの右腕を捕らえる。これには人間の右腕などひとたまりもない。瞬時に骨ごと砕かれ引き千切られる──そう思えたその時。

　ガキィッ──！　まるで石に激突したような音が地下空間に響いた。

「うわっ……!?」

　音源は。今まさに魔犬の牙が挟んでいる津つ久く澄づみの右腕であった。たやすく引き裂かれるかと思われた腕は、何と無傷で健在だ。それどころか、良く見ればガルムの牙は津つ久く澄づみの腕にすら接触してはいない。

「……なんだ？　壁？」

　半透明ではあるが、津つ久く澄づみの腕を覆って牙を受け止めるものがあった。

「ガァッ？」

　空中で飛び掛った姿勢のまま、驚きよう愕がくの声を上げるガルム。津つ久く澄づみはその腕に魔犬を乗せたまま、腹に左手をそえて、大きく後方へ身を捻ひねる！

「……どっせい！」

　飛び掛られた勢いを利用したブレーンバスター。口を離す暇も与えてもらえなかったガルムは、背中から床に叩たたき付つけられる。

「『戦地景』二八頁ページ、『鬼切部』」

　勢いよく、今度は御み高たかの周囲から伸びるモノがあった。刀に槍やり、長刀が刃やいばを天に向け地面から噴出しガルムの背中を撃ち上げる。

　突き刺さる。数えて五本の刃やいばがガルムの背を貫き、その三〇㎏を優に超えるであろう巨体を宙に固定した。その喉から甲高い声が響く。雨あめ野のが口笛をひとつ。

「ひゅ～後輩の前だからって張り切っちゃって」

「いえ、出力がいつもより高いですね」

「ふン？　なるほど……どうも彼の影響らしいわね」

　三み火かも加えて、上級生四人がそろって尊たけるを見た。そして、尊たけるも気付く。自分の制服のポケットが、淡くではあるが、光っている。中身は、

「本……さっきの『亡失迷宮』……？」

　序盤の頁ページが、読めるようになっていた。文字のあちこちが光っている。それとは別に、意味が脳内で形を成す。

「未踏地……能力上昇？」

「え、なんですかそれすご！」

　エスキュナが驚きの声を上げた。それは三み火かも同様だ。

「魔書記述！　しかも常パツ駐シブ!?　無条件で効果発揮……」

「ウッソ、マジで？　一割と見積もっても破格ねえ。当たり引いたかしら」

　訳の分からないことを話す先輩方に、ふと我に返る。

「いやそういうことではなくて!?」

　図書館の地下で先輩がでかい犬に飛び掛られて壁と刀出して惨ざん殺さつしました。

　あまりのことに頭がついていかない。が、とりあえずこの惨状をどうにかせねば。

「ど、どうするんだこれ。片づけとか。は、墓？　犬の墓作る？」背中に後輩の死体を背負いつつ、尊たけるがおろおろする。

「おうおう落ち着きたまえ。えーと、守す砂さだからスッサーね。まーもうちょい見てなよ」

「あっ！」

　そう言って回り込み、尊たけるの背中をぽんぽんと叩たたいてくる金髪の女生徒──雨あめ野のに三み火かが声を上げる。尊たけるは言葉に従いガルムの方へ目を向けた。

（犬の体が、ゆらいで──）

　ぶわっ、と黒い煙が一瞬だけ広がり、収束。次いで、地から伸びた刀槍もその姿を消した。後には一枚の紙きれが残るのみであった。そこには先ほどの魔犬らしき絵が記されている。

「紙片変換っと」

　津つ久く澄づみがそれを拾い上げ、びりびりと破り捨てていく。風も無い室内で、その細かな紙片は何ど処こへともなく流れていった。

「まあガルムをここで消せたのは良かったですね。これでしばらくは初心者でも比較的安全に仕事が出来ます」

「何週間か経たてばまた勝手にくっついて元通りだけどね」

（なんなんだ……）

　異常状況を慣れた様子で話す先輩達に、しかし尊たけるも冷静さを取り戻す。

「とりあえず、助かっ……助かりました。……けど」

　聞きたいことが、と続ける前に。エスキュナが上を指さした。

「言ったでしょせんぱい。上がってから。六人もいると色々集まってきちゃいますから」

　色々。明らかに良くはなさげなそれに、周囲も頷うなずく。

「そうね。いこ、尊たける。……その、背中の男子のことも」

　三み火かに言われ、尊たけるは改めて担かついでいる死体を意識する。

（そうだ。とにかく彼を弔って、しかるべき説明とこの場所についての追及を）

　そうでもせねば、死んだ彼も浮かばれない。委員達の反応の薄さにも腹が立っていた。

　一行は階段を上る。雨あめ野のが「ひらけごまー」などと言いながら（思えば、彼女は特に何もしてない）扉を開けて、エントランスへと入る。

「いやったー！　生還！」エスキュナが順を抜かして飛び込んで快かい哉さいを叫ぶ。

「尊たける」続こうとする尊たけるへ、殿しんがりを務めた三み火かから声がかかった。「今からまた驚くと思うけど、説明はするから」

　え、と返事をしつつ、扉をくぐる。

　異変は、腕から来た。大ネズミに嚙かみ裂かれた尊たけるの腕。その痛みが消える。まるで元から、そんなものは無かったかのように。

　ば、と腕を上げる。錯覚では無い。というか、

「治ってる！　服まで……？」

　切り裂かれた服までが、元通りになっていた。さらに、背中をくすぐる感覚と、急速に感じる暖かさ。

　体温だ。

「むぐ……うぅ」

　声まで追加された。明らかに背中の少年──大おお国ぐに八や治ちの体が、生気を取り戻していた。

「!?」

「とりあえず進んで。扉閉めるから」「せんぱーい、こっちこっち」

　三み火かとエスキュナに言われて、尊たけるは一行が車座になっているエントランスの中央部へ歩く。

「彼を下ろしてみてください」

　指示するのは御み高たか委員長だ。床に横たえた時点で、尊たけるは目を剝むいた。

　傷が無い。加えて尊たけるの腕と同様に、服も元通りふさがり、出血の跡すら無い。さらには、

「うっ……くぅ……ぐぅ……？」

　寝息を立て始める。

「生きて……いや」尊たけるは彼を担かついでいた時の死の感触を思い出す。まさかとは思いながらも、言わざるを得ない。

「生き返、った……？」
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　──光が差したことを、覚えている。

　暗闇の中、息をするだけで。何日経たったのか、それとも数時間だったのか。

　とにかく。その時の自分は息をして、想おもうだけの存在だった。

　死なないように。生きるために。──また、知らない何ど処こかへたどりつくために。

　──いや。想おもいは。そんな綺き麗れいなものではない。

　進ませろ。行かせろ。見させろ。死んでたまるか。絶対に奪わせない。飢餓にも似た欲を満たさせろ。見たいんだ。行きたいんだ。自分の足で。自分の目で。俺が。俺が。俺が。

　俺が。

　──でも。誰かに、誰かを。

　闇の中で、動くことも出来ず、浅い眠りは痛みで幾度も起こされて。想おもいだけで生きていた。

　その、想おもいの果てに──光が差したことを、覚えている。




　　　○




「生き返、った……？」

　地下閉架迷宮書庫、エントランス。鼓動と息を取り戻した後輩を前に、呆ぼう然ぜんと言葉を漏らす尊たける。御み高たかが頷うなずいて話しだす。

「これが、迷宮書庫の法則。あの場での損傷は、出た時点で治ります。……命ですら」

　疑問を深めて、尊たけるはエスキュナと大おお国ぐに、そして自身を見る。……疲労以外は、どう見ても健康体だ。擦り傷一つ無い。

「んなバカな……」

「この迷宮書庫全体に不思議な、魔法のような力が作用していることは確かです。昔の人々が、何代もかけ、その法則を自分たちに利するように調整したと伝えられています」

　皆の持っていた魔書を回収して受付嬢に返しつつ、津つ久く澄づみが説明の続きを受ける。

「どんな惨ざん殺さつ死体も、持ち帰れば傷一つ無く生き返るワ。マジよ」

　疑念の視線も、津つ久く澄づみは軽く眼鏡を直して受け流す。彼はそのまま、大おお国ぐにを抱え上げる。

「アラ良いい体してるわねこの子」

「……連れ帰るだけにしてくださいね」

「やーね、分かってるわよ。一階のソファにでも座らせとくわ。夢だと思うでしょ」

　彼は扉を開け、地上への階段へと向かう。

（副委員長の口調とか、色々気になることはあるが、とにかく）

　見送ってから、尊たけるはエスキュナの方を見る。

「だから、人が死んでるのにあんな態度が軽かったのか」

「はい。わたしはこのこと、知ってましたから」

　隣に座っていた雨あめ野のが、尊たけるの肩をぐりぐりしつつ問う。

「エスキューから、どんくらい聞いたん～？」

（きょ、距離感近いなこの先輩）やや焦あせりつつ、尊たけるは思い出す。「えーと、地下書庫探索と、魔書って本のこと、だけか」

　ふむと御み高たかは頷うなずく。

「そうですね。ではこの図書館のことからお話ししましょうか──守す砂さ君。この図書館の、ここから上のことですよ。蔵書が何冊くらいか知っていますか？」

「えーと、確か九十万冊……ちょい」

　尊たけるはパンフレットの内容を思い出しつつ答える。

「うん。都立図書館には劣りますが、相当な数ですね。当然学校図書館としては破格もいいところです。生徒数蔵書水準から見ても軽く十倍以上あります」

　ちなみに尊たけるが後から聞いたところによると。

　全国学校図書館協会による学校図書館の蔵書水準では、三学年各十クラス・生徒数約一〇〇〇人である宇う伊い豆ず学がく園えん高等部の規模ならばおよそ四三〇〇〇冊ほど。実際は基準に届かぬ学校図書館が大半ということで、改めてこの規模は異常と言わざるを得ない。

「ですが、この冊数は今現在図書館に登録されている数だけです」

「この下の分は、入っていない……と？」尊たけるの答えは、迷宮書庫で見た本の数からすれば、当然の帰結だった。「何冊あるんですかそれ」

「分かりません」

　きっぱりと、御み高たかが告げる。三み火かが後を継いだ。

「表向きにはこの図書館、地下二階までしか無いことになってるけど、本当はもっとあるの」

「もっとって──何階続いてるんだ、この下」

「分からないの」再び、三み火か。

「冊数はともかく階数も分からんって……」

　尊たけるの呆あきれ声に、雨あめ野のがいひひと笑う。

「冗談じゃなくてマジで分かんない。カクジツなことは未登録図書の数がたくさんってだけ」

「──ひょっとしたら地上にある本の数よりね」

　治る傷、地下の広大さ、徘はい徊かいする異常な生物、本の出所。様々な疑問を、尊たけるは一言に込めた。

「ここは、なんなんです？」

「宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館・地下閉架『迷宮書庫』」

　声は、『まっとうな』地下書庫側の扉からした。

　扉を開き、入ってきたのは一見十歳ほどにしか見えない外国人の童女だ。──とは言っても、目の前の女性が見た目通りの年ではないことを尊たけるは知っている。

「フブル──司書」

　この学園図書館の、ただ一人の司書だ。

　入学当初の教員紹介でこれでも既婚者子持ち、と聞いて驚いた記憶は未いまだ残っている。

　詠うたうように、彼女は続けた。

「深遠な地下空間は闇を孕はらみ、収められた無数の奇書・妖書・魔導書はその闇の中で胎動し、永い時の中でその禍まが々まがしさを増しておる。書物の魔力は熟成され増幅し共鳴を繰り返し、その内に記され描かれた数多あまたの怪奇と妖物は、ついに地下書庫の中で明確な形を取るに到いたる。

　……ここより地下にはな『生きた本』がおるのよ」

「……………………………………」

「貴重な本もようけあるもんじゃから、結構外から閲覧依頼が来る。金取って受ける。探索委員が取ってくる。ごほうびやる。これを地下レファレンスと呼ぶ。以上、説明終わり」

　呆あつ気けに取とられる尊たけるをにやにやと見て、フブル司書は後ろを振り返る。

「津つ久く澄づみのとすれ違ったぞ。どうやら面倒事があったようじゃな」

　ちなみにフブル司書、見た目にそぐわないこの口調は、容姿によって損なわれている威厳をどうにか補おうとする涙ぐましい努力であろう──と生徒の中ではもっぱらの評判だ。

「ええ、幸い犠牲者もなく解決しましたが」

　御み高たかの報告に（死んでた大おお国ぐには犠牲者にならんのかな……）と思いつつ、尊たけるは確認する。

「つまり俺や先輩達の変な力はその魔書って本によるモノで」

　尊たけるの口調に三み火かがはっとした表情を見せるものの。異論は出ない。

「あの犬もまた、この書庫に納められた魔書から出てきたモノだと？」

　言ってて馬鹿らしいと思うが、紙に変じた犬は確かに己の目で見たことだ。

「ナイス理解～」

　雨あめ野のが尊たけるの頭を撫なでる。

「怪物とかが書かれた魔書からはね、ああいうのが『出る』んですよ。倒してページを破ってしまえば、しばらくはなりを潜めます。いずれ切れ端同士がくっついてまた出てきますが。そういった危険な図書を探して、悪さをしないように管理下に置くのも我々の仕事の一つです」

　突拍子もない推測を語ったつもりが、感心され誉ほめられ補足までされて。尊たけるは目がくらみそうになる。

「じゃあその、さっきのページを上持って帰って燃やしたりすれば？」

「『魔書』はね、すごい稀き覯こう本なの。ここ以外での破損は以もつての外ほかよ」

「それに意味無いんですよ。この地下書庫から一部だけ持ち出しても、持ち出した部分は消えてしまいます。この地下書庫深くのどこかにある魔書本体をどうにかしない限りは」

「あんなん出しちゃうようなレベルのはこんな浅い層にはないけどね～」

　先輩方、立て板に水という感じの説明である。おそらくは新人が来る度に似たようなことを話しているのかもしれない。

「さて。そろそろ説明も良いいかの。守す砂さと御み高たか。二人以外は解散して良し」

「は～い、せんぱいまたね～」「おっつかれ～」

　エスキュナと雨あめ野のがさっさと出て行く。三み火かが退出の前、尊たけるに声をかけた。

「……いきなりこんなことになって驚いてると思うけど……嫌なら断っていいんだからね？」

「え」

　どういうことか聞き返す前に、三み火かは踵きびすを返かえして出て行く。

「おう、邪魔したの」

　フブルが最後に声をかける先は受付嬢だ。彼女はやはり無表情に見返して、ひとつ頷うなずいた。




　　　○




　地下から上がってきて。司書室の窓から見える空はもう薄暗い。

（流石さすがに七時前ともなると……ってそんな長くいたのか、地下に）

　時計を見て、尊たけるは今更気付いた。三時間ほど地下書庫にいたこととなる。

「ほれ、突っ立っとらんで座れ座れ」

　部屋の主に促され、彼はソファに座る。沈み込む尻に居心地の悪さを感じる前に、机を挟んだ対面のソファに御み高たかが座り、机の端側へとフブルがキャスター付椅子に乗り滑ってくる。

「んで、お主だけ残した用件じゃが」

　床に付かない足をぷらぷらさせる彼女へ、自分から切り出した。

「探索委員、でしたっけ。僕に、それになれと？」

「ひょ」「ふむ」面白げに笑う二人だ。

「一応聞こうかの。何な故ぜそう思った」

「さっきの。地下で」指を下に向ける。「あんなに色々教えて貰もらえたのはなんでかなって」

　先ほど、三み火かに言われてから考えていた。この図書館に隠された秘密があるとして、別に説明する必要もない。それか、

「あの一年男子みたいに、一旦死んでから回収した方が、夢のせいにできて面倒がない」

「お、お主中々エグいこと考えるのう」「まあ、効率的ではありますが」

　聞いている二人が苦笑する。

「『僕』でも『俺』でも、中身は変わらんようじゃな」

　フブルの指摘に尊たけるは目を逸そらす。自身、テンションの変化は認識している。

「そんでわざわざ委員長と二人だけ残してお話、っていうなら、それしかないかなって」

　続けての言葉にフブルと御み高たかは笑み混じりの息をつく。

「ま、想像通りよ。お主には図書『探索』委員になってもらいたい」

「元よりこうしてお願いするつもりだったんですが、書類の手違いで。勧誘者と新規参加者の名簿を一緒に渡してしまったのです。迷惑をかけました。申し訳ない」

　それが回り回って、尊たける自身、そして受付嬢に手渡されてしまったということである。

「受付嬢はウチの事務員ではなく、地下閉架迷宮書庫側の存在じゃでな。一々細かな確認はしてくれん」

「え、じゃああの人、人間じゃないんですか」

　返ってきたのは沈黙だ。少し怖くなったので尊たけるは話を戻す。

「実はおかしいと思ってました。年末くらいにいきなり図書委員になれ、なんて三み火かね……天あま寺てら先輩に言われた時は」

　値踏みするように、二対の目が彼を見ている。尊たけるは続けた。

「僕のクラスから一人、図書委員が辞めたからだって聞きました」

　当時は特に気にしなかったが、あの地下書庫を見た後では、

「辞めた人は図書探索委員だった……違いますか」

「その通りです。まあ、探索委員への勧誘の方は、天あま寺てらさんは反対していましたが」

　あっさりと、御み高たかは認めた。返す刀はフブルが口にした。

「単刀直入に言うぞ。お主の経歴は知っておる。現在のことも含めてな」

　尊たけるが眉を僅かにしかめる。




　守す砂さ尊たけるは、貿易商の父と、ネイチャー系フォトグラファーの母の元に産まれた。

　職業上両親は家を空けることが多く、隣家の天あま寺てら家に預けられることもしょっちゅうあった。三み火かとはその頃からの付き合いである。

　ある頃から、尊たけるは両親について海外に行くようにもなった。

　全く知らない土地で、全く知らない道を見る時、彼の心臓は高鳴った。

　あの道はどこへ続いているのだろう。

　あの建物の中には何が隠れているのだろう。

　母の蔵書から知識をつけ、山岳、谷、様々な極地へと赴くようになった。

　地元の山から始まり、国内の難所と言われる山岳を踏破した。その頃には業界の一部で彼は話題となり、親の支援とスポンサーを付けて七大陸最高峰をも複数制した。

　当時、十四歳。若き天才冒険家として、彼の将来は順風満帆だった。

　次は南極か北極か──そう噂うわさされていたところで、彼は遭難した。海外の山で二週間もの間消息を絶ち、救出はされたものの足に後遺症が残った。

　全力疾走が出来ず、過度な負荷もかけられない。彼の冒険家としてのキャリアは終わった。

　そうして。あれもこれも薄く笑って受け流して。ようやくそれが板に付いたところで。




「……………………そーですか」

　尊たけるの様子を見て、フブルもそれ以上は続けない。

「騒動で順序は前後してしまったが、逆に話は早くなったかの。体験はしたな？」

　再び黙考で肯定した。フブルはにやと笑って続けた。

「お主は魔書への適性を見せた。魔書は何な故ぜか、十代後半くらいまでしか適合せん。我々はお主に『場所』を提供する。お主は図書館が、利用者が求める資料を持ち帰る。どうじゃな？」

「宇う伊い豆ず学園附属図書館が定める地下レファレンスの報酬は別個にあります。バイト気分でも無論結構」御み高たかが苦笑しつつ、「ですが、君にはこちらの方が魅力的かと」

「勿もち論ろん」尊たけるの思考を読んだように、フブルが差し込んだ。「探検がしたい、というだけでも結構」

　視線を、しばし尊たけるは見返す。

「さて、では改めてお聞きします。守す砂さ君」

　夕日を背にして、御み高たかの声が室内に響く。

「宇う伊い豆ず学がく園えん図書委員会・地下閉架迷宮書庫探索委員──やってみる気、ありますか」

[image: ]

　尊たけるの口元から犬歯が覗のぞいた。

（見透かされてるな～……）

『僕』が『俺』でいられる場所。

　全力で動かした体は、今もその熱を保っているかのようで。

「いくらか、もう少し聞かせてもらってからでいいですか？」

　やるのならば、まだまだ聞くべきことはある。二人は頷うなずいた。




　　　○




　まずはリーダーで利用者カードのバーコードを読み、その次に本のバーコードを読む。これで貸出は終わりである。延滞している本があったり、貸出冊数を超えていたりした場合アラームが鳴るため、その際は確認を行う。

　地下書庫に潜って、翌日の放課後。尊たけるは今日も図書館のカウンターにいた。

　図書館管理が電子化された昨今、貸出と返却の業務はそう手間ではない。返却などはＰＣの画面をキー一つで返却モードに切り替えて、リーダーで本のバーコードを読んでおしまいだ。

（ちょっとした店員気分だよね）

　この一連の行程を行わなければエントランスで盗難防止アラームが高らかに鳴り響く、という仕組みである。

　貸出返却処理を終えると律りち儀ぎに礼を言っていく利用者（学生だけでなく近隣住民もたまに見える）もおり、そうなると悪い気もしない。

「電子化されてない頃は本一冊ごとにカード作って名前書き込んで、ってやってたんですよねー。ここ蔵書何冊あるんだかって話だし、気が遠くなりますねえ」

　利用者が途切れたところで、横に座るエスキュナ──本日は同階の当番だ──がこぼす。尊たける達が入学した時には既に電子化は終わっていたが、作業を行った時は大変だったらしい。

　何しろ蔵書の数が数である。それら全てにバーコードを貼り付けた上で図書館ソフトに情報を入力しなければならない。夏休みを丸々使い、図書委員だけではなく教員やボランティア有志を募っての人力作戦だったそうだ。ただそのせいで、今でも稀まれに登録ミスが見つかる。

「エスキュナさんは結構長いの？　図書委員」

「呼び捨てでいいですって。わたしも去年の編入時からやってますからね」

　エスキュナは快活に笑う。中等部の委員参加は少ないが、無くもない。

（留学生結構いるよね、この学校）

　彼女とは、昨日以前はあまり話したことはなかったが、流ちょうな日本語を話す。人好きのする笑顔だった。

「せんぱいは昨日と何かテンション違いますねえ」

　そして案外に鋭い。尊たけるは薄く笑って誤魔化す。

「で、せんぱい、やるんですか？」

「やるって、何を？」

「とぼけちゃって～」うりうり、とエスキュナの細い指が尊たけるの腕を押す。「た・ん・さ・く・い・い・ん、ですよ」

「一応、やるって返事はしたよ」

「あらあっさり。黙ってるから迷ってるのかと」

「あれこれ条件付けさせてはもらったけどね。……この前みたいなこと、普通は無いんだって？」

「あ、はい。そうですね。基本隊員の面倒は同じ隊が見るって感じです。バカヤチと尊たけるせんぱいはうっかり迷い込んじゃったケースなので」

「昨日フブルさん達に聞いたよ。普通は同じ隊じゃなけりゃ放置されるって」

　言いながら、少し身震いする。その恐怖には、覚えがある。

「そーそー。四十八時間です。それを過ぎちゃうと、迷宮の方から追い出しちゃうんですよ。ですから、実はあそこで一番ピンチなの、わたしだったんですよねえ。確か、せんぱいの前任の人もそれでやめちゃったんだって話ですよ」

　これもフブル達から聞いた、放置排出における迷宮書庫のペナルティだ。それは、二つ。

「死んだ人を連れて帰らず、迷宮に追い出されちゃうと、生き返りはするけれど持ってた魔書が使えなくなる。それと、その探索の記憶を失う……戦力ダウンするし、経験もパアなわけだ」

　ふむ、と尊たけるは思案する。隊と隊の間というのはかなりドライな関係らしい。

「ところで、エスキュナは誰の隊に入って……」

「わっはぷ！　返却溜たまっちゃってますね！　ちょっと行ってきます！　ゴッタゴー！」

　なにやらはぐらかしながら、エスキュナはいっぱいになった返却台を押して本棚の森へ歩いていく。こうなると、尊たけるは店番ならぬカウンター番として残らねばならない。

　なんとはなしに本棚を見る。地下迷宮書庫ほどではないが、ここでも大量の本が並んでいる。

　思い出すのは、図書委員会に入りしなの頃だ。




（こんだけ本があってどうやって分けてるんだろう）

　当時の尊たけるに思いつくのはおおざっぱなジャンルと作者の名前順くらいのものだった。しかしそれでは山のようにある本を管理することはできない。本屋ではないのだから、出版社で分けることも無いだろう。

「気になるか」

　高い声が聞こえた。しかし見回しても姿は見えない。

「ここよ、ここ」

　尊たけるが座るカウンターの向こうに、紅葉のように小さな手が見えた。がしり、とカウンターの縁をつかみ、よっこいしょと頭を出したのはフブル司書だ。

「三階のカウンターは高く作りすぎとる……」

　段差の上にあるカウンターは一ｍ半ばほどの高さがある。彼女ではぎりぎり頭が出ない。

「子供用の本とかないですからね、この階」

「何ぞ言ったか」

　フブルがじろりと睨にらんでくる。そのまま、じりじりとカウンター縁を腕で渡りながらこちらに回り込んできた。

「最初からこっち来れば良いのでは……」

「挑戦したくなる時が……」

　軽く息を切らせながら、フブル。

「それはともあれ、これを渡しに来たでな」

　ぱっと顔を上げて一冊の本を渡してくる。冊子に近い厚さの本の表紙には、

「『日本十進分類法　簡易版』？」

「先ほどのお前さんの疑問に答える一冊。日本国における図書の分類法を示したものじゃ」

　開いてみる。前書きの横、目次とおぼしきページには大きく十の章が見える。

「図書委員は全員持っておる。本当は最初に渡しとくべきであったが、うっかり今の今まで忘れとった。すまんすまん」

　それでな、とフブルは尊たけるの横に移動しつつ目次を指さす。

「英訳するとNippon Decimal Classification……略してＮＤＣと言う。これは本を十個の一次区分とその下の二次区分、もう一つ下の三次区分で分類する」

　目次を見れば、なるほど確かに十の章にはそれぞれさらに十の項目が見て取れた。

　ぱらりと適当に開けば、「２」の分類──『歴史・地理』のページが現れる。そこは二桁目が１、『日本の歴史』を表すらしいページだ。三桁目の数字でさらに地方を表すと記されている。つまりは２１０で日本の歴史。さらに２１１で北海道の歴史ということだ。

「あー、つまり三桁の数字を割り振ってるわけですか」

「本の背表紙を見てみい」

　尊たけるから十進分類法を取り上げ、背を見せてくる。下の方に三段のラベルシールがある。一番上には三桁の数字だ。０１４。二段目には「も」という文字。

「あ、これだったんだ。０１４は……」

　該当する番号が記されたページを開いてみる。

「『図書館資料の保管』。なるほど」

「ちなみに二段目の文字は著者や題名の頭文字、三段目は巻数などが示されておるぞ」

　何でも記号には理由があるものだと尊たけるが感心していると、

「入学直後の図書館オリエンテーションで教えたことだがの」

　じとり、とした目で睨にらまれた。思わず目を逸そらす。ごめんなさい。

「綺き麗れいに忘れおって。とりあえずはその本を参照しながらゆるゆると覚えてゆけい」

　はーい、という返事に満足したか、上機嫌な足取りでフブルが去っていく。と、姿が見えなくなりかけたところでこちらに顔を向けた。

「──元の趣味が恋しいかの？」見た目にそぐわぬ、にやりとした笑み。

　不意打ちで胸を突かれた感覚。尊たけるは多少、ばつが悪げに首の後ろをさすった。

「いや……その、別にそういうわけじゃ」

「それは結構。とりあえずは仕事に励んでおくれ」

　言って、ひらひらと手を振り階下へ降りていく。残された尊たけるは首を傾かしげるのみだ。




（思えば、あの時には探索委員に入れること考えてたのか）

　意識を現実に戻せば、エスキュナも戻ってくるところだ。

「あー、せんぱいぼけーっとしてる。……えっちなサイト見てます？」

「見てない見てない」顔を横に振る。

　カウンターのＰＣはネットに接続されており、簡単なレファレンス──利用者の相談事はこれで解決したりもする。

「これフブルさんにもらった時のこと考えてた」

　ぺらり、と先ほど想起した冊子を取り出す。

「あー、それ。迷宮書庫の本も、一階層ごとに大体同じジャンルで固まってるんで、覚えとくといいですよ～。数学の次の階層が言語とか、順番はバラッバラらしいですけど」

「そうなのか……。たしかに、最初のとこ……元の地下二階ぶんを入れたら三層になるのか？　あそこで出たバケモノ──魔書生物だっけ？　動物ばっかりだったな」

「フブルせんせ、かっわいいですよねー。守す砂させんぱいはああいうタイプは好みなんです？」

　唐突に内角へえぐり込まれて、やや口ごもる。

「……これうかつに同意するとハブられるアレかな」

「しないですよぉ。ロリコンとは思いますけど」

「アウトじゃん」

「そういえばあの人、この前一般利用者に迷子と思われてエントランス連れて行かれてました」

　さもありなん。ただ、そんな彼女も有能なことは確かだ。

　生徒が手伝うとはいえ所詮は素しろ人うとである。それを率いて、一般的な公立図書館を遙はるかに超えるこの附属図書館を運営するのは並大抵のことでは無い。地下迷宮書庫探索のことを知った今となってはなおさらだ。

「とりあえず、地下のぶん戻して来る」通常の地下書庫の本を手に取る。

　返却された書庫──閉架の本を、四階分あるそれぞれのカウンター裏にいつまでも置いておくと、他の階で請求があった際にアレどこ行った、ということになる。

「あ、行くようになったんですね、地下書庫」

「探索委員は行って良いんだとさ」

「ゴッタゴー。いってらっしゃ～い」

　せめても真面目に働かねばなるまい、と尊たけるは立ち上がる。




「アラ」

　書庫への通路を歩く尊たけると行き会って、そんな声を上げたのは、

「津つ久く澄づみ……先輩でしたっけ。お疲れさまです」

「はいオツカレー」

　背の高い眼鏡男子が明るく聞いてくる。このキャラには未いまだに慣れないが、親しみやすい雰囲気ではある。

「隊作るんですって？」

「え、もう広まってるんですかそれ」

「あのね、アタシ副委員長よ？　それくらい聞いてるわよ」

（言われてみれば、そうか）尊たけるは思い直す。

　そう。昨日、フブルと御み高たかの図書探索委員への誘いに、尊たけるは一つの条件を以もつて了承した。

　自らをリーダーとした隊……守す砂さ隊の設立である。

「まあ、それで良かったのかもね」津つ久く澄づみがしみじみと言う。「オートのマッピングに、強敵の追跡探知、さらには未踏地域での隊員強化。しかも全て常パツ駐シブ。一見地味だけど、一回でも探索した人には分かるわ。効果は抜群。はっきり言って、探索のやり方自体が変わるわ。知れば、どこの隊でも喉から手が出る程欲しがるわよ」

　尊たけるは曖昧に笑う。この能力目当てにどこかの隊に取り込まれれば、その隊の方針で動かなければならない。それを嫌がったのだ。

　とはいえ、隊員集めは隊長の仕事だ。

（一人が気楽な気もするけど、そんなことしたら……）

　何しろ猛獣どころか化け物がうろついている、名前の通りの迷宮じみた空間だ。魔書とやらの力で対抗できるとはいえ、

（『死に戻り』を経験することになるな……）

　先ほどエスキュナと話していたことだ。生き返るとはいえ、すすんで体験したくはない。

「隊員集めも全然ですよ。迂う闊かつに一人で潜って死にたかないですし」

「まーね。昨日は助けられて良かったけど」

　津つ久く澄づみが嘆息した。聞き忘れたことを尊たけるは口に出す。

「そういえば。『死に戻り』の場合、魔書ってどうなるんですか？」

「置き去りね。というか、地下書庫がまた取り戻しちゃうわ」

「回収し直し、ってことですか」

　連れて帰るのと放置で段違い、というわけだ。

　本を返しに書庫へと歩く尊たけるに「分かンなくなるといけないから」と津つ久く澄づみは着いてきた。普通に面倒見が良いい。

「あ、そこそこ。作家はハ行多いからもう書庫もギュウギュウねえ……」

「救出専門の隊とか無いんですか？」

「無いわよ？　隊によってスタンスはバラバラ。単純に部活気分の子もいれば、報酬目当ての子、貴重な本を読みたいって子、果ては魔書を使った戦闘が目的の子までね。それぞれがそれぞれの目的で迷宮書庫を探索してるの。魔書自体は全体で優先的に回収し直すけど、基本的に競争関係だから。……藤ふじ谷たにチャンもね」

「その名前は……」

「もう聞いてたかしら？　アナタの前任者ね。彼は所属してた隊に再突入する余力が無くてね」

　昨日と、先ほどエスキュナの言った通りか、と尊たけるは本を戻しつつ思う。

「じゃあ、今回は……」

「あの子エスキユナもまだ決まった隊に入ってなくて、あちこちに臨時で入ってたようなもンだから。放置だったかもねえ」

　尊たけるが思っていたより殺伐とした話だった。

「アナタはね、書類を渡し間違えたアタシらの落ち度でもあるし、まだ探索委員になってないアナタをどーしても助けるンだって、天あま寺てらチャンがまあ嚙かみ付かンばかりの勢いでね」

（そうだったのか。ミカ姉ねえ……）

　だが、津つ久く澄づみは指先を左右に軽く振ってみせる。

「そんな深刻に捉える話でもないわよ？　なんせ最悪の事態は無いからね。こういう言い方するとアレだけど、宝探しのダンジョンゲームだとでも思って気軽にやンなさいな。……さっきも言ったよーに、探索員やるスタンスは個々人で色々。さっきの藤ふじ谷たにチャンにしても、他に適合する魔書が無くて、探索委員が出来なくなった。そしたら報酬のないフツーの図書委員なんて嫌だ、ってアッサリ辞めちゃったし」

　本を次々棚に戻しつつ、尊たけるは続けて聞いた。

「報酬ってどんなのが貰もらえるんですか？」

「基本的にフブルチャンが提示する外部の依頼──地下レファレンスね。これに応えて地下書庫から資料持ってくるのが探索員の仕事なワケ」

　そこまでは尊たけるも聞いていた。津つ久く澄づみは続ける。

「他にも新しい資料の発見とか、こなした数とか。成績によってボーナス出るワケよ。内申とか学食券とか、ストレートに現金とか。色々ネ。だから藤ふじ谷たにチャンみたいに、バイト感覚でやる子も実際多いわね。んで、依頼には」

「救助は入ってないと」

　そゆコト、と津つ久く澄づみは頷うなずく。なるほど、と尊たけるも頷うなずく。脳裏に浮かぶのは、かつての自分だ。

　たどりつけずに。助けを待っている。たとえそれが、無かったことになるものでも。

「じゃあ、僕の隊がやります」

「へえ？」眼鏡の奥の手入れされた片眉が上がる。「何の得があって？」

「僕は、一番不真面目なタイプなんで」

　とにかく探検がしたい。隅から隅まで探検し尽くして、目的の場所へと到達するのが尊たけるの目的だ。その過程で、誰が助かろうが、特に損は無い。

「あとまあ、何ヶ月か図書委員やってみて、ちょっと人に本届けるのも楽しくなってきたんで。図書館の本分でしょ、これ」

　地下迷宮書庫探索においても、隊員が生きて戻れば、また探索に行ける。となれば、全体の能率も上がる寸法だ。

「──そういえば、アナタは通常業務も結構熱心にやってるみたいネ」

　照れ笑いしつつ、尊たけるは足を階段方面へ向ける。そろそろ戻らねばエスキュナが困ってしまう。

「ま、探索委員の基本がそんな感じだとしたら、メンバー集め苦労しそうですけどね。こっちの仕事しながら、気長にやりますよ」

「……そうね」津つ久く澄づみが、くるりとポーズを取った。「だからアタシ入ったげるわ」

「え？」

「これで二人ね」肩をひょいとすくめて笑う。

「津つ久く澄づみ先輩、もう入ってる隊があるでしょ？」

「そろそろ飽きが来ててねー。アナタの隊の人数揃そろい次第抜けるわ」

「僕の隊じゃ地下三層からですよ？　先輩だともっともっと下まで行ってるんじゃ」

「そうねえ。アタシのいるとこバトル主義だから、十層後半くらい？」

「なんでまたそんな強い人が。有あり難がたいっちゃ有あり難がたいですけど」

　尊たけるは一度彼の戦いを見ただけだが、その力がかなりのものだということは分かる。図書委員会副委員長という地位から見ても、探索員全体でも有数だろう。

「それはね」津つ久く澄づみは尊たけるを足下から天てつ辺ぺんまで見て、何を納得したのか頷うなずいて笑った。「アナタが気に入ったからヨ」

　ぱちり、と眼鏡の奥でウィンクまでしてみせる。

「……………………それは、どうも」

　ほんの少し身の危険を感じつつ、尊たけるは申し出を受け入れた。




（地下書庫は書架で区切られた迷宮だから、最大でも五人、一箇所に六人以上いると連携が取りづらくなる上に、大人数は怪物も集めちゃう、だっけ）

　そういった理由で隊同士の連携も少ないという話だ。

　となれば、守す砂さ隊発足には最低でも後二人欲しい、ということになる。

　地下書庫から戻って。尊たけるは再び通常業務をしている。相方は何な故ぜか三み火かに代わっていた。

（エスキュナ、どこ行ったんだろ？）

　そう思いつつも仕事をする。段々下校時間も近くなり、人も少なくなってきた頃合いだ。

「ねえ、尊たける」

「な……なに、ミカ姉ねえ。今集中してるんだけど」

　おおお、と尊たけるは慎重に力を込めて文庫本へブックコートをかける。汚れや傷を防ぐためにカバーの上から貼り付けるものだが、これが中々難しく、油断すると空気が入ったり中の紙面にひっついて破れかねない。慣れない内は非常に気を遣う。

「やっぱり、探索委員、やるの？」

「ええ？　う、うんまあ」

　折り返し地点まで到達して一息。現状完璧だ。慎重にカバー裏へ折り込んでいく。文庫はソフトカバーのため、反らないように折り込む側を下にして机に押しつけ安定させる。

「貴方あなたの元々の趣味もだけど……本当は危ないこと、して欲しくないの。こうして一緒に委員会するだけじゃ、だめ？」

　むむ、と尊たけるは唸うなる。彼女は昔から、過保護というか、お姉ちゃんぶるところがあった。

「いやまあほら、こっちはむしろ最悪の場合が無いって聞いたしさ」

「それはそうだけど。藤ふじ谷たに君のこと、聞いたんでしょう？」

「ああ……」

　死に戻ったということは、つまり。

（置き去りにされたってことで）

　如い何かに戻ってくるとはいえ、

（その孤独には覚えがあるよ。藤ふじ谷たに）

　さらに三み火かが付け加えてくる。言い辛づらそうに。

「尊たけるは、その……あんなことがあった、し」

「──心配しすぎだよ、ミカ姉ねえ」

　あえて、薄く笑って受け流す。しかし三み火かの表情は曇った。

「……私一緒の隊じゃないから守れないし……なんで津つ久く澄づみ君だけ……ぶつぶつ……」

　暗あん澹たんたるオーラを周囲に撒まき始める三み火かに苦笑しつつ、尊たけるはコート貼りを再開する。

（つまり、救出を奨励されてないのが問題……いや、問題になってないのか。津つ久く澄づみ先輩も競争原理で回ってると言ってたし、重要な戦力でも無い限り、代わりは全校にいくらでもいる）

　そもそも多くの探索委員が『卒業で終わる』感覚でやっていることだ。学校としても年々入れ替わる生徒達にさせている。全体として問題は特に無い。

（ならなんでやる気になってんのか、っつーと）

　尊たけるは本のもう半分にもコートを貼り終えて、確認。空気も入っていない。中々の出来だ。

（──僕が）あの日の景色が脳裏に浮かぶ。（僕がそうしたいからだな）

「あ、すごい。綺き麗れいに出来たね」

　三み火かの賛辞にふふふと笑い、尊たけるは文庫本を返し返しして眺め……

「ぐぇぇぇ」鳥が絞められたような声を喉奥から発した。

「ど、どしたの？」

　尊たけるが顔を突っ伏しながら、本の背表紙と裏表紙を順に示す。それで三み火かも了解した。

「あー、分類シールと登録用バーコード……貼る前にコートしちゃったね。ま、上から貼っちゃおうか」

「ぐぎぎ」

　唸うなる尊たける。今度は三み火かが苦笑して、シール型の小型コートを持ってくるため席を立った。




　　　○




「うーむ、これ、ちょっと見込みが甘かったかな？」

　翌日の昼休み。尊たけるは学園の中庭でひとり、手製の弁当をもぐもぐやりつつ手元のプリントに×印を付けている。

（加か来くもだめー、と。ていうか彼、津つ久く澄づみ先輩が今いる隊の隊長だったんだな……怒る怒る）

　プリントの内容は図書探索委員の名簿コピーだ。最も早はや半数近くに×印が入っている。

「二十数人に声かけて全滅か。今日で駄目だとまた来週、かな」

　土日は基本的に図書館もお休みなので（フブル司書と、迷宮書庫アタック希望の探索隊はいる）、誘いをかけることも出来ない。

　苦悩に目を閉じ、眉をハの字にして、デザートのシャインマスカットを口に運んだところで、箸の先から重さが消える。

「？」

「おいしー。日本の果物すきー」

　目を開けると、目の前で口をもごもごやる空色の髪が見えた。尊たけるの困惑の視線を受けて、彼女はふふんと笑う。

「お困りのようですねせんぱ」尊たけるは空色の頂点にチョップした。「いたぁ!?　何すんですか!?」

「エスキュナかあ」

「スルーした！　カワイイ後輩の文句スルーした!!」

　自分で言ったよ、と思いつつ、尊たけるは取られないように残りをそそくさ口に入れる。

「あっずるい！　もう一個欲しかったのに！」

「もぎゅもぐ……んぐ、僕も好きなんだよ、シャインマスカット」

　種まで取られた食用特化感がたまらない。お前それ捨てていいのか。

「んで何の用なの、後輩さん」

「むぐぐ！　扱いがぞんざいですね！　なんですか人が助けてあげようとしてるのに！」

　かくん、と尊たけるが首を横に倒して、疑問のポーズ。

「聞きましたよ！　メンバー探してるんでしょう？　水くさいですねせんぱい、ここに頼れる後輩がいるじゃないですか！」

「ド初心者の僕と一緒に仲良く遭難した後輩しか見えないな」

「むかぁー！　随分な態度ですね！　次はわたしのカッコいいとこ見せてあげますよ！」

　冗談はさておき。尊たけるはエスキュナに向き直る。薄く笑って聞く。

「色んなとこ入って品定め中って聞いてたから遠慮してたんだけど。いいの？　こんなメンバーも揃そろってない初心者隊で」

　こくこく、とエスキュナが頷うなずく。

「えへへ～実はどこもなんかびしっと来なくて……」

「クラスに馴な染じめない子かな」

「失敬なクラスの人気者ですよわたしは。ほら、あんまりガチなの怖いじゃないですか」

「ゆるいなあ」

　腕組んで、大丈夫かな、と思う尊たける。

「それに、ですね」エスキュナが続けた。「助けに来てもらって、嬉うれしかったんですよね。せんぱいがそーゆーこと中心にやるなら、協力したいなって」

「……エスキュナ…………」「えへへ」

　尊たけるが少女を見返す。照れくさげに笑う彼女。傍はたからは、感動的な場面のように見えた。

「………………」「えへへ……へ」

　さらに。もう少し見つめる。やや頰が引きつった。

「……あ、あの、その、どうしたん、ですか？」

「なんでこの前の当番の時言わなかったの、それ」

　さく、と言葉で刺してみる。エスキュナの目が泳いだ。

「その、すぐ入ろうとしたら軽く見られるかなあって……困ったとこに来た方が、その、ありがたく思ってくれるかと……」

　軽い沈黙が落ちた。再び薄く笑って、続けて問う。

「本音は？」

「お願いしますわたしも入れてください！　もうぼっちは嫌ですぅ！」

　半泣きでひっしと尊たけるの腕にすがりつくエスキュナ。

「他のとこに入れてもらってもなんか居心地悪いんですよう！　お願いしますせんぱい！　入れてください！　もうわたしせんぱいじゃないと駄目なんです！」

「言い方ぁ！」

　晴れた中庭。昼休み。人がいない訳ではない。大声。

　はっ、と尊たけるが周囲を見回した。




「あらあら」「ちょっと、あれ……」「まあまあ」「やっぱ外国は進んでるな」「お熱いことですなあ」「男の方爆発すれば良いのに」「風紀が！　風紀が乱れてるわ！」




「……うわあ！　やめろ！　誤解が広まる前に今すぐ離れろあっち行けー！」

「誤解ってなんですかぜったい嫌です！　せんぱいが入れてくれるまで離しませんからね！」

　色々な蔑視を受けつつ、尊たけるの隊が一人埋まった。
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「……以後、注意するようにな」

「はい……」「はーい！」

　放課後。呼び出された生徒指導室からしょんぼりと出る尊たけると、上機嫌のエスキュナ。

「押し切られた……。まあ……まあいいか……。これであと一人」

　苦々しい思いながら、尊たけるが算段する。だが、まだ打診していない探索委員はいてもフリーの存在、というのは数少ない。

「さて、見つかるかどうか」

「津つ久く澄づみせんぱいもいるんでしょ？　なら三人でもへーきですって！」

　わたしが二人分働きますよ！　と虚こ空くうへシャドーを始めたエスキュナを横目で見つつ、

（絶対あと一人捕まえよう）

　尊たけるは決意を新たにするのであった。




　　　○




　そして。翌週。

「見つかった？」

「ダメデス」

　べちゃり、とカウンターに突っ伏す尊たけるを、今回の図書当番相方であり、先輩であり、あの時尊たける達を助けに来た一員でもある雨あめ野の朱あけ見みが笑った目で見る。

「あたし一応役員なんでサボれないんだけど、探索委員なると当番サボりがちになる子多いからさ～」突如、声色が変わる。「スッサーも潜るようになったら来なくなるんでしょ……」

　よよよ、と噓うそ泣なきする彼女に呆あきれつつ、

「いやまあ、結構楽しいんですよ図書委員こつちも」これは本当の話だ。「学校で余よ所その人と話せるの普通無いし……っと、こんちはー」

　言っているそばから一般利用者がやって来る。

「ええと、子供が言ってる絵本が見たくて……」

「タイトルはどんなんです？」

　蔵書検索画面を開きつつ聞くと、ママさんらしき女性は続ける。

「分からないんですけど……その……恐竜が出てくる……」

（こ、これは厳しい案件だぞ）

　尊たけるの利用者用スマイルが一瞬固まる。ちなみに蔵書検索へ『恐竜』と打ち込んで出てくる冊数は貫かん禄ろくの数千冊越え、絵本に限定しても軽く八百冊は越える。男子と子供の一大人気ジャンルなのだ、恐竜は。尊たけるも嫌いでは無い。

「どんなお話かは分かります～？」

　雨あめ野のの助け船に、ママさんは記憶を探るように、

「ええと、うちの子は病院の外に恐竜が出るって」

（なんだそれ）

　ということを、絵本の展開に言っても仕方ないということはここ数ヶ月で尊たけるも理解していた。絵本、ストーリー展開が自由である。

（うどんが川渡った時には戦慄したからな）

　思いつつ、モニタ上にリストアップされた絵本達を検討する。病院があるので、実際に恐竜がいた大昔を舞台にした系は除外。

「んー……これか、これか……すんません、カウンターお願いします」

「はいよー、行ってらっしゃーい」

　とりあえず候補に選んだ本のデータをレシート印刷して探してみる。ママさんと一緒に絵本棚を探索探索。

「これは？」「違い……ますね」

「これでは？」「違うと思います」何度か繰り返し、

「むむむむむ……」

　手持ちの書誌情報が尽きた。もう一度、と戻りかけるところで

「ご面倒おかけしてすいません、もう一度こっちで調べてきますので」

　申し訳なさそうなママさんである。しかしこれで帰しては図書委員としてどうか、などと新米図書委員・守す砂さ尊たけるが思った時だ。

「──あ」閃ひらめく。「ちょいとお待ちを！」

　ででで、と（早歩きで）カウンターに戻って、検索システムにフリー欄を出し、

「『びょういん』を追加っと。これで、多分──」

　出てきた結果をプリントアウトして、再度捜索。ほどなく、一冊の絵本を見み出いだした。

「これですかね？」

　尊たけるは『きょうりゅうがすわっていた』という絵本をママさんに差し出した。ぱらぱらと内容を見るママさん。

「…………あっ、これです！　図書委員さんすごい！　ありがとうございました！」

　笑顔になり去って行くママさんを見送って、小さく拳を握る尊たけるである。

「──よし」

　見つけた。たどりつかせることができた。カウンターに戻れば、雨あめ野のが賞賛で迎えた。

「おみごと～。あーそっかそっか、フリー欄ならあらすじも参照できるもんねえ」

「いやはは、ばたばたしちゃって……」

　照れる尊たけるへとぱたぱた手を振る雨あめ野の。

「いやいや。フツーに感心してるよん。あたし絵本には詳しくないし」

　思えばそもそも雨あめ野の先輩、パソコンの操作も人差し指である。

「スマホと違ってやりづらいんだよね、キーボード……」と本人の弁だ。

「まあ最悪、フブル先生に聞けばいいですけど」

　今は最上階にいるはずの司書は、噓うそか誠か全資料を覚えていると豪語する。だが、この図書館において外部との交渉を一手に引き受ける彼女はかなり多忙なので軽々には頼れない。

「それにしても、よくまあこんな場所が学校だけで独占できてますよね」

　規模もだが、地下も含めれば魔法だのなんだの、はっきり言ってとてつもなく異常だ。国レベルの研究対象になっていてもおかしくはない。

「なんかね、地主……図書館の方ね。政府や外国にも顔が利きくんだって。ここ、私有地なのよ」

「千年前からあるって話ですよねここ？　裏の権力者ってやつかあ……」

　思わず背筋が寒くなる。ただ、こんな場所を運営しているのだ。尊たけるは館内を笑って眺める。

「普通の人じゃそりゃ無理ですよね、この図書館……地主の人に感謝しないとな」

「……ほんとに楽しんでんだね、地上の図書委員も」

　雨あめ野ののそんな評価を薄く笑って受け流しつつも、無理はないと尊たけるは思う。何な故ぜなら。

「だーってスッサー、去年度のウチは何考えてんのか分かんなかったもんね。いっつも笑ってたけど、アレ、どうでもいいって笑いだったでしょ？」

　彼は軽い驚きを得た。雨あめ野のの盛られた睫まつ毛げの奥で、アーモンド型の瞳が輝く。

「別に、それで誰がメーワクするでもないからさ、わざわざ言う気なんて無かったケド？　地下行ってからちょっと違うジャン、って思ってさ」

（……すごいな。この人）

　感嘆と軽い尊敬の思いと共に、両手をちょこんと挙げる。降参。

「ここ二年くらい、趣味が出来てなくてですね。沈んでたってワケじゃないですけど」

「ダルかったわけ？」

「そんなとこです」

　顔を横に倒して覗のぞき込んでくる雨あめ野のへ、苦笑して肯定する。

「地下迷宮書庫が、その代わりになんの？」

「たぶん」

「そっか」彼女は顔を戻す。「でもそれじゃ、地上委員やってっと潜れないんじゃね？」

　無邪気に尋ねる雨あめ野のに、尊たけるは最近の自分に見み出いだしたことを口にする。それは、つい先日。大おお国ぐにを連れ帰った時からのことだ。

「──人が求めてるものに連れていくってのも、僕の性に合ってるみたいなんですよね」

「ふ～ん。ま、長続きするならいいことだー」雨あめ野のが顔を起こし、上体を反らし伸びをする。もうすぐ閉館だ。「なんかあったら言いな～？　スッサー。あたしベテランだから」

　上機嫌で閉館作業に入る雨あめ野のへ、しかし尊たけるはこっそり嘆息する。

　探索委員なら、かつてと似たようなことができる。それは確かだが。




（なんかあったらも何も、潜れればの話なんだよねー）

　んがー、と放課後の廊下を歩く。中々四人目が見つからない。

「うぎー……。後残ってるのは……リストリスト」

　メンバーが集まらないのは尊たけるが初心者だからというだけの話ではない。主な原因は、彼の主目的が『隅から隅までの探索中心』『取り残され救助』の二点であることだ。

（本当にバイト目的の人多いんだな。それ以外の目的持ってる人はもう他の隊入ってるし）

　例えば、先ほどの雨あめ野のの隊などがそれだ。女生徒中心で、美容・服飾本を専門に探索し、秘伝のダイエット、呪術的なファッションなどの美容知識がいち早く手に入ると評判である。

（占いとかも、魔書の存在知っちゃうと軽くは笑えないね）

　最近は、そんな風に一分類（哲学、宗教、心理）の本を見てしまう尊たけるだ。

「やっぱ問題は方針なのかなあ……」

　思わず。ぽつりとこぼした時だ。

　ぶるる、と懐ふところのスマートフォンが振動を伝えてくる。確認すると、無料通信アプリの通知だ。

『せんぱい！　有能なわたしがおトクな情報を持ってきましたよ！』

『そうかおつかれ』

　句読点も変換もめんどくさく、スマホを懐ふところに戻す。

「方針が間違ってるのかなあ……」

「なんで詳しく聞かないんですかー！」

　どだだだ、と階段を駆け降りる音と、怒りの抗議。本体に遅れてなびく二束の空色。

「エスキュナさあ。確認できるとこにいたなら普通に声かければいいのに」

　尊たけるはどうでもよさそーに薄く笑って言う。後輩、地団駄。

「ＬＵＩＮルインで返信してる間に、後ろにいて声で返事、ってやつやりたかったんですよ！　ドラマで見たし！」

「やれたじゃない、今」

「もっとロマンチックに！　したかったんですー！　なんですかせんぱい！　ロマン無し男！」

　注文が多い。尊たけるは嘆息しつつ、エスキュナの肩に優しく手をかけた。微ほほ笑えむ。

　異国生まれの少女が戸惑ったようにこちらを見た。

「そういうのどうでもいいから何の用？」

「うう、なんか仕草だけ優しいけど言ってることひどい……」

　さめざめといじける。その上から、もう一つ声が降ってきた。

「おいエス公！　お前すっ飛んで行くんじゃねえって！」

　たたた、と階段を駆け降りてくる姿は、いつか見た赤色だ。

「ちょっとバカヤチ。その呼び方止やめろっつったでしょ」

　思い出す。地下迷宮書庫で死んでいた下級生。

「あれ？　ええと、大おお国ぐに……だっけ」

「あっ守す砂さセンパイ……！　ちっす！　大おお国ぐに八や治ちです！　お疲れ様です！」

　びし！　と居住まいを正し、礼までしてくる大おお国ぐに後輩だ。

「ど、どうしたの急に」

「エス公に、守す砂さセンパイに助けてもらったって聞きました！　あざっス！」

　頭を下げたまま、大おお国ぐにである。

「おわわ」

　尊たけるが周囲を見回す。いじける留学生と、不動の礼を取る不良学生。放課後とは言えまだ生徒はあちこちにいる。目立つ。

「と、とりあえず図書館行こう。そうしよう」

　ふたりの手を引いて、あたふた逃げる尊たけるであった。




「んで、どういう？」

　図書館会議室。カウンターに断って部屋を借り、三人が座っている。

「教室でエス公から聞きました！　守す砂さセンパイがお困りだって！」

「二人ともクラス同じだったの？」

　尊たけるの問いに、大おお国ぐには「はいっス！」勢いよく、エスキュナは「まあ」嫌そうに頷うなずいた。

「夢だと思わせるって話だったけど……事情話しちゃったの？」

　エスキュナに問うと、彼女はひょいと両掌てのひらを上に上げた。

「次の日いきなり問い詰められちゃいました。いや、わたし夢でしょって言いましたよ？」

「ダチと話の流れで肝試し、って地下行ったら、犬に殺されて気付いたら上でしたからね」

　誤魔化しきれなかったんだな、という意思を視線に込めると、エスキュナは目をそらした。

「まあ、そっから話すようになって。事情はこいつか「こいつもやーめーてー」

　一瞬睨にらみ合あう両者。あんまり仲は良くないらしい。

「えーと、そういうわけなんで、俺、図書委員になりました！」

　びし、と雑な敬礼を決めてみせる大おお国ぐに。尊たけるが視線をエスキュナへ移すと、彼女もここばかりはえへんと胸を張った。

「言ったでしょせんぱい、おトクな情報って」

「いや、でもさ、なりましたって……」

「それがっスけどね」大おお国ぐにが掌てのひらを上に向ける。「うちのクラス、もう一人の図書委員は地下にも行かねえし当番もサボりがちだって言うんで。やる気ねえならやめろって、こう」

　胸ぐらを摑つかむジェスチャー。尊たけるにもここまで来ると状況は飲めた。

「で、代わりに入った？　それ、許可出たの？」

「担任とフブル先生には許可もらいました！　結構かかっちゃいましたけど！」

　勢い込んで答えるエスキュナ。彼女もただ何もせず数日いたわけではなかったらしい。

「そうか……ありがとね、ふたりとも」

　尊たけるも流石さすがに笑顔になる。後輩二人も顔を見合わせ笑い合った。しかし。

「でもいいの、大おお国ぐに。その、君ほら……大分おっかない思いしたと思うんだけどさ」

　はっきり言って、不良だのなんだの関係なく、トラウマになっていてもおかしくはない。

「それっスよ！」

「ど、どれ？」

　勢い込む後輩に、思わず仰のけ反ぞる尊たけるだ。

「あのクソ犬、次会ったらタダじゃおかねえ！　絶対一発入れてやるっス」

　拳と掌てのひらを打ち合わせて、闘志に燃えている。尊たけるは目の覚める思いを抱いた。

（なんとまあ。こういう人もいるのか……）

「こんな調子で」その背後で、再び両掌てのひらを上にして、エスキュナ。「受付嬢さんに渡された魔書も適合してたみたいなので、行けるんじゃないです？」

　実務上は問題無し、と尊たけるは頷うなずく。では、残る問題は。

「聞いてるかも知れないけど……僕の隊だとバイト代わりにはなりにくいかもよ」

「問題ねえっス！　探検中心っスよね？　あと遭難した奴やつ助けるの。シブいっスよ」大おお国ぐにはうむうむと頷うなずいて、続けた。「それに、バイトなら家でできっし」

　首を傾かしげる。答えたのはエスキュナだ。

「彼の家、駅前のスーパー『大黒屋』ですよ」

　へえ、と尊たけるも唸うなる。たまに食料品などまとめ買いに行く店だ。

「となるとあとは、津つ久く澄づみ先輩がどう言うかなんだが……」

「むしろ歓迎しちゃうワ。運営側からしても、新人さンはいつでも歓迎よ」

　声は入り口から。開けた戸に手を掛けて、笑みを見せるのは図書委員会副委員長。

「津つ久く澄づみ先輩。それじゃあ──」

「オメデト。これで三人。アタシ入れて四人。アタックするには十分よ」

「おお！」「やったー！　ゴッタゴー！」諸もろ手てを挙げて喜ぶ下級生組。

「守す砂さ隊、結成ね。帰りにワックで結成式なんてどう？　奢おごるわよ」

　もう一度、今度は尊たけるも入れて喜びの手が挙がった。




「地図をちゃんとしたいんですよ」

「ふうン」「ほー」「ふえ？」

　帰り道にあるハンバーガー屋で、四人が机を囲んでいる。話は自然、結成したばかりの隊の方針についてだ。

「聞いたんですけど、地図って隊ごとで管理してるんですって？」

「まあねえ。本の位置は申告しなきゃいけないし、個々人レベルで情報のやりとりはあったりするけど、詳細地図の方はね。基本自分の隊の損になるようなことは教えないし」

「それ、やりづらくねえんスか？」

「なんかさー、相手が失敗するように噓うそ教えるようなのも、前にいたんだって」

「うわ、なんだそりゃ。陰湿だな」

　エスキュナの言葉に、大おお国ぐにが顔をしかめてポテトをかじる。津つ久く澄づみも嘆息して眼鏡を押し上げた。

「流石さすがにそういうのはもうペナルティ食くらうけどね。ただ、他隊に情報は安々と渡さないみたいな空気、あるにはあるわね」

「前回の僕たちの件も、詳細地図の共通認識があればもっと楽だったと思うんですよね」

　実際、尊たけるの魔書能力が無ければ完全に遭難していた。津つ久く澄づみが頷うなずいて先を促した。

「つまり？　初層……地下三層から？」

「隅から隅までやります。津つ久く澄づみ先輩には退屈かもですが」

　肩をすくめて、津つ久く澄づみはバナナパイを一口。

「いーわよ……あらこれおいし。徹底的に探すなら、隠し通路がまだあるかもしれないしね」

　これに勢い込んだのはエスキュナだ。

「そうそう！　バイトにはならないかもって言っても、新しい部屋とか見つけちゃったりしたら、新規図書発見ボーナス総取りですよ総取り！」

　夢見がちなお年頃である。大おお国ぐにがストローをくわえながら鼻にしわを作る。

「そう上う手まいこと行くんか～？」

「可能性は無い訳じゃ無いってレベルね。三層から五層って、昔の人たちに探索され切っちゃったって認識が強くてね。精査はそこまでされてないの。するにしたって、浅い層だと大したものは出にくいから、深くまで潜ってる隊はスルーしてるし」

　まあとにかく、と尊たけるがハンバーガーを口に放り込む。

「明日の放課後に最初のアタックを──って、そうだ。明日放課後当番になってる人、いる？」

「……………」「………………」そろり、と後輩二人が手を挙げた。

「明後日あさつてね。僕の隊は緊急以外、サボりはダメ」

　二人の抗議の悲鳴を聞きつつ、場を締めた。




　　　○




　騒音が周囲で鳴り響く。馴な染じみの無い者だと、耳をふさいで出て行ってしまうこともある。

（久し振りに来たなあ）

　尊たけるはそう思いながら、ゆっくりとした足取りで半地下の室内を進んだ。照明自体は薄暗いが、それを圧する光の洪水がそこかしこから四角に縁取られて溢あふれている。

　駅前のゲームセンター『ガロット』だ。守す砂さ隊結成式の解散後、ふと足が向いた。

　尊たけるが後遺症を得てから見つけた、いくつかの趣味のひとつにクレーンゲームがある。ぬいぐるみ、お菓子、フィギュア。取ってどうするということはないものの（そのまま友人に進呈したりするのが常だ）、取ることそれ自体を楽しむ、という感じである。

「なんかちょっと見ない間に景品変わっちゃったな～」

　音の洪水。四角い光の数々。それらの源であるビデオゲームは趣味の範はん疇ちゆう外ではあるが、観戦は好きだし、たまにスマホのゲームくらいはする。

　雑多な娯楽の海を泳ぐ回遊魚のように、筐きよう体たいの間を歩く。

「守す砂さ君じゃないですか」

　と。横からかけられた声に尊たけるは振り向いて。その意外に目を剝むいた。

「御み高たか委員長!?」

　敷しき地ちの端、シューティングゲームコーナーに彼はいた。半身をこちらに向けている。

　御み高たかは２Ｐ側席に空き椅子を置き、ゲーム画面へ向き直る。ステージの間だったようだ。

「こんなとこ来るんですね……」横に座って、尊たける。

「前に通っていた所が潰れましてね。いやあ、ゲームセンターにも厳しいご時世です」

「こんな趣味があるとか知りませんでした。案外不良だなあ」

「はは、秘密にしておいてください。別にうちの学校では校則違反じゃありませんが」

　会話しながら、御み高たかは華麗に自機を操って無数の敵弾をかいくぐり、次々と敵機を撃ち落としていく。そのレバーさばきには一瞬の躊ちゆう躇ちよも無い。決まり切った動作をするようだ。

「上う手まいなあ」

　尊たけるはＳＴＧのことは門外漢ではあるが、このプレイングが並では無いこと程度は分かる。敵弾幕のあるかどうかも分からぬ隙間をミリ単位の調整で抜けていくのだ。グラフィックの見た目では分からない当たり判定を見切っていなければ、こうはできない。

「案外ね。地下閉架迷宮書庫探索に通じるものがあるのですよ」

　御み高たかは意外なことをしながら、意外なことを言う。尊たけるの困惑を感じ取ったのか、彼は続けた。

「シューティングというのは基本的には記憶のゲームでしてね。敵の出現パターン、攻撃パターン、撃破の順番。それらを失敗しながら覚えて」

　巨大な敵──ボスが現れた。御み高たかの自機は、確信を持っているかのように迷い無く動き、弾を撃ち込み続ける。

「後は心を落ち着けて、実行する。経験を積んでミスをなくす。迷宮書庫探索も同じことです。魔書生物は記述の存在なので成長しません。迷宮も仕組みは変わりません」

「そう言われれば、そんな気もしますけど」

「トライアンドエラーが出来ますからね。何にでも相通じる物はあるということです」

　無敵回避手段であるボムも数発残し、ボスが爆炎に包まれる。御み高たかはリザルト画面から視線を尊たけるに移す。

「隊員が揃そろったようですね。隊の方針もユニークだ」

「耳が早いなあ」尊たけるは薄く笑う。

「委員長ですので。声高には言いませんが、君には結構期待しています。エスキュナ君もね、素質は優れた物があると思ってはいたのですが」

　同じ後輩を脳裏に描いて、今度は互いに苦笑する。

「新しいことをやる、となれば反発はあるでしょうね。立場的に、特別に庇かばったりは出来ませんが……君には釈しや迦かに説法、というところですかね」

「その辺は、慣れてますよ。──ご存じの通りに」

　ゲームのスタッフロールが終わり、二周目のスタートを告げる音楽が鳴った。御み高たかが筐きよう体たいへと向き直り、尊たけるは席を立った。背中で御み高たかの声がかかった。

「守す砂さ君。──何よりもまず、楽しんでください。ゲームでもやる気分で──でも、本気で」

　尊たけるは振り向く。御み高たかは背を向けたまま、もう何も言わなかった。




　　　○




　そんな訳で、二日後の放課後だ。大おお国ぐにも、魔書関連の知識はエスキュナから聞いていた。能力の情報を交換して、

「んじゃ、行くか」

　尊たけるが現役時代愛用のリュックを背負い直し、隊員へ声をかける。

「うーす！」「ゴッタゴー！」「頑張ってね、リーダー」

　意気揚々と、一行は地下書庫三層へと踏み込んだ。そして。




「うおおおコウモリにパンチ当たらねえ！」「わっはぷ！　モモンガが顔に！　顔に！」「こんにゃろ！　……痛ってえ足かまれた！」「ハイハイ、逃げなさい逃げなさい」




　どたどたばたん。十分後には、それぞれ五十cmは優に超える地下書庫の魔書生物に襲われ、地下書庫のエントランスでひいこらと突っ伏している三人＋苦笑いで見守る津つ久く澄づみがいた。受付嬢は我関せず、机に座ったままだ。

「はーはー……あ、かじられた足治った」「こ、コウモリがあんな速えとは……」「ううう、顔おもいっきり引っかかれました……」

「いやあ、見事にグダったわね」

　この様である。数体は倒したものの、あえなく総崩れと相成った。

「ま、最初はこんなもんよねえ」

　余裕なのは津つ久く澄づみだけだ。経験者ゆえ当たり前だが、

「エス公、お前もなんで一緒になってやられてんだよ」

「えへへ、おかしーなー？」

「いや、俺が悪かった。今思うと無計画過ぎたよ」

　尊たけるが手を挙げる。隊員が思わず見返す。

「ガルムって大物しか見てないから見通し甘かった。雑ざ魚こも今の俺らには十分強敵だ」

　頭を下げる。一度襲われる度に生死がかかるようでは、探索どころでは無い。

「い、いやセンパイが謝るコトじゃねえっすよ」

「そーですよ！　津つ久く澄づみせんぱいめちゃ強なんだから助けてくださいよ～」

「あらあら」

「そうじゃないよ、エスキュナ。俺が指示しなきゃ。リーダーなんだから」

　尊たけるの言葉に、津つ久く澄づみが面白そうに眼鏡を光らせた。

「くそっ、こりゃブランクだな……ちゃんと隊列組もう。津つ久く澄づみ先輩」

「なあに？」

「今から隊の戦術組むんで、おかしかったらアドバイスをくれ……っあっ！　と」

　上級生への言葉遣いにはっと気づいて、尊たけるが頭を下げた。

「すんません、生意気言いました」

「あれ～？　守す砂させんぱいどーしたんです？　割と普段れーぎ正しいのに」

　エスキュナがここぞとばかり、面白げに言ってくる。尊たけるはばつが悪そうに頰をかいた。

「昔の癖で……ちゃんと直します」

「いえ、ちょっと待って守す砂さチャン」津つ久く澄づみは面白そうに整えられた眉を上げている。「それ、アナタの昔からのクセよね？　理由があるンじゃない？」

　視線だけ上げて、尊たけるが津つ久く澄づみを見た。尊たけるの過去も知らされているだろう、と気付く。

「昔は大人に囲まれてて。効率を上げるためにそうしてたんです。一瞬の遠慮が命取りになることもあるんで」

　大おお国ぐにがポンと手を打った。

「あー。スポーツでそーいうことしてるチーム、結構あるっスよね。コートの中では先輩も後輩も無し、ってやつ」

　津つ久く澄づみの眼鏡が納得を示すように光った。

「ナルホドね……うン、悪くないわね。リーダーがいちいち気を遣ってても具合悪いもの。いいわ。守す砂さチャン、それ直す必要ナシ。実利の方が大事よ」

　上級生で、さらに副委員長でもある津つ久く澄づみの懐ふところの広さに、尊たけるは頭を下げる。

「ありがとうございま……「そうじゃないでしょ？　隊長？」

　言葉をさえぎって、ちっちっと指を振る津つ久く澄づみ。尊たけるは苦笑して言い直す。

「ありがとう」

「オッケーよン」

「んで、津つ久く澄づみ先輩」せめても、先輩呼びは残す。「地下書庫で俺が死んだ場合は指揮を頼む。それくらいはいいか？」

「ええ。……ま、そういうコトよエスチャン。頭と緊急時対応は予あらかじめ決めとかないとね」

　にっこりと、津つ久く澄づみ。

「むむむ。わたし今新人じゃないのに駄目な子扱いになってますね!?」

「頼りにはしてるよ。基本的に戦闘は避ける方針だけど、魔書生物に見つかった場合、まず津つ久く澄づみ先輩には前衛を頼む。……先輩の魔書『長城記録』は壁の記述中心だよな？」

「そうね。長城の記述された部位を出現させる魔書よ。回数制限はあるけど、まあ一桁階層の雑ざ魚こなら大体ノーリスクで止められるわ」

「大おお国ぐにとエスキュナは中衛を頼む。大おお国ぐには探索の時は最後尾を」

「うス！」「りょーかいです！」

　よし、と尊たけるが頷うなずく。

「俺は基本マッピングと指揮、攻撃補助をする。どーも俺の魔書、攻撃用の記述が無いや」

「その方がいいわね。守す砂さチャンの魔書記述はいるだけで効果あるやつだし」

　話がまとまる。津つ久く澄づみ、エスキュナ、尊たける、大おお国ぐにの隊列で再突入である。




「すいませーん！　わたし見つかりましたー！」

「大声出すな。津つ久く澄づみ先輩、前に」

「オッケ。──三頁ページ『小河口』よいしょっ！」

　本をふらふら見ていたエスキュナを追いかけて滑空するひねくれモモンガの爪を、津つ久く澄づみが掌てのひらに出現させた壁ではじき返す。跳ね返って、宙に浮いた獣を、

「先輩上う手まい！　……大おお国ぐにからエスキュナ！」

「これなら当たるぜ、オラッ！」

　魔書『英雄乃書』を持つ大おお国ぐにの拳が捉える。ひねくれモモンガは吹き飛び、地上のかじりネズミへと衝突した。

「とっどめー！」

　叩たたき伏ふせられた相手を二体まとめて、魔書『原始競技』を使用するエスキュナが蹴り飛ばす。地面を転がった先で、魔書生物二体が紙片に変わった。

「やったやったー。リベンジせいこー！　かんぜんしょーり！」

「お前騒ぐなって言われただろ……」

　ぴょんぴょん跳ねるエスキュナをたしなめる大おお国ぐにも、しかし笑顔は隠しきれない。

「ま、連携できればこンなとこね」津つ久く澄づみが紙片を破りつつ言う。「アタシ達魔書使いは一人だと魔書生物には分が悪いわ。でも、アタシ達は学習するし、強くなる。魔書生物はできない。だって本だから」

　尊たけるがポケットの『亡失迷宮』を取り出す。

「魔書の方はどうなんだ？」

「使い込めばそれだけ、使える記述も多くなるわ。今は何も無くても、続けられれば出てくるわよ」

「おお、マジか」「たのしみ～」

「大おお国ぐにチャンの『英雄乃書』は古今東西の英雄の、エスチャンの『原始競技』は色々な競技の。それぞれ記述に応じた能力が出せるンですってよ」

（そうなると、仮に適合しても複数の魔書を使い回すのは効率が悪いってことになるな……）

　現在の尊たけるの魔書『亡失迷宮』の記述は、脳内マッピング、強敵感知、未踏地域で隊員強化、の現状みっつ。

　探索における効果は絶大、かつ数で言えば、津つ久く澄づみを除けば一番多いものの、

（戦闘は不向きだな、やっぱり）

　先日の戦闘で巨犬……ガルムが倒されているため、三層の探索はスムーズに行われた。

「ああいう強烈なのは特別でね、ヌシって言って再生成にまた少しかかるのよ。一週間くらいかしらね。ガルムなら──そうね、五層をまともに回れる力があって初めて戦いになるわね」

「そーいえばさっきのかじりネズミといい、名前って誰がつけてんですか？」

「正式名称は紙片に書いてあるンだけど……ややこしいのが多いからね。通称は基本、雨あめ野のが付けてるわ」

　ほう、と感心する。確かに、何やら脱力系ながら特徴を捉えた名前は彼女らしい。

「でもま、彼女も神話とかの魔書生物は素直にその名前を付けてるわね」

「神話の？　あ～そっか、ガルムとかそうですよね。ギリシャ神話？」

「北欧よ、北欧神話」

　エスキュナの納得に、尊たけるも思い至る。古今東西の本から魔書生物が現れる……ということは、神話伝承の魔物からも、彼等が掲載された魔書があるならばチョイスされるということだ。

「そーいうのは相手するの、しんどそうだなあ」

　道を歩き、分かれ道があれば片方を行き止まりまで進む。引き返して、残る道へ。繰り返す。

「四層への階段はっけん！」

「ほい、チェックしといて残り行くぞ」

　エスキュナの報告をさらりと流し、尊たけるは足を止めない。

「降りないんスね……」階段に目を引かれつつ、大おお国ぐに。

「ウチはまずは地図埋め優先だよ」




　さらに十数分ほども歩き回って、

「地図もおおかた埋まりましたかね」

「そうね。三層はそンな広いもンじゃないしね」

　尊たけるが脳内に浮かんでいる地図を方眼手帳に描いている。

「センパイのリュック、色々入ってるんスね」

「んー、元々趣味で使ってたやつ」答えながらも手は休まない。「で、だ。津つ久く澄づみ先輩」

　完成。周辺を警戒していた津つ久く澄づみへ、尊たけるは地図を見せる。

「あらキレイ」

　眼鏡を輝かせ感嘆する津つ久く澄づみだ。描かれた地図の外郭は、本棚で埋まっている箇所を含めればほぼ正方形の形をしていた。

「んで、ここ」

　尊たけるが指さす場所は、正方形の右辺上側。方眼紙にして横一・縦五マスほど、凹へこんでいる。

「これが？」

「ちょっと気になるんで。この周辺、確認しても？」

「ふぅン。全体図を俯ふ瞰かん、ね。──いいケド、地下閉架迷宮書庫って全部が全部正方形の形してるわけじゃないわよ？」

「そうだとは思う。でも、気になって」

　津つ久く澄づみがじっと尊たけるを見返した。

「アナタが隊長。行動の最終判断はアナタが下すの、よろし？」

「む」その通りだった。尊たけるは意識して数秒。テンションをかつての自分へさらに近づける。「これからちょっとこの辺調べるぞ。周辺警戒頼む！」

　全員が頷うなずいた。目的地へと向かう。

　到着後、尊たけるは棚と壁を検分し出す。棚へ収まっている大半は、よく分からない古い本だ。

「これ全部、大昔に入れられた本なわけですか」

「いいえ。ここにある大半の本は、地下書庫が『作った』本なの」

「作った……？」

「考えてもみなさい。この数の書架、全てに本が詰まってるのよ」

　尊たけると後輩ふたりは辺りを改めて見回す。言われてみれば、

「地下の階層も考えたら、明らかに数がおかしいですよねー。何百万……いや何千万？」

「どっから持ってきたんだって感じだよな」

　さらに。尊たけるは適当な本を一冊手に取る。開くが、

「……どこの国の文字だ、これ」

　内容は、海外を渡り歩いた尊たけるの知識をもってしても見たことが無い言葉だ。

「アタシも聞いた話だけど。この迷宮書庫にある本はね、この世に生まれ出たあらゆる本って話よ。深層にある本には、現行人類が知らない文字もあるって話。──こっちはギリシャ語ね」

「なんだそりゃ」

「何かね、世界の記憶から本を再現してるって、フブルちゃんが言ってた」

「……なんだそりゃ」

　エスキュナの補足に、大おお国ぐにが二度呆あきれた。尊たけるも同じ思いだ。聞くだに常識外れな話である。

「作られた本も、ここでは普通に読めるけど、魔書のような力は無いし、地下書庫から持って出ちゃうと消えて、ここに戻っちゃうわ。その中から、『作られた』本では無い実際の本を見つけるのが、アタシ達の仕事なワケ」

　聞きながら、尊たけるはここまでの道行きである一定の法則を見み出いだしていた。

「なるほど……それでか」書架に並ぶ本を見る。「地下書庫が自分から本を揃そろえるせいか、気味悪いくらいぴったりと順序よく棚に刺さってる」

　図書館の本とは、整然と分類順、著者名順に並べるのが理想である。だが人間が棚から取って、読み、返す都合上、

「多分、人任せだとこうは綺き麗れいに返らない」

「あはは。そーそー。上でもそうですよね！」「客もよお、元の場所がわかんねえなら返却台車でいいのによ」「あんた人のこと言えるほど覚えてないでしょ」

「まあまあ。一般学生ならＮＤＣの場所が合ってれば上出来よね」

　地上での図書委員仕事を思い出した皆が苦笑する中、大おお国ぐにが尊たけるの様子に気付く。

「守す砂さセンパイ……？　何してるんすか？」

「この辺、同じ本が並んでる……んだけど、これだ」

　尊たけるが見ているのは、地図上では正方形の右上端が縦に欠けた空間の、縦端にあたる本棚だ。足下に並んだ中。一冊のみ。逆さに収まっている本があった。

「勝手に書架の並びまで直るなら……これはおかしい」

　かたん、と。尊たけるが本をひっくり返して収めた時だ。

「「「！」」」全員が目を剝むいた。

　音もなく。本棚が左へ動き、木製の扉が現れた。

「隠し通路！　ほんとに見つかるなんて……」

「うおおすげえ！　パねえっスよセンパイ！」

「これは……アタシらも先輩から引き継いだ地図で済ませてたもンね、浅いとこは。……逆に盲点になっちゃってたってワケね」

　流石さすがの津つ久く澄づみも、これには驚きを露あらわにした。

「では、扉を「ちょい待ちよ、守す砂さチャン」

　扉へと手を伸ばす尊たけるを制し、ずいと津つ久く澄づみが前へ出る。

「扉を開ける時は注意よ。中に魔書生物が陣取ってる時があるわ」

　下手をすれば百年単位で開かれていない扉である。津つ久く澄づみが続けた。

「覚えておきなさい。魔書生物は記述通りの生態で動き、時には人や他の魔書生物を食いもするわ。でも、彼等はあくまで記述から現れるもの。餓死したり寿命で死ぬことはないの」

　目の前にある扉の中から、先ほどまで相手していたコウモリだのネズミだのが、大量に飛び出す様子を警戒して尊たけるたちは身構えた。

「そういえば、エスキュナに大おお国ぐにと初めて会ったのも、こことは別の扉開けたとこだったか」

　尊たけるは脳内地図を参照する。完成した地図上では、そこは中央辺りの小部屋である。

「ああ、そうなんスか？　俺死んでたっスから……」

「いやあ、あれ心細かったですね……。中に魔書生物いなかったのが幸いでした」

「はい、思い出話は後々。警戒しなさいな……リーダー？」

　呼びかけられ、尊たけるは扉に耳を付け気配を探る。頷うなずく。

「んじゃ津つ久く澄づみ先輩、開けてくれ。魔書生物の気配は多分ない」

　津つ久く澄づみは指でＯＫサイン。以降、守す砂さ隊の探索において、扉を開けるのは津つ久く澄づみというのがセオリーとなる。彼が防御記述の発動準備をしつつ開けるならば、不覚を取ることはほぼない。

　ぐ、と津つ久く澄づみが取っ手を持つ。

「「「…………」」」後ろで尊たけるたちは見守る。

「むっ！」津つ久く澄づみが唸うなった。

　ざわり、と背後組に生まれる緊張。

「ど、どうしたんです？」

「これ、後付けね。しかも嵌はめ殺し」

　扉をコンと叩たたいて、津つ久く澄づみ。

「え？」

　疑問顔で集まる他三人。

「……確かに。使われてる木材がちょっと新しいような？」

「扉の作りとか、わたしが隠れてた小部屋のとも違いますね、そういえば」

　言い合う尊たける達を余よ所そに、津つ久く澄づみはスライドした棚周りを調べていた。

「この隠し通路の仕掛け自体は、迷宮書庫本来のものね」

「つまり、どういうことすか？」

　考えることを放棄して聞いてくる大おお国ぐにへ、津つ久く澄づみは立ち上がりつつ答えた。

「昔に、誰かがここを塞いだってことよ。隠蔽か封印か。狙いは分からないけどね」

　示された可能性に尊たけるは少し考え込む。が、ここまで来て開けずに帰る、という手もない。

「あれー、でも地下ってそういうの出来ないんじゃ」そう驚くのはエスキュナだ。

「出来ないってのは？」

「ええとですね、ここの設備とか本って、壊れてもしばらくすると直るんですよ」

「しかもね。兵器とかで派手に壊すと迷宮書庫全体が反撃してくるの」

「大昔に軍が来た時の記録があるって、フブル先生が言ってました。すんごいけちょんけちょんにやられたって」

　エスキュナが思い出すようにして、津つ久く澄づみが眼鏡を触る。

「正直、試したくは無いわね。……大暴れしても許容されるのは、魔書を使った行動だけ。この二つは同質のものだから」

「本が作られるってのもだが、とことんまでおかしな場所だな……」

　呆ぼう然ぜんとする大おお国ぐに。尊たけるも同感であった。

「けど、こうして扉が付けられてるのは？」

「見なさいな、ここ」

　津つ久く澄づみが指さすのは、扉と通路の境目だ。取り付けられた扉の端が、通路の枠に取り込まれるようになって固定されている。嵌はめ殺しというのは、こういう理由であった。

「元々はただの通路に扉を取り付けた後で、地下閉鎖迷宮書庫の再生でこうなっちゃったのね」

「じゃあ、開かないってコトか？」

　尊たけるが取っ手を持ってぐいぐいと押し引きするが、固定された扉は軋きしむだけだ。

「いえ？　ブチ壊せばいーのよ。この扉は後から付けられた、地下閉架迷宮の一部ではないもの。……エスチャン」

「はいはーい」呼ばれた少女がひょいっと出てきて、身を翻ひるがえした。「ゴッタゴー！」

　絹糸じみた長い空色の髪が踊る。スカートの下の脚線美が露あらわになり、常人の域を超えた威力の後ろ回し蹴りが扉を吹き飛ばした。扉は通路の奥まで吹っ飛んで行く。

「ふっ、決まりましたね……！」脚を戻し、自慢げにするエスキュナであるが。

（あ、青！）「………………」「う──ン……困った子」

　目を逸そらした男性陣、三人分の気まずげな気配が満ちた。

「な、何？　何なんですか？」

　途端に不安がるエスキュナ──理知的な顔に似合わず、残念な娘である。

「魔書生物の気配は……無いようね」

　先遣として一歩踏み込んだ津つ久く澄づみが通路を見透かす。少々先に、蹴り飛ばされた扉が落ちている。彼は後方の尊たける達へ指だけでＯＫサイン。侵入する。

「あの部屋に隠れてたの思い出しますね～。バカヤチが起きて襲ってこないか心配だったもん」

「ゾンビじゃねえし、そうなってもテメーなんか誰が襲うか」

　文句を言い言い覗のぞく扉の先は、薄暗い通路だ。左右に書架が並んでいる。

　さらに奥には梯子はしごがかかり、地下四層への口を開けていた。通路自体も、地図の正方形通りにそこで終わりだ。

「これ、今の図書館が把握してる場所ではないんですよね？」

「そのはずよ。扉で隠されたのは恐らく、かなり前。探索委員が作られるよりも。だから」

　期待を込めた予測は、エスキュナが継いだ。

「未発見図書があるかもってことですよね！」

「おお……マジかよ」

「津つ久く澄づみ先輩。本物の本と、迷宮が出した本の違いって？」

　通路左右の書架には、他と同じくぎっしりと本が詰まっている。

「まず持って出ても消えないわよね。でも迷宮書庫の力が及んでるから、一ヵ月以上地上には置けないし、整備も出来ないんだけど。下手にいじると呪いをまき散らすような本もあるし」

（それは本当に本なのだろーか）

「あと、かつての管理者が付けたっていうタグが付いてるわ」

「噂うわさの魔法使いっすか。本当にいたんすね、そんなのが」

「その辺りの時期は曖昧だけれど……それでも、本物には余さず付いてるコトは確かね」

「本と、タグの情報。持ち帰るのはリーダーの仕事なんですよせんぱい」

　一通り聞いて、尊たけるは一つ頷うなずいた。

「よし、んじゃ捜索開始」

　そうしてしばらく。通路入口の見張りをする大おお国ぐにを除いた、三人で検分を進めた結果、

「いやあ、出たわね……」「うひゃあ～……」「おお～」

　津つ久く澄づみが一冊を持ってほう、と息を漏らす。その眼鏡に反射する光がある。

「文字からすると、中東辺りの本かしら。魔書じゃないっぽいけど装そう幀てい凄すごいわ」

　彼が持つ本の背や表紙には、複数の宝石が埋め込まれている。薄闇の中でなお、複雑な色と輝きを本の表面に浮かべていた。

　尊たけるはメモにペンを走らせる。確かに、周囲の本とは違い宝石の本には数字を記したタグがあった。

（言い伝えだと作られたのは平安より前だっけ？　大昔にアラビア数字……まあ魔法がある図書館には関係ないのかもだけど）

「初探索で成果を出せたのはもうけものね。どうする？　一旦戻る？」

　津つ久く澄づみの質問に是を返そうとして、尊たけるの目は通路の奥に注がれていた。梯子はしご。大おお国ぐにが言う。

「この通路が今誰にも知られてねえってことは……下にもあるかもしれないんすよね、本」

　そう。この梯子はしごから通じる下層もまた、現図書探索委員からは未踏の空間ということだ。

「いく？　いっちゃいます？　ごったごー？」

　未登録図書の発見に気分がノッてきたのか、エスキュナが尊たけるの肩の上から顔を出してくる。

（未踏地か）

　尊たけるの胸には、激しく湧き立つモノがある。だが。津つ久く澄づみは黙っている。だから、聞いた。

「この下の危険度、どれくらいだと思う？　津つ久く澄づみ先輩」

「リーダーの予測を聞いておこうかしら」

　一瞬、思考する。ベテランの津つ久く澄づみの言うことならば、単なる意地悪で言っていることではないだろう。判断材料はあるということだ。

「ここに前いた魔書生物……ガルムは、正面から倒すなら五層でやれるくらいの実力が必要。俺達が戦った場合、津つ久く澄づみ先輩がいるといっても先輩達と同じように倒せるわけじゃない」

　津つ久く澄づみは壁役だ。その上で、考える。この下は探索委員の誰も行ったことのない場所だ。つまり、津つ久く澄づみも知らない敵がいる可能性がある。

　守す砂さ隊の戦力は三層の敵になら通じるが、津つ久く澄づみの防御あってこその安定だ。

（さらには、俺らは本来の……隠されていない側の四層の敵とまだ出会っていない）

　一息ついて、気持ちを落ち着けた。考えてみれば津つ久く澄づみの意見を仰ぐまでもない。

「一旦戻る。正攻法で下に降りて、その上で──そうだな、ガルムだ。あの犬を倒せるようになったらこの梯子はしごを降りる」

「「ええー」」下級生組が口を尖とがらせた。

「上出来ね。長くやれるタイプ」反対に、津つ久く澄づみが軽く笑う。「こういう隠し通路や部屋の先ってね、同じ層の敵よりも強いのが出ることがあるの」

　下級生組がひえっと肩をすくめた。尊は本をリュックにしまう。

「それでも逃げる前提でやれば、数戦は切り抜けられるかもね。でも、不意打ち一回で壊滅する可能性もある」

「仮に津つ久く澄づみ先輩がやられたら、俺らだけじゃ三層の敵もおぼつかない。やめやめ」

「んんーざんねーん」「まーしょーがねーな……」

　渋々ではあるが、津つ久く澄づみと尊たけるの説明に下級生二人も従い、皆で踵きびすを返かえした。

　帰路。津つ久く澄づみが前を向いて歩いたまま、問う。

「ねえ守す砂さチャン。──例えばのハナシ」その背中には、笑みの気配がある。「死亡者があの梯子はしごの下にいるとしたら、どうするの？」

「なんか方法を考えるよ。行く手段が無い、以外ならまずは検討だ」

　即答する尊たけるだ。んっふっふ、と笑い声が先頭から返る。

「中々大変ね。ヤリ甲が斐いあるわ。──一年生達は大丈夫？　うちの隊長、案外キてるわ」

「知ってるっス」「普通生き返るって知らないのに、わたし達に命賭けないよねえ」

（うっさいな）

　天パ頭をがりがりやって、尊たけるは道の先で新たに現れた獣達を突破すべく声を上げた。










[image: 三章　図書委員はクレームを受ける]




「目標確認でーす。易しめの地下レファレンスを片付けつつ、遭難者を助けつつ、五層までの完全な地図を作る。これ」

　図書館地上階、会議室。びし、と尊たけるはホワイトボードをペンで指す。

「異議なーし」「ういっす」「小目標はそんな感じよね」

　外では、どたどたという足音が聞こえてくる。別の隊が地下書庫へ向かっているのだ。

「こうして聞いてると、結構地下行く奴やつ多いですよね。あの隠し通路も見つけられるかも」

　平へい坦たんにそんなことを言う尊たけるへ、津つ久く澄づみは苦笑。

「なんというか、欲が無いわね。こないだのボーナスどうしたの？」

　前回持ち帰った図書はめでたく複本も無い未登録図書であった。そのため守す砂さ隊には十万円がボーナスとして渡されていた。四人で分けて二万五千円だ。学生の臨時収入としてはまずまずのものである。

「俺漫画全巻買ったっすね。不滅の刃やいば」「わたしはゲームをその……えへへ」

　隊結成直後の臨時収入に、一年二人は気をよくしたらしい。笑顔である。

「ガチャでＳＳＲが出ないんですよね～」

「お前課金してんのかよ……」

　スマホをいじるエスキュナである。見ればそれは、昨今人気のファンタジー風ソーシャルゲームだ。様々なキャラクターをガチャ……抽選で当てて育成し、プレイする。

「ぐへへ、今ピックアップのキャラが良いいお尻してて……」

　スマホの画面にとろけ顔をするエスキュナに、大おお国ぐにがちょっと引いている。

「昔、リハビリ期間に僕もやってたな、それ。やめちゃったけど」

「えーホントですか！　せんぱいもまたやりましょうよう。フレンドなりましょフレンド」

　ぐいぐいと来るエスキュナであるが、

「今となっては暇が無いかなあ。イベントイベントで忙しいしさ」

「ぶー。ランキングがなー。この『UZUME』って人に勝てないんですよねー」

「キリがないでしょそンなの。ほどほどにしときなさいね」

　お母さんな津つ久く澄づみが話を収め、尊たけるに視線を向ける。

「──僕は道具を少し。ハーネスとかロープやカラビナ、いい加減古くなってたんで」

　彼は探索にも使っている愛用のバッグを揺する。津つ久く澄づみはやれやれと肩をすくめた。

「ゲームやンなさいとは言わないけど、少しは楽しむこともした方がいいンじゃないの？」

「いや、楽しんでるんですけどね」

　ホワイトボードの字を消しつつ、尊たける。初探索から数度の探索を経て、守す砂さ隊は三層の地図を隠し通路含め完全にし、現在は四層を攻めている。話の終わりを察して大おお国ぐにが立ち上がる。

「んじゃ今日も四層っすね……しかしエス公、お前なんで体操服なんだよ」

　これに、真っ赤になって学校指定ショートパンツ姿のエスキュナがわめく。

「この前扉蹴破った時！　皆さんパンツ見えてましたよね!?」

「そりゃ、あんなに勢いよくやっちゃったら、ねえ？」

「はいはいそこまでな。いくつか簡単な四層の地下レファレンスも受けてる。行こうか」

　隊長の言葉に全員が立ち上がる。その時だ。

「あの～守す砂さ隊、ここいる？」

　会議室の戸が外から叩たたかれた。




　尊たける達は再び着席していた。先ほどと異なるのは、尊たけるもまた着席しており、代わりにホワイトボードの前に立つのは、学園指定のセーターを制服の上に着た少女である。

「ではプレゼンをどうぞ」

「ええ～？」

　尊たけるの指示に困惑する少女。やれやれと津つ久く澄づみが補足する。

「説明をお願い、ってことよ。ええとアナタ、思おも兼かねチャンとこの子だっけ？」

「あ、はいそうです、思おも兼かね隊の二年、久く恵え久ひさ子こです。守す砂さ隊の人たちにお願いがあって……」

「思おも兼かね？」

「書記の人ですよ。眼鏡かけて、背が少し小ちっちゃくてカワイイ人です。クールですけど」

　尊たけるの質問にエスキュナが答えた。

「あ、守す砂さ君って天あま寺てら先輩と知り合いだよね？　あの人の友達だよ」久く恵えが補足する。「私達は基本的に浅い階層の地下レファを中心にやってるんだけど～」

　尊たけるが津つ久く澄づみを見返すと、彼は頷うなずいた。

「浅い階のレファは報酬も少ないから。案外受ける隊がいないってのも結構あるの。図書館としては重宝してるのよ、思おも兼かねチャンとこ」

　へえ、と尊たけるは納得する。確かに、自分が今日地下レファレンスのリストを見た時も、三～五層のものは結構残っていた。

「要は雑ざ魚こ専ってこと痛ぇ!?」

　大おお国ぐにがいらんことを言ってエスキュナにドつかれる。久く恵えが苦笑した。

「良く言われるけどね～。思おも兼かね先輩、そういうの気にしないから」

「とは言っても歴戦だから、深い層に行けないワケじゃないわ。まだまだ守す砂さチャン達よりは全然強いわよ？」

　尊たけるは疑問に首を捻ひねる。確かに守す砂さ隊は詳細地図と遭難者救助を掲げてはいる。三み火かの友人であるという思おも兼かねならば、知っていても不思議はないが、

「……そんな隊の人が何で僕らにお願いを？」

　照れたように頰を指でぽりぽり、久く恵えが話しだす。

「いやははは～、それがね。昨日私達も四層行ってたんだけど。財布落としちゃって……定期とかはパスケースにあるから通学とかは平気だけど、すんごい今月厳しい……」

　へにょ、と久く恵えが肩と頭を落とす。

「物は人と違って排出されないからね。……ンもう、財布なんて持って入るからよ」

「その時は気付かなかったんだけど、エントランス戻ったら財布無いじゃん。思おも兼かね先輩に言っても『次潜った時ね』って」

「書板記述使い切っちゃうと、雑ざ魚こもしんどいですもんね」

　尊たけるも数度とはいえ地下書庫に潜ったことで、それは知っていた。

（つまりは、回数制限。魔書も疲れる）

　それは物質的な摩耗ではなく、魔書が持っている魔力ともいうべき見えない力だ。

　使用者が魔書の扱いに熟練すればするほど、使えるページも増え、長持ちする。

　魔書を地下書庫──エントランスで保管されている──に置いておけば半日ほどで回復するが、日に複数のアタックを難しくしている理由がこれだ。

　閑話休題。尊たけるは意識を久く恵えへと戻す。

「アタシ達、遭難者は捜すけど、落とし物は目的に入ってないわよ？」

　津つ久く澄づみが困ったように言う。そんなことまで引き受けていればキリはない。

「分かってます分かってます。なんで、非公式の地下レファだと思って貰もらえればな～って……」視線を尊たけるに向けてくる。「見つかったらお礼はするから。四層攻めてるんだよね？　そのついでで！　勿もち論ろん見つかんなかったらそれはそれでしょうがないし」

　次に彼女たちが四層に行くまで──それが何時かはまだ分からない──に見つかればよし、ということだろう。

「おねがい～！　あと思おも兼かね先輩にはナイショで！」

　津つ久く澄づみが尊たけるを見る。お任せ、と態度が言っていた。尊たけるは仕方ない、と薄く笑った。

「まあ、報酬も出してくれるし、ついででいいなら」




　　　○




　地下四層。木製（に見える）三層とは打って変わり、ここは硬質な床壁と書架だ。しかし、金属や鉱物では無く、どちらかと言えば甲羅や動物の角、場所によっては昆虫の外殻に近い印象を受ける。ＮＤＣで行くと４８６辺り、とは津つ久く澄づみの談だ。

「そういや、なんで地下書庫は層で数えるんすか？」

「階層によってはすンごく広くてアップダウンあったりするのよ。普通の子はマッピングも大変。まあこの辺は平地だから、安心して」

　先頭と最後尾で言いつつ、尊たける達は未踏箇所を行く。

「ぎゅあああ！　でたー!!」

　エスキュナが叫んで、物陰から出てきたモノを下から蹴り上げる。それはひっくり返って、節足をばたばたとやっている。……一ｍ近い、コガネムシのような魔書生物（雨あめ野の命名・オオガネムシ）だ。

　出会い頭のことではあるが、上う手まく先制を取った形だ。

「うわ～わたしお腹なかだめ～。バカヤチなんとかして～」

「押しつけんなよマジで……気持ち悪ぃんだよなー」

　嫌そうな顔をしつつ、大おお国ぐにがオオガネムシの中央を踏みつぶす。飛び散る体液も一瞬のこと、紙片変換されて消えていく。

「四層の敵にも慣れてきたかね」

「そーね。最初は大変だったわね。背中の甲殻には打撃効きづらいって言ってるのに、わーきゃー言いつつまあ叩たたく叩たたく。延々騒ぐもんだから仲間も寄ってくるし」

　というわけで、最初は早々にめためたにされた（婉えん曲きよく表現）一年二人を担かついでエントランスまで戻った四層である。

　個々の魔書生物の攻略法一つ取っても、知ると知らないでは雲うん泥でいの差さだ。先ほど倒したオオガネムシのように、同じ戦力でも総力戦、から開始二手で詰め、まで違ってくる。

「魔書生物のデータ集みたいなの作ったら役に立つかな」

　津つ久く澄づみがふっと息を吐いた。

「そういうとこよねえ。アナタ。攻略情報なんて普通隊で抱え込むのに」

「そーそー。ビンボーになっちゃいますよ、わたしたち」

　エスキュナも同感と言わんばかりだが、表情は笑顔だ。

「センパイはよ、そういうテメーらのことだけ考えてる人じゃねえのよ」

「なんでアンタが自慢げにしてるの」

　尊たけるはそんな面々を見つつ（需要はありそうか）と気を取り直す。

　そうこうしている内、一行が足を停とめた。彼等が来た側、オオガネムシが顔を出した側と、もう一方の側で丁度三さん叉さ路ろになっている。

「どっち行く？」道を把握しているであろう、先頭の津つ久く澄づみが尊たけるへ聞いてくる。

　どちらにしろ地図を完璧にするためには両方行く必要はあるのだが、

「先輩、四層には三層にいたガルムみたいな、強烈な奴やつはいる？」

「あー、いるわね。面倒なのが。そこ、左曲がった先の小部屋の中」

　返答に、以前ガルムに追いかけ回された一年生組二人が表情を苦くした。

「せんぱい右行きましょ右」「先に左済ませないっすか？」

　性格が出るなあ、と思いつつ。尊たけるは津つ久く澄づみに確認。

「小部屋ってことは、外に出したら追いかけられる？」

「いいえ。小部屋から外には出ないわね。小部屋の中では思い切り襲いかかってくるけど」

「強さ的には？」

「小部屋限定なせいか、ガルムみたいな普通のヌシよりさーらーに強いわよ」

「ヌシっていうと……」前に聞いた単語だ。尊たけるが記憶を探る。

「ボスみたいなやつのことですよ」彼へ答えたのはエスキュナだ。「ふつう、迷宮書庫の魔書生物はですね、たくさんいるタイプと、一体か数体だけいるタイプがいるんです。そいつらは強さがもう全然違うんです。別次元」

「そうね。そういうごく少数の魔書生物をヌシって言うの。前も言ったでしょ。ガルム倒すなら五層で頑張れる力がいるって。アタシなら防戦はできるケド」

　眼鏡を光らす先輩は頼もしい。だが、小部屋にいるならば任意のタイミングで戦える。

「ちなみにそいつ、不意打ちしたら俺らの攻撃で倒せる？　俺も参加するとして」

「ンー……まあ全員でなら、五分くらい弱点の下腹部殴り続けられれば」

「「おおー」」下級生組の歓声。ちょうど時間的にはいける。

「自分に来る反撃だけならさばける前提で」

「はい無理ー！」

　きっぱりと止とめて、でもとりあえず見るだけということで左通路へ向かい、見つけた小部屋の扉へ手をかける。──ちなみに、四層の扉の取っ手は動物の手や虫の足を模しており、エスキュナは断固として扉を開けようとしない。

（まあ、部屋の大きさとかが見えれば仮の地図は書けるし──）

　そうっと開けて、尊たけるは室内を覗のぞき込む。

　六ｍ四方程度の小部屋の中で、体高二ｍはある巨大なカマキリが蠢うごめいている。壁の一角が派手に崩れていた。

「……う」ただ、尊たけるの視線は床に向いた。

　小部屋中央辺りに、上下真っ二つになった男子生徒が転がっていた。

　扉を閉じると、待っていたように津つ久く澄づみが解説した。

「アレが四層にいくつかある小部屋の護まもり手ならぬ護まもり鎌、ヌシの超オオカマキリ。略して超カマキリ」

　あまり略してない。が、問題はそこではない。後輩二人も顔を青くした。

「参ったな」「は、吐きそ～」「きっついなあおい」

　小部屋の外、壁にもたれて、三人座り込む。

「顔までは確認取れなかったけど、どこの男の子かしらね」

　慣れている津つ久く澄づみだけが状況を検討している。続いて立ち上がる尊たけるを、大おお国ぐにが見上げた。

「死体が残ってるっつーことは、まだ二日経たってねーってことっすよね」

「部屋も崩れてるから、抵抗したのかしらね。まだ再生も行われてないわ」

「つまり、今日か昨日か。まあ、どうにかしないとな。隙をついて死体引っ張り出す」

　超カマキリの前腕部、つまり鎌はほとんど刃物の鋭さだ。連想されたのは大型の日本刀で、サイズも似たようなものだ。

「あのサイズのカマキリが振り回すとなると、そりゃ人の胴体も切れちゃうか。張力でぶん回されるワイヤーみたいなもん……かな」

　攻略を検討するその横顔は知らず笑みを取り、犬歯が覗のぞいている。

「せ、せんぱい、タフ～……」

　げっそりして、エスキュナ。大おお国ぐにが顔をくしゃくしゃやってから、こちらも立ち上がった。

「……ええい、やるしかねえだろ！」

「せんぱ～い、作戦おねがい～」

　へろへろとしたままエスキュナが言う。尊たけるが頷うなずいた。

（まともに挑めば津つ久く澄づみ先輩以外は軽く全滅する。先輩ならしばらくは耐えられる。勝利条件は死体の奪取。敗北条件は新しい死体の発生）

　ん～、と尊たけるは考える。二人分を担かついで脱出は厳しい。む、と気付いて津つ久く澄づみを見た。

「死体なんだが、脱出蘇そ生せいはどっちかの部分でも大丈夫なの？」

「頭がある方ね。もう片方はエントランスで戻ってくるわ。縦真っ二つならどっちでもいいけど、今回の場合は──」

　下半身は放置していい。それなら話は変わってくる。

「津つ久く澄づみ先輩に囮おとりと防御役をしてもらう。先輩と補助二人が耐えている内に運搬役が死体の上半身を拾う。そして小部屋を脱出」

「か、体を持って逃げるのは？」不安げに、エスキュナが尋ねる。

　大おお国ぐにも流石さすがに緊張気味の顔である。それは当然で、同年代の千切れた上半身を運ぶ、というのは精神的にかなりツラい。モツだって出ている。

　魔書による強化があるため、この中の誰であれ男子生徒の上半身を運ぶことは出来る。その上で、足が速いのはエスキュナで、力が強いのは大おお国ぐにだ。津つ久く澄づみは囮おとりを担当するため除外である。しかし、

「俺ー、俺俺」即答したのは尊たけるだ。

「理由を一応聞いとこうかしら」

　微笑しつつ、津つ久く澄づみ。

「単純に、俺が一番直接戦闘力ない。あと、意識がない人間の体運ぶのに慣れてる。経験無いと、人体の重心持つのって案外ミスりやすい」

　万一つんのめったり取り落としたりすれば、致命的な隙になりかねない。

「まあ、アナタの未踏地強化があればアタシ達も楽になるし、そうなると消去法かしらね」

「がんばります！」「ぜってえセンパイとこ行かせねえっすから！」

　と、いうわけで。扉の外で耳を澄まし、うろつく足音が遠ざかったタイミングで、

「行くぞ」押し入る。

「！」

　ぎゅるん、とバレーボールほどもある目を備えた頭部だけが動き、その複眼に尊たける達を捉えた。

「ひぃ！　こわ！」

　エスキュナの声が小部屋に響く。津つ久く澄づみが駆け出した。

「────四七頁ページ『八達嶺』ォ！」

　予測していたのだろう。突如横薙なぎされた鎌を、発動した壁が石擦音をもって防ぐ。

　尊たけるも走り込む。死体の元へ。尊たけると超カマキリの間に大おお国ぐにが入る。鎌先がこちらを向く。と、

「でいっ！」

「ギュ！」

　エスキュナがその後ろから脚を払った。巨体が僅かによろめく。

　超カマキリの鎌は確かに脅威だが、逆に言えば危険はそこに絞られる。

　振り向いての一撃を、とうに回避動作に移っていたエスキュナは難なくかわす。痛打を与えようとは思っていない。当てたら即退避。そんな動きだ。それでも、

「ひええ、迫力すご……！」

　頭を押さえてすたこらと彼女は離れる。無理も無い。何な故ぜなら、

「ギィアアアアアアア!!」

　荒れ狂う。広げれば両端三ｍにもなろうかという双刃が小さな部屋の中で振り回される。

「ほンっと、キレやすい虫ねえ。自分以外大嫌いなんだから」

　大おお国ぐにや尊たけるへと届きかねない鎌を、津つ久く澄づみが阻はばむ。

「こ、これ、本大丈夫なんすか!?」

「言ったでしょ！　迷宮書庫の物体は再生するの！　あと、魔所生物は積極的に本を狙わないわ！　自分と同じモノだから！」

　刃の雨中を、身を低くして尊たけるが進む。死体がある部屋の中央まで、後数歩。

「二八頁ページ『老龍頭』！　──大おお国ぐにチャン、背中押して！」察知して津つ久く澄づみが合わせる。

「っス！」大おお国ぐにも応じた。津つ久く澄づみの真後ろならば安全を担保しつつ助力できる。

「「おルァ!!!!」」

　超カマキリへ向けて、壁が真まっ直すぐ伸びた。それを男子二人が押し込む。

「………………！」

　ずぅん！　と部屋全体を響かせて、超カマキリの巨体が部屋の角へと押しつけられる。

「すっげ……よいせっと！」

　見み惚ほれるのも一瞬、尊たけるが上半身の元にたどりついた。死体の顔に見覚えは薄いが、ギリギリ図書委員だと思い出す。二年生だ。

　足が無いので、肩に担かつぐ方法は取れない。頭側からひざを差し込んで体を起こし密着、両脇に手を突っ込んで羽交い締めのように持つ。

「長くは壁出し続けらんないわよ！」「センパイ早く！」

（魔書で上乗せされてる力なら……）

　ぐい、と持ち上げる。三〇kgはあるだろう高校生男子の上半身を軽々と抱え、尊たけるは立った。

「退避ー！」

　即座に駆ける。前方が見えづらい。すっ転ぶことだけはないよう注意しつつ、扉を目指す。

「ギァア!!」

　壁へ押しつけられたままの超カマキリが、腕鎌を振る。──尊たけるに向けて。

「てやあ！　……ってやば！　片方しか無理！」

　尊たけるからは見えないが、エスキュナの声と打撃音。

（この距離なら届かないけどな……っ！）そんな彼の予断を嘲あざ笑わらうように、脇腹へ衝撃が来た。

「センパイっ！」

（んだとお!?）扉を前にして吹き飛び転びつつ、焦あせる。

　倒れた状態から死体を持ったまま立つことが、どれだけ素早く出来るか。

「二人とも、守す砂さチャン抱えてさっさと退出！」

「ちょ、マジすか!?」

　津つ久く澄づみの即断。共に超カマキリを押さえる大おお国ぐにが一瞬躊躇ためらった。しかし、

「グズグズすんなバカヤチ!!　せんぱい、ちゃんと持っててくださいね！」

　エスキュナの𠮟しつ咤た。同時、尊たけるをさらなる衝撃が襲った。

「痛てえ────!!」

　尻を。床に倒れた状態からさらに吹っ飛ばされたのだ。行く先は、扉の向こう。

　飛び出る。ずざざ、と床を擦りつつも小部屋から退出した。

「ごめんなさいせんぱい！　暇無かったんで！　あと流石さすがに一．五人は重いんで！」

　続けて出てくるエスキュナが屈かがみ込んで謝ってくる。

「あづづづづ、擦った尻が熱ぅ……い、いや、ナイス……」

「大丈夫っすか！」

　さらに大おお国ぐにが現れ、

「はいはい、お邪魔したわね！　そンなに怒ンないの！」

　壁を展開したまま後退し、津つ久く澄づみも出てくる。即座に扉が閉じられ、静寂が通路を支配した。

「……ぶはあ、計画通りにはいかないもんだな……」

　詰めたままの息を最初に吐いたのは、尊たけるだ。

「ちょっと、大丈夫なの守す砂さチャン？　一発食らったでしょ」

　あちこちに小さな傷を作った津つ久く澄づみが、眼鏡だけは直しつつ気遣ってくる。苦笑しつつ、尊たけるは学生服の上着をまくった。中からのぞくのは、

「あっ……腹に本仕込んでたのかよセンパイ！」

「図書委員として抵抗はあったけどな……再生するらしいから」

　それは、道中に山のようにある本達だ。魔書ではないため切り裂かれているが、その分下の肌は薄く血が滲にじむ程度で済んでいた。

「あれなんだった？　確実に間合いの外だったと思うんだけど」

「カマイタチ──要するに飛び道具ね。普通もっと追い詰められないと出してこないンだけど……部屋が壊されて怒ってたのかしら」

　習性の情報に追加が必要ね、と津つ久く澄づみが嘆息した。

「あいつが暴れてる時、カマにゃ当たってねーのに切れてたからなあ、俺らも」

　大おお国ぐにの言う通り、彼と津つ久く澄づみの顔や制服には細かな切り傷がいくつもある。

「おつかれさまでした、と言いたいとこだけど」

　尊たけると津つ久く澄づみが懐ふところの死体を見る。

「連れて帰るまでが守す砂さ隊だからネ。……その彼、加か来く隊の新しい子ねえ。確か名前は谷たに……谷たに九く郎ろうチャン」

「加か来く隊っていうと、津つ久く澄づみせんぱいが前にいたとこ～？」

「でもバトル専門で十層より下攻めてる隊ですよね？　加か来くの隊は。なんでこんなとこで」

　津つ久く澄づみが軽く眼鏡を光らせつつ、ふンと鼻息を漏らす。

「新メンバー入れたせいかしらね。抜けた身だけど、助けられて良かったわ」

　ともあれ。久く恵えの財布の件はあっても、今日の探索はここまでだ。尊たけるの前後を固めつつ、一行は地上を目指す。
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「さて」尊たけるが対面席の面々を見回した。

　ところ変わって。守す砂さ隊＋αがいるのは宇う伊い豆ず学がく園えん近くの喫茶店「十三ｎⅰｇｈｔ」だ。団体席に六人で座っている。

「どーいう話だったのか、聞かせてもらっていいかな？」

　並んで座る久く恵え、そして谷たにが気まずそうに顔を見合わせた。




　十数分前。エントランスに着いた瞬間、死体の下半身がズボンごと出現する。

「慣れないなあこの風景……」

　尊たけるが眉をしかめつつ、ぺちぺちと元死体の頰を叩はたく。

「む、むむ……」うっすらと彼は目を開け、「ここは……」

　がばりと勢いよく身を起こして、きょろきょろと見回す。

「あ、あれ？　何で戻ってるのおれ？　ヒサ？」

「なんかポケットから落ちたっスよ」

　大おお国ぐにが床にあるものを拾い上げる。長方形のそれは、

「スマホかあ、ほい……お？」

　持ち上げられた携帯機器がロック画面を映す。そこには、笑顔の谷たにと、彼が腕に抱える女子が映っている。自撮りだ。

「うわ～、それ女子は引きますよ谷たにせんぱい」

「い、いいじゃん」

　女子の顔こそ腕に隠され見えないが、少々恥ずかしいラブラブ写真であることは間違いない。

「ふン……ちょっとマナー違反だけど、ごめンなさいね」

　津つ久く澄づみが一行から少し離れ、こちらもスマホを取り出した。ややあって、通話が繫つながる。

「ああ、久く恵えチャン？　探しもの、見つかったわよ」




　そういう次第だ。片方のソファ席の窓まど際ぎわに二人を押し込み、その隣に津つ久く澄づみ、対面ソファ席に下級生二人と尊たけるという包囲網である。

「だからあの写真やめてって言ったのに～」「ごめんって」

　先ほどまで死体をやっていた谷たには、津つ久く澄づみの言う通り加か来く隊の新メンバーだ。図書委員としては前からいたらしく、津つ久く澄づみが抜けた代わりとして加か来く隊へ誘われた。

「いやあその……噂うわさには聞いてたんだけど、あの空間にテンション上がっちゃって」

　そう言う谷たに君に、尊たけるもうむうむと頷うなずく。気持ちは分からないでもない。彼は続けた。

「でまあその、ヒサ……ええと、久ひさ子こと一緒に降りてみたくなって」

「うん？」

　尊たけるが首を傾げた。というか、守す砂さ隊全員だが。

「私がね、魔書生物がいない部屋知ってるって教えちゃって。道中も四層くらいまでなら、ヌシさえ相手にしなかったら私と谷たに君二人で平気だし」

「ほお、さすがベテラン」

「その……そこなら邪魔も入らなそうだし。告白、を」流石さすがに含羞の面持ちで谷たにが言う。

「告白を」ずずいと身を乗り出すのはエスキュナだ。「結果は？」

「いやそれが、入る部屋間違えてて。告白して、返事聞く前に」

「谷たに君がヌシに不意打ちでやられちゃって……一旦戻ったの」

　津つ久く澄づみが呆あきれたように眉を傾けた。

「じゃあ何？　隊には内緒で逢あい引びきしてたら部屋間違えたって？」

「めんもくない」「地図ってほんと大事ね……」深々と頭を下げるカップルであり、

「「「「………………」」」」何とも言えない顔の四人である。

「どーりで。調べたら加か来くチャンとこは昨日潜った記録ないもの」

「う。聞いたんですか」

「安心しなさい。アナタのことは言ってないわよ。……理由が理由だから自分とこの隊にも加か来く隊にも助けを求めるのは憚はばかられた」

「思おも兼かね隊で偶然を装よそおって見つけるにしても、それまでに丸二日経たっちゃうかもですもんね～」エスキュナがストローを口にくわえつつ、半目で二人を見る。「告白したことも忘れちゃう」

「四層を虱しらみ潰つぶしにしてる最中の俺らなら、まず確実に見つけるってか」

　大おお国ぐにが続けて、事情は飲み込めた。尊たけるは嘆息する。

「んで？　お返事は？」

「こ、ここでしなきゃ駄目？」

「さすがに、ねえ」「それくらい聞かせてもらう権利はあるわよね」意地悪く笑うエスキュナと津つ久く澄づみだ。

「うう……わかった」久く恵えが顔を赤くしながら、隣の谷たにへ顔を向けた。

「その、谷たに君」

「う、うん」谷たにもまた当時の緊張を取り戻したようだった。

　久く恵えはひと息吸って。

「なんかごたごたしちゃったけど……よろしくお願いします」

「！　やった……！」

　表情をぱっと明るくする谷たにだ。ぱちぱち、と一応の拍手が守す砂さ隊から飛んだ。

「はい、おめでとう。素直に言えば秘密にしたまま助けたのに」

　微ほほ笑えむ尊たけるの言葉に久く恵えは目を窓へ逸そらしつつ、半笑いで言う。

「今月ちょっと厳しくて……報酬が……えへへ」

「お、お前なあ」これには流石さすがに谷たにも表情を引きつらせる。

　つまり。久く恵えが想定していた流れはこうだ。

　落としてない財布を探すのを頼む→見つからない→谷たには見つかる→報酬ナシで彼氏救出！

「「「うわあ……」」」

　守す砂さ隊員の呆あきれ声だ。反面、隊長の尊たけるは薄く笑った。

「うんまあ……僕は許すし、秘密も守るよ」

「ほんと!?」歓声を上げる久く恵え。

「えー」「ちょっ、センパイ！」仲間達が戸惑い、

「いいのか、本当に？」谷たにもまた疑問の声を上げた。

　答える代わり、ぽちりと机のベルを押した。メニューを中央に出す。薄笑いはそのままで、

「めでたいし、ここは君たち持ちで。いいよね？　財布もあることだし？」

　意図を摑つかんで、守す砂さ隊一同がにっこりと笑った。激しい運動をした成長期の視線がメニュー上を目まぐるしく踊り出す。

「ひえぇ」「お手柔らかに……」

　逃げられない二人が、諦めたように嘆息した。
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　それから。守す砂さ隊は幾度かの地下レファレンスと遭難者救出を果たしつつ、四層の探索を進めた。そんなある日、四月二十八日のことだ。

「隊長会議？　明後日に？　月末は展示や新聞の入れ替えやら、諸もろ々もろで作業休館ですよね」

　帰り支度を進めつつ聞き返す尊たけるへ、津つ久く澄づみが答えた。

「そ。月末に毎月やるのよ。普段好き勝手やってる探索委員の情報共有ってヤツね。……とはいえ、みんな秘蔵のネタは独占するし、ほンと最低限のすり合わせなンだけど」

　なるほど、と尊たけるは己のメモ帳を見る。出来上がったものを開きつつ、

「んじゃ、これを出しますか」

「出しちゃうのねえ。ま、納得して付き合ってるからいいンだけど」津つ久く澄づみが苦笑した。




　実際、隊長会議の内容はあっさりしたものだった──主な内容は各隊の到達階層・隊員の入退・こなした地下レファレンスの報告だ。

　他には、フブル司書からの優先地下レファレンスの提示と、新規発見図書の報告など。

　特段紛糾することもなく隊長会議──というよりは報告会──は終盤を迎えた。

「では、最後に告知しておきたいことなどありますか？」

　締めの挨拶に近い御み高たかの言葉に、尊たけるが手を挙げた。常には無いことのようで、ささやかな意外の念がそこかしこに湧く。雨あめ野のなどは会の間、終始スマホをいじっていたほどだ。

　緊張を受け流すように、尊たけるは薄く笑った。

「ええと、この度僕達の隊で、三・四層の詳細地図を作成しまして」

「……ほう」御み高たかが興味深げに頷うなずいた。

　地下書庫の共有地図とは、基本的に昇り・下りの階段とその経路、発見済みの図書の位置程度しかない。それ以外の情報──つまり、隠し通路と部屋への進入路、ついでに出現する魔書生物の情報。それら全てを記した地図を、

「コピー置いとくんで、好きに取ってってください」

　そう、尊たけるは言った。室内が軽くざわめいた。

　守す砂さ隊が隠し通路を発見したらしいことは噂うわさになっていた。だが、詳細を明かしはしないだろうと思われていたのだ。

「………………くっはっは」

　フブル司書はひとつ笑うのみで会議室を後にした。

　尊たけるの前に立ったのは三み火かだ。地図を見ながら、ほうと息を吐く。

「良く出来てる……私達が持ってるのより詳しいかも。いいの？　隠し部屋とか。せっかく見つけたのに」

「まあ、僕らが今行ってもたぶんキツいしね」

　尊たけるは苦笑しつつ言う。実際、試しに五層（普通のだ）に降りた際には数回の戦闘で津つ久く澄づみ以外が疲弊して戻る羽目になっている。

「本があるんなら、さっさと見つけて皆が使えた方がいいでしょ」

　三み火かの目がはっと見開いて、直後溶けるように和らいだ。

「えらいね、尊たけるは」

　三み火かの手が何度か胸の前で躊躇ためらってから、意を決したように尊たけるの頭に伸びようとした時だ。

「スッサーえらーい！　あたしが探索してきてあげる。いいのあったら奢おごっちゃうからね！」

「おわ、近っ……！」

　雨あめ野のが横から飛んできた。首に抱きついて頭をなでつつ一回転、尊たけるに色々柔らかな感触とウィンクを残し、プリントを取って去って行く。他にも幾人かの隊長が「大丈夫なの？　これ」「まあ確かめてみんとな」「もらうよ」などとプリントを持っていった。

「……………………あっ、ぐ……！」

　行き所を失った手をふるふるさせる三み火かである。

「のろのろしてるから」

　呆あきれ声で現れたのは眼鏡をかけた少女だ。少女──とは言っても、上級生である。思おも兼かね八や呼こ。

（久く恵えの隊の隊長で、ミカ姉ねえの友達、だっけか）

「守す砂さ。うちの隊の子が世話になったみたいだね」

　バレていた。久く恵えの無事を祈るのみである。思おも兼かねは、忘我の三み火かを押して去って行く。

　守す砂さ隊も、五層を攻略せねばならない。彼女らを見送り、尊たけるがプリントをまとめた時だ。

「何のつもりだ、お前」

　頭上に差す影と降る声に見上げれば、

「え～っと……加か来く、だよね」

　瘦そう軀くの少年だ。徽き章しようは二年生のもの。そう思う尊たけるを見下ろしたまま、加か来く槌つち彦ひこは続けた。
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「津つ久く澄づみ先輩を引き抜いておきながら、仲良しこよしのつもりか？」

　尊たけるへ向ける視線には険がある。

（そういえば津つ久く澄づみ先輩、加か来く隊からこっち来たって話だったな）

　戦闘を重視し、地下閉架迷宮書庫の強敵へのアタックを重点的に行うことで知られる隊だ。

「別に僕、隊で競争したいわけじゃないし」

　尊たけるの薄く笑ってする返答を、加か来くは鼻で笑う。

「それが地下書庫探索を押し進めてるんだよ。四人揃そろえてやることが浅層の底さらいとはな。俺達の本分は迷宮書庫を進むことだ。足手まといをすくい上げることじゃない」

（この前そっちの新人助けたんだけどなあ……）

　隊長は気付いていないようである。約束なので、思っても言わない。

「それに」加か来くはぴらりと地図を見てから嘆息した。「逆効果にならなければいいがな」

「それは、どういう──？」

　尊たけるが聞き返す前に、加か来くは出て行ってしまう。頭をぽりぽり搔かいて、気を取り直す。

（うーむ。事情はどうあれ、津つ久く澄づみ先輩を持っていく形になったのは事実だしなー）

　加か来く隊はメインの盾役を失い、編成に変更を迫られているはずだ。元の通りに戦うのは難しいだろう。

「よそはよそ、うちはうち、だな。こっちもがんばろう」
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　湯気を上げる茶色い出だ汁しの中に、太い麵とたっぷりのネギ、肉と揚げ物がてらてらと油を光らせ鎮座している。

　隊長会議翌日の学食だ。尊たけるが頼んだのはうどんである。

（肉と揚げちくわをトッピングできる日が来るとは……久しぶりの収入のある生活……）

　満ち足りた心地でずるるると麵をすする。つい癖で最安の素うどんのボタンを押してしまったが、今の尊たけるにはトッピングボタンを追加で押すお財布の余裕があった。

「はあ、うまい……冒険やめてからは、普段節約で腹持ち優先だったからなあ」

「ねー守す砂さ、あんたんとこ救助やってくれんだってー？」

　幸せに浸る尊たけるの横へ唐突に来た女子は、同学年の地下探索委員だ。

「行けるとこなら。報酬どうこうはうるさく言わないけど、経費くらいはもらうよ？」

　返答に、彼女は親指を立てて詳細を話す。四層の普段通らぬ通路で背後から魔書生物に襲われ、隊は総崩れで退却。あとから気付けば一人が取り残されているらしい。

「あたしらは今日予定ある隊員いてさ、お願いするね。くそー、お腹なか空いた！」

　襲撃地点などの必要情報を聞き出す。そこは、

「落とし穴あったとこだね。落ちた？」

「もしかしたらそうかも。あー、守す砂さの見たら麵類食べたくなってきた。一口くんない？」

　そのまま隣で定食を食べる彼女を見つつ、尊たけるは思う。

（普段通るルートから外れるってのは、想定外の被害も増えるからな……）




　　　○




　そんな二人をガラス越しに外から覗のぞく影がある。

「……くっ、救助依頼で一緒にごはんなんて……」

「羨ましいなら真ま似ねすれば？」

　三み火かと、それを呆あきれて背後から眺める思おも兼かねだ。中庭の木陰で弁当を開いていたら、内部が見えた。途端、彼女は壁に貼り付き始め、ちらちらと窓から覗のぞいている。

　箸を嚙かんで恨みがましい視線を向ける友人を、思おも兼かねは嘆息混じりに相手していた。

「うちの隊でそうそう遭難者出ないもん……」

「なら普通に横行って食べればいいでしょ」

「だだだだって、なんて言って行けばいいのか」

「『尊たけるーお弁当持ってきたの一緒に食べましょあーんしてあげる』」

　露骨にめんどくさくなって、思おも兼かねが棒読みで思いつきを口にする。

「お、お弁当か……そうか……」

　母親作の弁当を凝視して真面目に考え出す友人に呆あきれて、思おも兼かねは食事を再開した。

「……ま、忙しくなりそうではあるね、彼は」




　　　○




　床は草原を思わせる草の絨じゆう毯たんが広がり、そこに生える木のような本棚が林立する。図書館や本屋を本の森と称することがあるが、ここはまさにその名の通りの有あり様さまだ。

　地下閉架迷宮書庫五層。植物の相を色濃く見せる階層だった。

「うわ、本棚突っ込んでら」「引っ張り出しましょ」

　その、端っこである。男子生徒の死体を崩れた本の山から発掘し、尊たけるが背負う。ロープ、カラビナをハーネス経由で回して固定する様を見て、エスキュナと大おお国ぐにが感心する。

「わ～、べんり」「そういうの良く持ってるっすね、センパイ」

「昔の趣味道具なんだよ」リュックは前に回す。

「これ、上から落ちて来たってことかしらね。そンでそのまま魔書生物にポカリ」

　津つ久く澄づみが地図を片手に上を見上げる。天井は今現在こそ閉じているが、四層と五層の地図を照らし合わせると、この場所は四層にある落とし穴の真下である。

「四層と五層は直接繫つながってるんですねえ」

　こちらはエスキュナの言葉だ。

「どーゆーこと？」

「もっと下の方になってくると、直じかで繫つながってるわけじゃなかったりするんですよ。なんか魔方陣みたいなのでワープして下に行くとこもあるんですって～」

　彼女の説明に、大おお国ぐにと尊たけるは改めてこの場所の何でもあり具合を認識する。

「しかしまあ、最近は浅い層も活発になってきたわね」

「何か理由が？」

　聞く尊たけるに、津つ久く澄づみは苦笑を返す。

「原因が何言ってンの。アナタが見つけた隠し通路のせいでしょ。あの梯子はしごの下──地下四層にしてはそこそこの図書があるって話でね」

　外部から求められる一部の図書がこれまでより浅い場所で見つかる、と彼は語った。それにより、深層へと行くことが難しい隊が、多少魔書生物が強くとも四層の隠しフロアならば、と向かうということだ。

「もっと下攻めてる隊からしたら旨うま味みが無いんですけど、浅い層攻めてる隊にしたら美お味いしい話だったみたいですねー」

「んで、未登録図書はあらかた探されちまったみたいっすね」

「へー。まあ俺、後からでも自分でたどりつければそれでいいしな」

　エスキュナと大おお国ぐにの報告に尊たけるが感心する。隠し通路一つでも案外動くものである。そんな隊長の様子に再び津つ久く澄づみが苦笑した。

　よっこいせと立ち上がり、尊たけるは指示出しを始める。救助は見つけてからが本番だ。救助者を抱えたせいで全滅しては話にならない。

（最悪頭を持って帰ればいい……って話だが、あんまり試したくないなあ）

　尊たけるは懐ふところの魔書を見て、発光──『未踏地強化』の効果が発動していることを確認する。

（一回の探索中なら、帰路でも効果内ってのは助かるな）

　一割程度、とは言うが、一割というのは案外デカい、と尊たけるはこれまでの戦闘で実感している。最初に倒した戦法と同じものでも一割違うと案外倒し損ねるし、そうなると被害も増える。

（三・四層ではそれ忘れた指示出しで大おお国ぐにとエスキュナに迷惑かけたしな）

　そう思いつつ、五層の帰路を半分ほどまで来た時だ。

「あ、守す砂さだ」

　別の道から戻ってきた集団と、十字路でかち合った。別隊だ。隊長会議で見た顔の、先頭の少年が守す砂さの背中に目を留めた。

「自分とこの奴やつでもないのに、物好きだな」

「別にいいじゃねえか。放ほっとけよ」

　顔見知りなのか大おお国ぐにが言い返す。相手は後ろの隊員を振り返ってから嘆息した。

「……地上に戻ったら、話がある」

　言ってから去って行く。「悪いな」「先行くわ」と隊員たちも続く。

「どんくらい空ければいいんですっけ？」「まあ、直線で三十ｍも離れれば平気ね」

　エスキュナと津つ久く澄づみが前後を警戒しつつ言う。地下書庫の魔書生物は、大所帯になると反応を強めて排除にかかる。そもそも書架と書架の間の通路がそこまで広いわけでもないのだ。五人を超えると動きが取りづらい。

「……こりゃ、もしかして」




「ウチの奴やつも一人やられてさ」

「やっぱし」

　くしゃくしゃと、尊たけるは頭の癖毛をかき混ぜる。

　図書館の読書机に移動して、尊たけるたちは先ほどの隊長から話を聞いている。

「そっちも、新規ルート探し？」

　照れくさそうに彼は頰をかく。図星のようだ。

「帰りに欲出したのがまずかった。俺らはもう魔書の記述切れでさあ。頼める？」

「今回は救助に行って帰っただけだから、余裕はあるけど」

　尊たけるが視線を向ければ、離れたソファでくつろぐ守す砂さ隊の面々（残ってもらっていた）は肩をすくめつつ親指を立てたり、腕で輪を作ったりして返答する。

「すまん。一回借りと思ってくれ」

　位置を教えて去って行く彼を見送って、津つ久く澄づみたちと合流する。

「今回は地図埋めついでで出来るからまだマシね。どーも、脇道を見つけようってのがブームになってるみたいねえ」

　意味ありげに視線を向けてくる津つ久く澄づみに、尊たけるは言葉を返せなかった。




　　　○




「柵さく隊が一人欠けたってさ」「守す砂さ？　俺らも一回世話になったぞ」「隠し通路の先マジ鬼畜なんだけど」「やっぱ欲かくもんじゃねえな」「でも新規部屋見つけると美お味いしいんだよな～」

　そういった声が探索委員から多く聞こえるようになってきたのは、守す砂さ隊が五層の探索を半ばまで終えた晩春の頃だ。

「増えたよなあ、遭難」

　元遭難者である大おお国ぐにが、書庫（普通のだ）へ図書を戻しながらつぶやく。その背後ではエスキュナも同様に、分類記号とにらめっこしつつ図書を納めている。

「遭難まで行かなくても、普段行かないとこ行ってやられて逃げ戻ってくる隊も増えたねー」

「センパイ言ってたもんな、救助で探索ちょい遅れ気味だって」

「特にさ、あのハシゴの下なんだって」

　言葉に、大おお国ぐにが振り返ってエスキュナと顔を見合わせる。

「アレか、俺らが見つけたとこの」

「そ。あの下にさらに階段あって、五層まで繫つながってんだって。……ちょっとそこ、入れるとこ違う。なんで英国人のわたしより雑なのあんた」

　言われてちぇっ、と大おお国ぐには本を入れ替えつつ、

「んじゃ、そろそろ俺らもそこ行くんかな」

「かもねー。やられた人たちも大体はなんとか連れ帰ってるらしいけど、結構ヤバいみたい」

　怖い怖い、とエスキュナが芝居っぽく自分を抱いて続けた。

「救助依頼来たら、わたし達が見つけた道に先に入って遭難した人助けに行くのかあ」

「んだよ、文句あんのか」

　眉をひんまげる少年に、空色の髪を揺らす。

「文句はないけどぉ……」

　言葉を濁したエスキュナに、大おお国ぐには黙って先を促す。渋々彼女は続けた。

「そーゆーの、せんぱいは楽しいのかなって思って」




　　　○




「好きでやってるよ」答えて。尊たけるは一旦レジへと向かった。ポテトを追加購入して戻る。

　帰り道にあるコンビニのイートインである。

「趣味っていうかさ。何か楽しいんだよね、迷ってる人を目的地に連れてったり」

　雨あめ野のにも語ったことではあるが、実際、これは尊たけるにとって新鮮な驚きではあった。

（人が求めるものを代理で探す）

　それが、元々の自分の嗜し好こうに思いの外マッチする。

（見たことの無いものを見る。知らない物を知る。未知を暴あばく）

　知的欲求を満たすこともまた、ある種の探検ではある。他者から求められるその手伝いは、尊たけるには面白い。

「そ、そうなんすね」「確かに、センパイ普通のレファレンスも得意ですもんね」

　ほっと息をつくエスキュナと大おお国ぐにに、尊たけるは苦笑。

「聞きづらそうにしてると思ったら。なんか心配かけたみたいだね。悪い悪い」

　すっとポテトを差し出す。高校生特攻揚げ物兵器へ歓声を上げる後輩二人に、尊たけるは続けた。

「……僕が聞きたいのは、君たちかな。いいの、こんな隊長で」

　儲もうけも少ないぜ？　と早くもポテトをくわえた後輩たちへ視線で問う。

「俺はセンパイの男気に惚ほれたんで、むしろさらにやる気になったっス！」

「わたしは居心地いいからですしね～。あんまりがつがつしてるの、引いちゃうから」

　これ以上はおごんないよ、と言いつつ、尊たけるが薄く口元を緩めたところで。

「心配した通りになったな」

「──加か来く」

　瘦そう軀くの二年生隊長が、尊たける達を見ていた。彼もまた買い物に寄ったものか、手にはレジ袋だ。

「どーゆーことすか」

　やや反抗的に、大おお国ぐに。軽く不良なこの少年は、敵意に敏感だ。エスキュナは素早く大おお国ぐにの背に隠れつつにらんでいる。

「お前が作った地図」

　加か来くの呟つぶやきに尊たけるは眉を上げる。探索委員内で共有したもののことだ。

「隠し通路に隠し部屋、新規図書。あれで低層漁あさりの隊が色めき立った。深層を攻めてる俺達のような隊には大したことがなくても、戦力が低い隊にアレは射幸心を煽あおる」

「しゃこーしん？」「なんかアレだよ……高め狙いっつーか」

　後輩二人を全く無視して、加か来くは尊たけるひとりへ顔を向けている。

「手の届く場所に分不相応なモノを見せれば、こうなることは予想できたことだ。お前のいらん世話が招いたことだぞ」

「運用の問題じゃないかな。探索委員の誰もが正しい場所と知識を持てば、たくさんの地下レファレンスに柔軟に対応できるようになる」

　言い合う二隊長。尊たけるとて現状への考えが無いわけではない。二人は視線をぶつけ合う。

「……ふん。とにかく、現状はあのザマだ。この調子だと、探索委員自体の人手が減る。月末の隊長会議では当然議題にさせてもらうぞ」

　言い募る加か来くの手元──レジ袋の中身に、尊たけるの視線が向いた。

「好きにしていいよ……ところで、チョコミントアイスで賄賂になる？」

　無言で嫌そうにチョコミント菓子満載のレジ袋を持ち上げて、加か来くは立ち去る。

「んだよ、因縁付けやがって」「かんっぜんに守す砂させんぱい個人攻撃じゃん。べ～だ」

　可か愛わいげな悪態を始める二人へ尊たけるは苦笑しつつ、

「……ま、言われ放題は困るね」

　尊たけるは算段を開始する。それに加えて。何より。心の中で牙を剝むく。

（俺の楽しみを、邪魔させてたまるか）
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「ンで、どーするの？」

「隠し通路の先埋めましょう。現状やられまくってるのが地下四・五層の隠しフロア側。地図が埋まれば犠牲者は減ります」

　津つ久く澄づみの問いへ、尊たけるが本棚に向かいつつ答える。

　翌日の放課後。図書館三階だ。学術書中心の配架かつ平日ゆえ人の来ないそのカウンターで、津つ久く澄づみは思案するように息を細く吐いた。

「……確かに、下級生組も強くなったし。そろそろ行けないこともない、わね」

「これまで侵入した隊の話から、地下四・五層の隠しフロアの魔書生物は、通常フロアの二・三層下相当。今五層を埋めつつある僕達なら、注意深く行けば四層は行けるはずです」

「注意深く行くこと前提だけどね。何？　今月末で文句言われるワケね？　アタシ達」

「隊の方針に注文付けられるのは面倒ですから」

　尊たけるは笑って頷うなずく。今月末の議題に出されるとすれば、猶予はおよそ二週間と少しだ。

「隠しフロアだしね。現状の四・五層と同規模の広さがあるとは考えにくいわ。予断は禁物だけど──やりましょうか」

　持ってきた返却図書を並べ終えて、尊たけるが向き直る。

「んじゃ、当番の後で悪いんですけど、今日あたり前言ってたやつ、やりますか。大おお国ぐにとエスキュナは先に行ってます」

　返事代わりのウィンクと投げキスが飛んで、尊たけるがひょいと避けた。




　　　○




「ああ、復活してるわね。最近この辺来てる子らは上う手まく避けてるのかしら」

　地下閉架迷宮書庫の入り口、階段上だ。津つ久く澄づみが眼下の地下三層を眺めて、目標を確認した。

（──ガルム）

　黒い魔犬。ライオンなどの大型肉食獣をも超える巨体。北欧神話における神の番犬。その記述から現れた魔書生物は、地下三層を我が物顔に歩き回り、人も他の魔書生物も関係なくその爪と牙で引き裂いていく。

　ヌシとよばれる魔書生物。同層にいる他の個体とは一線を画す力を持ち、撃破後は復活に一～二週間を要する。これを倒せれば、その隊には概算として数層下の魔書生物ともやりあえる力があることになる。

「あや、みんながみんな避けられてるわけでもないっぽいですね」

　エスキュナが指さす先、書架の狭はざ間まをどたどた走る複数の影がある。

「めっちゃ逃げてんな……あ、こっち来る」

「いつだかを思い出しちゃうわね」津つ久く澄づみが笑い、

「先輩以外は立場逆転だなあ」尊たけるは初めてこの場所に来た時を思い出した。

「ンじゃま、行きましょっか！」

　津つ久く澄づみを先頭に、守す砂さ隊が階段を降りる。逃げてきた隊のメンバーとすれ違った。

「ごめーんおねがい！」隊長会議で見た少女が、怪け我が人にんを背負って階段を上がって来る。

「──りょーかい！」

　入れ替わるように守す砂さ隊の面々が階段を降り、ガルムの前に立つ津つ久く澄づみへと追い付いた。

「ほーらほら、こっちよこっち」津つ久く澄づみは魔犬へ手を叩たたき囃はやし立たてる。

「ゴォアアアァァアン！」

　一瞬は警戒したガルムであるが、獲物が階段を上り逃れたことを悟ると、怒りのままに津つ久く澄づみへと躍りかかる。

「はいワンパタ～。四七頁ページ『八達嶺』ォ！」いつかの再演のよう。飛び掛かるガルムの牙を、津つ久く澄づみは腕に出した壁で受ける。身を反らし、彼が尊たける達を見た。「ォォォォォオ……っしィ！」

　再びの──ブレーンバスター！　魔犬の巨体が背後へと宙を舞う。

「大おお国ぐに！」「っス！」

　尊たけるの声にほぼ重なるように。

「ついに来たぜぶっ殺された礼をする時がよ！　──一〇頁ページ！　出ろや『オノマストス』！」

　古代オリンピックボクシング、最初の優勝者とされる英雄。魔書『英雄乃書』に現れた名を叫んだ大おお国ぐにの声と共に、ポケットの中の魔書が光り輝き、一瞬全身を覆った。そして、

「オラァ！」未経験とはとても思えぬ、モーション、体重移動、タイミング三点揃そろったアッパーだ。古代の英雄の動作が再現されていた。

　それは津つ久く澄づみにより投げ降ろされるガルムの脳天へ、見事にカウンターで叩たたき込まれる。

「ッ……!?!???!?」

　魔犬の声にならぬ叫び。首が異常なほど捻ねじれ、その巨体が一瞬、中空を踊った。

「同じく一〇ペ──────ッジ！　『ス・タ・ディ・オン』！」

　無防備なその腹を、投げ槍やりのような鋭角が突き刺した。たっぷりと助走を取って走り飛んできたエスキュナの蹴りだ。競争を意味する『原始競技』の項目は、彼女の脚力を重点的に追加強化する。戯画のようにその足先がめり込んだ。尊たけるがそれを見て拳を握る。

「うし！　事前作戦通り……！」




　──数分前。地下エントランスでの作戦会議だ。魔書生物は、倒してしまえば復活した個体には記憶が受け継がれず、成長しない。つまりは同じ戦法が通用する。

「なら津つ久く澄づみ先輩、開幕の行動ならかなり確実にコントロール出来ますか？」

「ええ」

「んじゃ、前にあの犬を委員長と倒した時のあれ、お願いします」

「いいけど、委員長アタツカー役は？」津つ久く澄づみの疑問へ、二つの声が返る。

「任してくださいよ！」「やってやりますよ！」

　大おお国ぐにとエスキュナが気勢を上げた。大丈夫かしら、という目の津つ久く澄づみへ、

「最初の記述が読めるようになったみたいで」

「アラ。じゃ、イケるかもね。それじゃ隊長、勝ちまでの絵を描いて頂戴な」

　頷うなずいて、尊たけるは三人を集めた。




　そして今。かつては津つ久く澄づみ以外の三人を蹂じゆう躙りんした魔犬が、反へ吐どを散らしながら地面に落ちる。

「まだ生きてるわよ！」

　言いながら、作戦通りに津つ久く澄づみが動く。腕の壁をガルムの牙へと再び突っ込み、今度は押さえ込む。尊たけるが叫んだ。

「やるぞ！　このまま倒せ！」

　ここが好機と大おお国ぐに、エスキュナ、尊たける自身も突っ込んで、起き上がれないガルムへと殺到する。

　蹴り。踏みつけ。拳。打ち下ろし。倒れた巨犬へ、三人の容赦のない打撃が次々と降り注ぐ。

「っ！」

　風切り音がして、尊たけるの頰に熱い感触が走った。仰向けに転がされながら、不十分な体勢で魔犬は脚を振り回している。だが、エントランスは間近で復活も容易だ。尊たけるも退きはしない。

「せんぱいっ！」

「構うな！　起きたら確実に誰か持ってかれるぞ！　蹴れ！　殴れ！　絶対に仕留めろ！」

　即座に尊たけるが檄げきを飛ばしながらガルムの脚を摑つかんで封じ、連続で踏みつける。

「分かりました！　いくぞエス公！」「命令すんなバカヤチ！」

　さらに三重の打撃が重ねられる。津つ久く澄づみもまた、常とは打って変わった冷徹な眼光でガルムを抑え続ける。そのまま、数十秒。

「！」

　空振った足の感覚に、尊たけるがバランスを崩した。見れば、摑つかんでいた脚の感触も無い。

「はあ、はあ……てことは」「ぜえ、ぜえ……」「あいたたた……だれですかわたしの足蹴ったの！」

　息が切れた三人の中へ、津つ久く澄づみが屈かがみ込んだ。身を起こして、その手にあるのは一片の紙だ。

「お、それは」尊たけるの喜色混じりの声に、紙片を破り捨てながら彼は微ほほ笑えむ。

「ええ、オメデト。紙片変換……ガルム撃破よ」

「「！」」

　大おお国ぐにとエスキュナが顔をば、と突き合わせ、ばちんと互いの手を打ち合わせた。

「「「勝ったー！」」」快かい哉さいには尊たけるも加わって。三人の声がフロアに響く。
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　地下四層隠しフロアは、基本的には通常の側と変わらないものの、岩肌があちこちに見えていた。

「後から広げたってことなのかしらね……」

　誰が？　とは流石さすがに誰も言わない。そもそも魔法の力で運営されているという書庫だ。

「魔書の力で出来た部屋とかあってもおかしくないですもんねえ」

　エスキュナがキチン質（のように見える）の書架をつついている。

（ん……エスキュナの……影？　光の加減か……？）

　その異常は違和感として来た。尊たけるは目を凝らすが、その違和感が形にならない。

　言葉にしたのは津つ久く澄づみだった。

「ヤバっ……!?　エスチャン！」

「はい？」

　と振り向いたエスキュナの首が、尊たける達の方向を通り過ぎて三百度ほど回った。

「げぇっ……！」大おお国ぐにの驚きよう愕がく。

　かくん、と彼女の膝が折れて、しかし形が崩れない影がそこに立ったままある。

「影シヤドウ！　みンな自分と書架の影に注意して！　あと目を離しちゃダメ！　影に混じるわよ！」

　即座に尊たけるが指示を飛ばす。

「大おお国ぐに、牽けん制せい！」自身は後ろへ飛んで、隊員に目を走らせる。「俺らの影には異常なし！」

　同じタイミングで津つ久く澄づみが周囲を見回した。「他には無いわ！　アイツだけ！」

　大おお国ぐにが倒れたエスキュナを挟んで『影』に肉薄する。振るわれた拳から逃げるように、影が足下へと引っ込む。

「なっ……なんだあ？」「足下よ！」

　津つ久く澄づみから飛んだ声に、戸惑った様子で大おお国ぐにが視線を下に向ける。

「うおっ……」目に入ったエスキュナの死体に一瞬怯ひるんだ、その隙に。

　どどどす、と大おお国ぐにの背中から影が生えた。エスキュナの体の隙間から伸びた影の槍やりが、大おお国ぐにを下から貫いていた。

「大おお国ぐにッ!!」

「ぐ、この、野郎……！」異形の影が震える。自らを貫いた影の槍やりを、大おお国ぐに自身が摑つかんでいた。

　引き抜く。エスキュナと共に、その下に潜んでいた『影』が宙に躍る。

「よいしょっと！」エスキュナを津つ久く澄づみがキャッチして、一歩下がる。

「どらァッ！」

　周囲が空いた大おお国ぐにが、『影』を書架に叩たたき付つけた。歪いびつな人型のような影が、昆虫めいたかすれた音を出しつつ、萎しおれて紙片となった。

「しくった……センパイすんません、あと頼んます」

　どしゃ、と大おお国ぐにが倒れ伏す。尊たけるが駆け寄る。

「すまん！　おつかれ！　よくやった！」意識を失い、息が浅くなり始める大おお国ぐにの元へ屈かがみ込み、彼は周囲へ注意を向ける。

　微かすかな擦過音、視線のような気配。

　尊たけると津つ久く澄づみは無言で頷うなずき合って後輩を担かつぎ、梯子はしごへと向かった。退却である。




　気付けば。ガルム戦の劇的な勝利から十数分しか経たってはいなかった。

「ぐえ！」「うきゃ！」

　エントランス。死体となっていた大おお国ぐにとエスキュナを床に下ろす。空中で息を吹き返した彼かれ等らが尻を打って悲鳴を上げた。

「いやあ……一瞬で壊滅したなあ。ごめんな、二人とも」

「新しい層に行った直後はいつもこんなもンでしょ。アタシらだけじゃないわよ」

　ふいー、と息をついて、尊たけるは敵の正体を知っていたらしい津つ久く澄づみへ向き直る。

「普通の四層の魔書生物でもないな。あれなんて奴やつ？」

「確か七層辺りの魔書生物。通称はそのまんま『シャドウ』ね。タフさは無いンだけど、不意打ちがとにかく多いのよねえ。それでいて攻撃力は高い。面倒よ」

「暗がりからアレ出てくるのきっついな……全然わかんねえ」「いきなりやられましたぁ～」

　生き返って泣き言を漏らす下級生二人の頭をよしよしと撫なでながら、尊たけるは対応策を考える。

「地図埋めするとなると、不意打ち主体の敵は面倒臭いな。どうしたもんか」

　尊たけるは自分の魔書『亡失迷宮』を見る。現状、津つ久く澄づみは七種類の『壁』を出せ、大おお国ぐにやエスキュナも最初の『英雄』と『競技』が出た。しかし、尊たけるの魔書に新たな記述はまだない。

「ま、アナタは今ある能力だけで相当なモンだし、しょーがないわね」

「警戒を密にしながら、じわじわ進んでいくしかないか……？」

　うーむ、と一同考え込む。何せ月末までのタイムリミット付だ。

「そもそもその本、どんな本なんです？」

　エスキュナに聞かれて、しかし読める当の尊たけるが首を傾かしげる。

「いやそれが……よく分かんないんだよな。普通に見取り図みたいなのが書いてあったりすると思ったら、日記みたいなのもあるけど、どうにも何が言いたいのか……」

「知りたいか」

「どわあ！」

　唐突に。にゅっと大おお国ぐにの背中から蒼あお色いろの何かが生えた。

「フブル司書？」

　大おお国ぐにの背中にひょいと乗って現れたのは、宇う伊い豆ず学がく園えん図書館の事実上のトップだ。

「がんばっとるようじゃの。……ま、なんでかは知らんけど」にまにまとしつつ、言ってくる。「なのでご褒ほう美びじゃ。それの由来を教えちゃろう」

「はあ」「へえ」「ほえ～」「ふうン」

「あ、なんか疑わしげな視線。ええから休憩がてら聞いていかんかい」

「つーか、降りてくれねえかな……」

　応えた訳でもないだろうが、フブルはひょいと大おお国ぐにの背より飛び降り、尊たけるの手元から『亡失迷宮』を取った。

　彼は小さな戦慄を得る。地下エントランスは、迷宮書庫の中扱いだ。魔書の効力も働くのである。通常より反射神経も運動神経も向上している尊たけるをもってして、

（全然反応出来なかったぞ、今……）

「さて。此これより語るは十六世紀の大英帝国、一人の男の顚てん末まつじゃ。一つの屋や敷しきの顚てん末まつじゃ」

　物語るように朗々と、エントランスに少女めいた声が響く。
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　男の名は記されておりません。貴き血筋の者と思われまするが、一族の者達は彼に土地屋や敷しきと金を与えて、その後に系譜から消したのです。

　理由は分かりません。これから話す内容が原因なのか、それ以前のものなのか。ともあれ、その一族自体も時代の露と消えた今となっては詮無きこと。

　男は、与えられた己の屋や敷しきに満足しませんでした。肥大化した自己顕示か、それとも何かを守ろうとしたのか。それは今を生きる我々には窺うかがい知れません。理解できる者がいるとしたら、それは、当代でこの魔書に適合していらっしゃる御方だけでしょう。

　それはさておき、やったことははっきりしております。建て増しでした。

　男は持てる財を全て注つぎ込み、屋や敷しきを大きくしました。鎧よろうように。着飾るように。

　元より庭も含めそれなりに広大であった敷しき地ちは、徐々に徐々に内より張り詰めていきました。膨張する屋や敷しきによって。途中から邸内には畑や濾ろ過か装置が作られ、自活を始める始末。

　しかしまだ、この辺りまでは記録がありました。これ以降屋や敷しきは複雑さを増し、余人はおいそれと立ち入れなくなります。使用人には地図が必須となりました。──そう、この魔書の題名の通り。迷宮。この地下書庫の如ごとき。

　さて、ではどうやってその状況でなおも増築指示を出していたのでしょう？　作業を任された職人、これがまた律りち儀ぎな御方。鳩はとの足に結びつけられて送られる報酬の小切手と、増築図。これを忠実に実現したのです。

　屋や敷しきの膨張はある日、止まりました。敷しき地ちの端にたどりついたのです。

　では、そこで増築は止まったのでしょうか？

　いえいえ。

　まだまだ。

　屋や敷しきは上へ上へと建て増されました。まるでこれまでの膨張は、上へ伸ばすための基礎造りであったと言わんばかりに。

　一階ずつ、一階ずつ。高く高く。男の屋や敷しきはまるで荘そう厳ごんな教会建築の如ごとくでした。

　迷宮の如ごとくでした。

　男は広がり続けるその屋や敷しきの内部をひたすらに移動し続けた、といいます。

　一夜たりとも同じ場所で眠ったことはありません。

　しかして一度たりとも道を違えたことはありません。

　さて、事ここに至ると使用人達はどうしていたのでしょうか。それも、この屋や敷しきの謎の一つでした。どこで暮らし、どのようにして屋や敷しきを維持していたのか。知る者は誰もいません。

　屋や敷しきはある日燃えました。一本の柱も一欠片かけらの家具も遺のこさぬ、それは全焼でした。

　原因は分かりません。内部の失火かも知れません。何者かの付け火かも知れません。何しろ、この名物建築に面白半分に入り込む者は、後を絶ちませんでしたから。

　そして、帰れなくなる者も。

　焼け跡に残されていたのは、なんと地下への入り口。屋や敷しきは、上と同じく、下にも建て増されていたのです。地下室の最下層にあったのは、屋や敷しきの主たる男と見られる人の焼き付いた影と、一つの手帳でした。何な故ぜ燃えずに遺ったのかも分からぬその手帳には、それまでの増築の全てと、迷宮となった屋や敷しきの地図、そして彼にしか理解できぬ男の心が記されていました。

　何者かの意図の元、時を経て手帳は装そう幀ていされ、この地下書庫に納められたのでございます。
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　語り終え、返された魔書を尊たけるは見る。フブルはすぐに仕事に戻ってしまった。大おお国ぐにが唸うなる。

「なんつうか、だからどうしろって話でしたね」

　しかし、尊たけるには妙な居心地の悪さがあった。『亡失迷宮』と繫つながっているからか、

（ちょっと書いた奴やつの気持ちってか、狙いが分かってしまった……）

　ちらりと、魔書を開く。

「あっ！　せんぱい、新しいページ光ってません？」

　目め敏ざとくエスキュナが寄ってくる。尊たけるはその記述を読む。

（………………うえ）

　言葉が脳に滑り込む。迸ほとばしる羅列だ。文章としては理解できないのに、意味はある程度分かってしまう。中々に気持ち悪い感触だった。

「何て書いてあるの？」

「…………」

　答え代わりに、尊たけるはエントランスの一点を指さした。

「あそこの棚の向こう側、誰かの忘れ物か知らんけど、なんか落ちてる。大おお国ぐに」

　大おお国ぐにが疑問顔で向かう。指定した場所にしゃがみこむと、その表情が変わった。

「お。現況猫のキーホルダーだ。……てかエス公、お前のじゃねえの、これ」

「えっ？　えっ、うわほんと、落としてる！　ひええ」

　置いていた鞄かばんをまさぐったエスキュナが、慌てて受け取る。

「なンで分かったの？」

　疑問の目を向けて来る後輩二人の念を代弁して、津つ久く澄づみが聞いてくる。

「……この本書いた人。なんていうか……、屋や敷しきを自分自身と思ってたみたいで」

　尊たけるは手を伸ばしたり四方を見て、頷うなずく。

「うん。新しい記述、これ、使うと周囲五ｍくらいに何があるか、見ないでも分かる。名前は……一五頁ページ『自己拡大』」

　見える訳では無い。触れるように感じ取れるだけだが。これは、

（とんでもないぞ……フブル司書。あのひと、こうなるのが分かっててやったのか？）

　司書の姿はもうない。大おお国ぐにとエスキュナは分かったような、分からないような顔をしている。しかし、津つ久く澄づみの表情は真剣そのものだ。硬い声音で、問うて来る。

「守す砂さチャン。アナタ、それ……マジなの？」

「探索という意味では、トンデモだ、これ」

　未いまだに要領を得ない顔をしている後輩二人へ、津つ久く澄づみが解説した。

「簡単に言うとね。今の守す砂さチャンは隠されてるものをはっきり感じ取ることができるの。落ちてるモノも、隠された部屋も、隠された道も。もちろん、隠れた敵の位置だって、ね」

　ぎょっとするふたり。津つ久く澄づみは苦笑した。

「隊長でよかったわよね。隊員なら他から引き抜き合戦が始まるとこだわ。有利過ぎる」

「とりあえずこれで、影対策が打てる」

「能動アクテイブなのね？　潜水艦のソナーみたいなものかしら」

　未踏地強化のように勝手に発動する記述ではなく、自分から魔書の魔力を用いて使う能力。

「しんどいけど、探索してる間中使おう。ちっと遅くなるけど、もう１アタック、行けるか？」

　一同、頷うなずく。入ってすぐに二人が殺されたので、妙な話になるが消耗自体は少ない。再び、一行は地下四層隠しフロアへと向かう。




　本棚の隙間から、影がひゅるりと飛び出して大おお国ぐにの首筋を狙う。しかし、

「バレバレだっつの！」

　事前に隠れ場所を尊たけるに教えられて、迎撃態勢を万全整えていた大おお国ぐにの拳が、逆に影を打った。隠れ潜むことに特化した体は薄く、耐久力は低い。崩れ落ちて紙片へと変わる。

「不意打ちさえなきゃほんとラクだな、ザコめ。センパイ、まだ大丈夫っすか」

「ああ。三ｍくらい向こうの角にもいる」尊たけるは頷うなずきつつ魔書の残弾を算段する。

　一度使って減る魔書の力を逆算すると、尊たけるが『自己拡大』を使えるのは十回前後。五十ｍぶんは確かめつつ進めるということだ。

（このフロアには不意打ち特化の魔書生物がいるから、隙間無く使って行かざるを得ないけど……他のとこでは上う手まくペース配分したいな）

「焦あせっちゃダメよ、隊長」

「そですよ！　じっくり完璧に攻略して、加か来くせんぱいにギャフンと言わせてやらないと！」

「アナタ、変なとこ語彙古いわねえ……日本語学習、何使ったの」

「ＭＡＮＧＡです！」

　魔書の限界まで地図を埋めて、戻る。翌日再挑戦。これを繰り返していく。影の潜みやすい場所には傾向がある。それを地図上にマークしてやれば、被害は激減するはずである。

「魔書生物は成長しない。俺達はする」

　尊たける達は歩を進める。
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　隊の仲間と別れて、尊たけるは暗くなった帰り道を歩く。

　校門から出て、道を少々行った所で。街灯の下にいる人物が手を挙げた。

「おつかれさま」

「ミカ姉ねえ」

　天あま寺てら三み火かだ。尊たけるはぎこちない小走りで駆け寄る。

「あーほらほら、急がないで。魔書持ってる時と勝手違うんだから」

「この程度なら問題ないって。寒くなかった？」

「ううん。もう大分暖かくなってきてるもの」

　会話を楽しむように、じんわりと三み火かが表情を緩ませる。

「帰りましょ。夕ごはんどうするの？」

「コンビニで何か買おうかなって。最近ファミメのサラダチキン使うのにハマってて」

　並んで歩き出す。三み火かが少し息を吸い、尊たけるへ顔を向けた。

「……ひ、久し振りに、ウチ来る？　お母さんも良く『尊たける君どうしてるの？』って聞くの」

　少し上擦った声。

（それもいいかな）一時は姉弟同然に暮らした仲だ。そうと思いつつも「ありがたいけど、ちょっと地図整理したくて。四層大分埋められたから」

「あー……なんか、事情は聞いたよ。月末までもう少しだもんね。大丈夫そう？」

「どうにか。要は危険度を減らせばいいわけだし」

「そっか」即答に、三み火かは笑顔を見せたが、すぐに曇る。「協力できなくてごめんね～……」

　三み火かの所属する、委員長が率いるトップ隊。手間で言えば、数日をかけて上位層が四・五層の隠しフロアを探索して敵を殲せん滅めつしてくれれば話は早い。

（だけどそれは彼等に旨うま味みが薄い。値千金の未登録図書が眠っている可能性も無くは無いけど、それに賭けるより普通に高難度のレファレンスをこなした方がいい……んだろうな）

「私も尊たけると一緒に探索したいなあ」

　地下レファレンスの依頼表も、十層より下層の図書を持ち出す報酬は分かりやすく高い。

「しょうがないよ。委員長の隊は一番前を走らなきゃだし」

　最深層の解放もトップの隊に課せられた仕事だ。

「うう……頼りないお姉ちゃんでごめん……でも、何かあったら言ってね。絶対助けるから」

「気持ちは受け取っとく」

「──絶対だよ？」

「あはは。はいはい。分かってるっ、て──」

　落ち込み出す三み火かを励ますべく、冗談っぽく、薄く笑って流そうとした時だ。ぐ、と後ろに戻される感覚を、尊たけるは得た。

「っと……？」

　振り向く。それで、三み火かが立ち止まり、尊たけるの袖を摑つかんだのだと知った。

「──そんな風に、もう笑って流したりしないで」

「ミカ姉ねえ？」

「本気だから」

　振り向いた先、うつむいた顔から覗のぞく決意の眼光が、尊たけるを見据える。

「今度は、尊たけるをひとりになんかしない。尊たけるが本当に危なくなったら、私が絶対そばに行く」

　その声には自罰の響きがあった。尊たけるの袖は、山肌を摑つかむ彼のそれにも迫る指の力で握られている。剣で鍛えられた手と指だ。

「……………………」

　まだほんの少しだけ肌寒い晩春の夜、人通りも失うせた道で。

「もう絶対、尊たけるを泣かせないから」

　尊たけるは思い至る。彼がかつての事故から戻ってきて一年。今までの自分を彼女がどう思っていたのかなど、ついぞ考えたこともなかったことに。

「三み火かね「だってわたし、ひどい女だから」

　懺ざん悔げするように、尊たけるの呼びかけを遮り三み火かは言った。

「尊たけるが冒険に行くの、私は、ずっと嫌だった」

　尊たけるはさらに意表を突かれる。三み火かは首を一つ振り、表情をリセットする。

「小さな頃、良くかくれんぼしたよね」

　思い出す。まだ冒険趣味も始まっていなかった頃だ。両親に出張が多かったため、かつては隣の天あま寺てら家に厄介になることも多かった。

　幼い頃ゆえ男女の別なく、三み火かの後ろについて一緒に遊んだものだった。

「尊たけるいっつも上う手まく見つけるから。どこに隠れても、貴方あなたは見つけてきた」三み火かが尊たけるの方を向き「見つけてくれた」

「いやまあ、見つけて帰らないと夕食にありつけなかったし」

　何ですって、と三み火かが笑う。だが尊たけるにとって、人を見つけるということは嫌いではなかった。

（隠れている物を暴あばくのは、気持ちがいい）

　趣味のいい話では無いが、それは尊たけるという人物の根とも言えるものだ。消し去れない。後輩達にも言ったように。どうしようもなく求めるのだ。そういうことを。

　そんな、子供の遊びですら抑えきれぬ欲求が、『自分が行ったことのない場所へたどりつく』という発露を迎え、冒険の道へ踏み出すことになった。

「いつの間にか、尊たけるは遠くに行っちゃった」

　寂しそうな彼女に、尊たけるは意外を得た。彼が現役だった頃、彼女は旅先の話を喜んで聞いてくれていたはずだ。それに、三み火かは寂しく笑った。

「そうね。貴方あなたが無事に帰ってきてくれたんだもん。どんな話だろうと、嬉うれしかった。当たり前でしょう？　まだ小ちっちゃいのに、色んな危ない所に行って。楽しそうに笑って。──こっちの気なんて知りもせずに」

「…………」

「尊たけるが遭難したって聞いた時、私は頭がおかしくなりそうだった。救助されたって聞いた時も、頭が変になりそうなくらい嬉うれしかった」

「ご、ごめん」

「でも、ひどいのは、私──貴方あなたがもう冒険に行けなくなったって聞いた時。……喜んだの」

　うつむいたまま、三み火かはしゃべり続けた。

「もうこれで尊たけるは私の手の届くところにいるって。どこか遠いところで、一人で死んじゃったりしないって」

「ミカ姉ねえ……」

　顔を上げた彼女の目は潤んでいた。

「でも、でもね。……貴方あなたが、あんな風に。何もかも笑ってやりすごすようになっちゃうのなんて、見たいわけじゃなかったの」

　曖昧な笑みをして、無気力に過ごした一年余り。あんな風、と言われて尊たけるは恥じ入る。

「……でも僕、今は違うよ」しかし、優しく言う。「最近、楽しいんだ」

「知ってる」三み火かがやっと笑う。「最初は反対したけど。尊たけるが迷宮書庫で冒険が出来ることが、自分勝手だけど、今は嬉うれしいの。……だから。私も今、こうやって話す気になった」

　三み火かが尊たけるの手を離す。その代わり、剣術の速さで間を詰めた。通常の尊たけるでは、身を反らすことも出来はしない。目の前で黒髪が踊り、黒くろ眼めが予想以上の強さで見据えてくる。

「迷宮書庫で危ないことになったら──私だけは絶対助けに行くからね。邪魔する人は許さない。私には、私だけには、お願いだから、遠慮しないで」

「う、うん。約束する」

　気け圧おされて、そう尊たけるは約束する。そうでもしないと、このまま嚙かみ付つかれそう。

「よろしい。んじゃ、ウチ来てね。ご飯食べましょ」

「いや、さっきそれ断っ「地図描きくらいウチでやりなさい。バラさないわよ」

「ええ～……はい」

　押し切られ、尊たけるは嘆息した。




　　　○




「地図を見比べると……この梯子はしごが五層の隠しフロア側に繫つながってるんだな」

　尊たけるが梯子はしごと地図を見比べて言う。尊たけるの魔書に新たな記述が発動して以後、数日で四層隠しフロアの地図もほぼ完成した。

　四層隠しフロアのヌシは、通常の四層と同じく、二つほどある小部屋に棲すむ超カマキリだ。守す砂さ隊では未いまだに倒すことは難しい。中を覗のぞいて、構造を地図に書き込むのみで済ませた。

「迷宮書庫の広さはたまに空間的におかしくなってるから、完全に地図の通りとは行かないけど……多分そうね」

　四層の隠しフロアの地図も尊たけるの脳内から紙へ書き写され、四人が覗のぞいている。

「影さえなんとかなりゃチョロかったな、ここ」

「上う手まいことやったら一発ＫＯ出来るしね～。ふんふん」

　盛り上がる大おお国ぐにとエスキュナを置いて、尊たけると津つ久く澄づみは算段を立てる。

「五層の救助依頼ってあったかしら？」

「今んとこはない。数隊は四層抜けてるはずなんで遭難者自体はいるはずだが。俺らに頼んでなかったり、自分たちで処理したり」

「借りを作りたくないのか、アタシ達では無理だと感じたのか、探索が美お味いしくて余計な隊を近づけたくなかったか……」

「もしくはそれ全部」

「行ってみねーとわかんねーっしょ」「そーそー！」

　検討を続ける二人へ、テンションが上がった一年組が首を突っ込んでくる。正論ではあった。

　それでは、と尊たけるが梯子はしごの下を覗のぞき込んだ時だ。目が合った。

「「？」」

「早くして！」「お、おう！」

　真下から声が響き、すぐに人間が上がってくる。探索委員だ。

「退どいてくれ！」

　跳ねるような勢いで上がってくる影が一つ、少し遅れて続けて二つ。二人目は背中に一人背負っており、計四人が上がってきた。彼らはしばし、梯子はしご周辺で荒い息をついていた。

「ふ～……ああ、守す砂さ隊か」

　顔を上げたのは最後に上がってきた、

「思おも兼かねチャンじゃないの」

「津つ久く澄づみ。おっす」

　軽く手を上げる思おも兼かね八や呼こ。彼女の隊である。
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（そういえば、思おも兼かね隊は低層を基本的に回ってるって話だったっけ）

　思い出しつつ、尊たけるは以前関わった女子──久く恵えの姿を、上がってきた男子隊員の背中に見た。意識は無く、ついでに言えば呼吸の気配もない。

「久く恵え、やられたんですか？」

「魔力切れして守りが薄くなった。しんどい」思おも兼かねは嘆息しつつ首肯する。

「思おも兼かね隊って結構つええんですよね？」

「ま、ね。アナタ達が退却するようなとこなのね、この下」

　大おお国ぐにの問いに対する津つ久く澄づみの言葉に、思おも兼かねは思案の表情を見せた。

　尊たけるが即座に察した。メモ帳へ一枚、走り書きして渡す。

「これ。帰り道で『影』が隠れてる確率高い場所です」

「君……」

「帰ったらちゃんとした地図作りますけど、とりあえず」

「むむ。先手取られたか」思おも兼かねは唸うなり、肩をすくめて隊員を立たせる。「じゃあこっちも教える。この下、徘はい徊かい型のヌシがたくさん」

「げー」

　エスキュナが渋面になる。大おお国ぐにもしんどそうな顔。

「ナルホド、それで消耗しちゃったのね」

　思おも兼かね隊といえど、ヌシはそれなりに強敵だ。勝つにしろ連戦すれば限界は訪れる。

「気をつけた方がいい。君たちじゃ、一体倒すのも厳しい。……私達が四体くらい倒したから、少し隙間はあるはず」

「ちっ、言ってくれらあ」「ほんとのことじゃん」

　実際の所、ヌシと来れば尊たける達では避けるのが上策だ。現状の守す砂さ隊では、ガルム一体倒した辺りで息切れする。

「私達追っかけてたのが離れるまで──三分くらい？　待ってから降りるといい」

　撤退する思おも兼かね隊を見送って、守す砂さ隊も忠告通り三分後梯子はしごを下りる。

「あらー」「うおー……」

　梯子はしごを先に降りた津つ久く澄づみと大おお国ぐに、二人の声が下から響く。

　尊たけるは降りつつも、梯子はしごから壁を注目する。十ｍほどの高低差。素材が変わっていくのが見て取れる。やはり四層から五層は真っ当に、物理的に繫つながっている。

　わくわくしつつ五層隠しフロアの風景を視界に入れた。

「こいつは……！」

　広がっていたのは、広大な鍾しよう乳にゆう洞どう。

　降りてきた梯子はしご近辺は地面近くまで石の天井が迫っているが、梯子はしごから続く通路を抜ければ、本来の天井は降りてきた感触通りに十ｍ近くはあろうかと言うほどに高い。その天井から無数の鍾しよう乳にゆう石せきが垂れ、また石せき筍じゆんが地面から伸び、通路を形成している。

（普通の五層とも全然違うな……収められてる本もか？）驚きつつ、さらに観察する。

　鍾しよう乳にゆう石せきがあちこちで上下を繫つなげ柱の壁を形成しており、繫つながるに至っていないものは棚の役割を果たし、図書を収納していた。

「上のやつ、落ちてきたらやだなー」

　エスキュナが天井を見上げる。大小多数の鍾しよう乳にゆう石せきが形成する、迷宮。

「これ、普通にあったら天然記念物なんてもんじゃないよなぁ……」つい現実に返る尊たけるだ。

「壊しても気にしないことよ、再生すンだから」

　気温は、初夏に移ろうとする外気温からも十度は高いかと尊たけるには思われた。

「こりゃ水分持ってきた方がいいかな。こういう注意もいるか……」

　話している最中にも、津つ久く澄づみ達は周囲を警戒し、尊たけるは書架の本を確認する。

　チェックを終えて、見通しがつく所まで歩く。

「何匹もいるって話でしたね」

　大おお国ぐにが言うのはヌシのことだ。厄介な徘はい徊かい型。尊たけるの魔書が持つ強敵探知能力に捉えるとしても、一度存在を認識せねばならなかったが。

（『自己拡大』とあわせれば、どうだ？）

『亡失迷宮』が光を発し、尊たけるの感覚に周囲五ｍの物質を伝えてくる。

「む」

「なんかありました？」

　尊たける達の右側の石柱で出来た書架、その向こう側五ｍに。

「でかい反応が一体いるな……多分ヌシ。今は動いてないけど」

　うえ、と後輩組が書架から思わず身を離した。そして、

「おっしゃ、狙い通り」尊たけるの脳内地図、まだ踏破していない場所に先ほどのヌシの存在が刻まれている。「まずはヌシを避けて探索。退路だけは確保しつつな」

　尊たけるは現実の風景と同時に脳内地図と、ついでにヌシの位置もチェックしつつ、さらに先が見えぬ場所など必要に応じ『自己拡大』を行使する。

「……アタマ、大丈夫っすか」

「言い方～」

　最後尾の大おお国ぐにが気遣うほどに、尊たけるの負担は相当なものだ。肉体疲労からではない汗を流しつつ、隊を指揮する。

「……ちょい待ち。その先にうろついてる」

　上下から鍾しよう乳にゆう石せきがかみ合ったような扉（上下に開く）の前で、尊たけるが警告した。扉の前での『自己拡大』は余裕がある場合には鉄板の警戒手段だ。

「マジすか」

「それ、ヌシなの？」扉から手を引っ込めた津つ久く澄づみが聞く。

　言われて、尊たけるが脳内地図を見れば、きっちり表示がある。ヌシだ。そこで、気付く。

「……もしかしてここ、ヌシ以外の魔書生物いないのか？」

　これまでに三度の『自己拡大』を使っているが、脅威度の低い魔書生物は引っかからない。

「そういや、まだ戦闘にはなってねーな」

「そんなとこってあるんですか？　普通の魔書生物がいないって」

　エスキュナに話を振られ、津つ久く澄づみが思い出すように言った。

「ンン～。あるには、あるわねぇ」

「超カマキリみたいなやつのこと？」

「いーえ。すごく強烈なヌシがたまにいるンだけど、超カマキリみたいな小部屋じゃ無く、フロアと言っていいような範囲を縄張りにして、他の生き物が入るのを許さないの」

　だが、ここには複数のヌシがうろついている。

「どーゆーこった？」

「とりあえず、見てみません？」

　一行は暫しばらく移動し、角で止まる。

「そこから右。一体いる」

　尊たけるがそう言って、津つ久く澄づみがそっと角の向こうを覗のぞいた。ややあって、その首を戻す。

「どーでした？」「どんなやつです？」

　少々道を戻ってから、津つ久く澄づみは眼鏡を親指で押し上げる。

「ケルベロスね。知ってる？　首が三つある犬。ゲームとかでも有名」

　尊たけるにも思い当たるほど、メジャーな名前の怪物だ。大おお国ぐにが手を挙げた。

「あのガルムって犬よりつええんですか？」

「……本来十層くらいでヌシとしてうろついてるランクよ」

　悪い予感が一行を覆った。十層のヌシ相当。当然だが、守す砂さ隊で撃破出来る見込みはかなり薄い。まともに相手が出来るのは津つ久く澄づみのみだろう。

「これ、うろついてるのみんなこのレベルだったら無理ゲーですねぇ……」

　汗をぬぐうエスキュナが代表するように口に出した。

「それが頭で、他はそうでもねえかも」

　願望の混じった大おお国ぐにの提案に、返るのは沈黙だ。現在、尊たけるの脳内地図に存在するヌシは四体。彼等がうろつく範囲を避けるようにして別方面を探索していく。

　結局、さらに数本目の道の先でとぐろを巻いていた大蛇も、津つ久く澄づみによれば八層にいるヌシとのことであった。

（この調子でヌシがいるとなると、安全に歩ける範囲はかなり少ないな）

「えへへ、でもここまででも二冊未登録図書ありましたもんね。やった～」

「持ち帰れなきゃ意味ないけどね……結構、奥まで来た感じしない？」

　津つ久く澄づみの呟つぶやきに、尊たけるは走り書きで手帳に脳内の地図を写す。破って、

「先輩。これを。もしもの場合の帰還最短ルート」

　眼鏡のレンズを閃ひらめかせ、津つ久く澄づみは受け取った。尊たけるの脳内にしか地図がなければ、やられた場合に立ち往生だ。

「うン。全容には遠そうだけど……。それでも結構歩いてきてるわね」眼鏡の下の目を、地図上に走らせる。「守す砂さチャン、残り魔力どお？」

「あと『自己拡大』二回ぶんってとこ。次やったら戻ろう」

　異論は出ない。だが、

「せんぱい、あそこ」

　エスキュナが行く道の先を指さした。通路の右側、上下繫つながって並ぶ鍾しよう乳にゆう石せきの書架が途切れて部屋への入口を開け、光を漏らしていた。

　あそこが最後、と全員が頷うなずく。壁となる書架に貼り付くようにして、中を窺うかがう。その前に。

（『自己拡大』──）壁の向こうを知るため、尊たけるが魔書記述を発動させる。刹那。




　部屋の中に、複数のヌシの反応を感じ取る。




「っ!?」ば、と尊たけるが背にしていた壁へと向き直る。正確には、壁の向こうのもの達へ。

「どうしたんですか、せんぱい!?」

　聞いてくる後輩へ、口の前に指を立てるジェスチャーをし、声を潜める。

「この中、大分広い……。その中に、ヌシがひしめいてる」

「「「！」」」

　これには流石さすがの津つ久く澄づみですらもその表情を硬くした。

　尊たけるは脳内の地図反応を検証する。壁向こう範囲五ｍ、それだけの中にヌシが二体いた。さらには、五ｍでは部屋の向こうの壁まで探知できなかった。内部の空間の広さも分からない。

「上の四層だと、ここはもう壁かべ際ぎわ……。あの中は多分最さい奥おうだ」

　少々戻って、話し合う。

「確認だけはして帰ります？」「中に山ほどいるんなら、どん位の広さかは見ときてえな」

　後輩の言葉に頷うなずいて、津つ久く澄づみが眼鏡の下の目を尊たけるへ流した。判断を求めている。尊たけるは頷うなずいた。

「ばっと見て、踏み込みはせずに戻る」

　尊たけるが向かい、角からそっと、顔を出す。

「………………………………！」

　そこは、およそ三十ｍ四方の大部屋だ。天井も高い。恐らくは、四層の外壁の向こうまで空間が縦に伸びている。その中に、幾体ものヌシがうろついている。少なくとも七体はいる。だが、問題はそれではない。

（何だあれ！）

　最さい奥おうにいるモノ。それは、美しい女性の上半身を持っていた。しかし、下半身は蛇体だ。ゲームや漫画などで、ラミアと呼ばれている怪物によく似ていた。

　しかし。三十ｍの向こうで、その体たい軀くはなお圧倒的に大きい。

（た、体高で五ｍはあるぞ……床に這はってる尻尾含めたら、一体どんな）

　これまでのヌシと呼ばれる魔書生物と比べても、別格の存在感をソレは伝えてきていた。近くの床には、尾に隠されながらも大きな白い物体が四つ頭を覗のぞかせている。

（あれもヌシなのか？　とんでもないのがいるんだな……）

　圧倒されていた。その禍まが々まがしさに。巨大さに。偉容に。神こう々ごうしさと、美しさ──

（こうごう、しさ？）

　違和が走る。確かに上半身だけ見れば巨大な美女だが──

「せんぱいっ！」

　後方からの呼びかけに気付く。我に返る。

　その途端、認識できるものがあった。綺き麗れいな太い同心円の中心を、縦に走る瞳孔、その目。




　見られていた。




「っ？」ばっ、と本棚の陰へ顔を戻す。だが、遅い。

「ＳＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

　階層中に響き渡るかと思える、蛇女の叫び。室内のヌシ達が、一斉に入り口へと向き直る。

「やべっ！」頭を振り、尊たけるは戻り「退却！」

　号令。全員で駆け出す。

「どーしちゃったんですかせんぱい！　ぼーっとしてましたよ！」「すまん！　何かされてたっぽい！」「それよか、どんな奴やつが!?」

　走りながら説明する。津つ久く澄づみが眼鏡を押し上げた。

「蛇系の魔書生物は、目で金縛りとか魅了かましてくるのがいるわ。邪じや眼がんってやつ」

「くらったのそれかー！　面目ない！」

「やっっべえ、次々来るぞ！」

　殿しんがりの大おお国ぐにが切迫した声を上げる。尊たけるも脳内地図のヌシ達を確認し、

「階層の奴やつ等らが全部こっちに向かってきてる!?」

　総毛立つ。エスキュナが悲鳴を上げた。

「ひぇえ～!?　に、にげ、逃げなきゃ！」

「直進はケルベロスと鉢合わせになる！　右に迂う回かい！　五ｍの後、左折！」

　指示を飛ばしながら、尊たけるは戦慄を覚える。つまり、あの巨大な蛇女は。

「ウッソ、階層支配者!?　まさかこンな浅い層で」津つ久く澄づみが珍しく、真しんに驚きよう愕がくした声を出す。

「なにそれ!?」

「さっき言ってたやつよ！」津つ久く澄づみが言い、大蛇のヌシを間一髪でやり過ごし、「フロアを支配する特別なヌシ！　普通は十層以降で初めて出てくる代物なの！」

　大蛇はまた別の多頭蛇のヌシと喧けん嘩かを始めた。尊たけるが脳内地図を使い、誘導したのだ。

「あんなことできるんだ～」「ヌシによるけどね！　協調しちゃうのもいるし」

　再び、守す砂さ隊は走り出す。

「それにしても」十層以降に現れる特別なヌシと同格。それはつまり。「とてもじゃないが喧けん嘩かしちゃダメなやつだな！」

　しかも、このフロアのヌシ全体に指揮する能力も持つ。こうなれば、五層の攻略は……

「また合流して来たっすよ！」

（後のことより、とにかく今ここを逃げなきゃな！）

　既に、守す砂さ隊の後ろには三体のヌシが数じゆ珠ず繫つなぎになって追いかけてきている状態だ。

「い、今どこ走ってるのわたしたち!?」「知るか！　センパイ信じてとにかく走れ！」「次左！」

　後輩の悲鳴を聞きつつ、尊たけるは『亡失迷宮』の記述をフル活用する。脳内地図。強敵マーク。そして今も、未踏地強化の能力により守す砂さ隊は一割増しの脚力で逃げている。

　一瞬でも迷えば、ヌシの群に囲まれて八つ裂きだ。地図を広げる手間も必要無く、迷わず・全力疾走で・最適ルートを走り抜けられる。守す砂さ尊たけるの魔書能力、その本領発揮と言えた。

　左右の書架が一瞬、途切れる。複数の通路が見える。

「よし後は右の通路を一直線だ！　隊列考えずに全力疾走！」

　最後の通路。あそこを抜ければ、後は上へ昇る梯子はしごのある地点だ。いける、と感じた刹那。




　瞬間。覚えがある寒気。あの時。躍りかかる何か。この身を宙に舞わせる寸前に。




「っ────『自己拡大』！」

「守す砂さチャン!?」

　津つ久く澄づみが先頭から焦あせった声を投げかける。尊たけるの魔書記述利用ができる、最後の一回だ。魔書の力を使い切ることにより、通常の能力すらも低下する。だが、

「みんな通路に飛び込めェッ！」

　感じ取った。半径五ｍ。上空から降下する巨大な鷲わしを。

　轟ごうッ！　と。翼を含めれば数ｍを越える大おお鷲わしが、かぎ爪を閃ひらめかせて舞い降りた。

「あぁっ！」「ぐっ！」「うおぉあ！」

　尊たけるの号令で飛んでいた津つ久く澄づみ・エスキュナ・大おお国ぐにの三人が、梯はし子ごへ続く通路に倒れ込む。

　尊たけるは。

「守す砂させんぱい!?」

　エスキュナが気付いて叫ぶ。

「は……ははは」

　尊たけるは、胸から右腕にかけて夥おびただしい血を流し、通路前にいる。通路に背を向けて。

「今回は、上出来……！」

　一瞬の空くう隙げき。そこへ、後方から追いかけていたケルベロス他のヌシ達が雪な崩だれ込んでくる。

「ガァアッ！」獲物を逃した大おお鷲わしが大風を吹かせながら羽ばたき、口くち惜おしそうに舞い上がる。

　先を争うように、三つ首の犬が。大蛇が。無理矢理陸に上がった海獣が。煌きらめく皮の獅し子しが。

　腕を広げて通路を背にする、尊たけるへと殺到する。最も先んじた獅し子しが、前脚を振り上げた。

「セ……センパイッッ！」

「大おお国ぐにィ！」血が籠もった喉で叫ぶ。魔書『亡失迷宮』を後ろ手に投げた。「これと、俺！　持ってけ！　間違えるなよ！」

　そこで。怪物の動きがゆっくりに見えた。さらに、

（あ、やべこれ、走そう馬ま燈とう）




　思い出す。かつてのこと。大怪け我がをしたあの時のこと。

　あの時のように、彼のように。俺は。

　やれているだろうか。




　振られる爪の、凶悪な横薙なぎ。如い何かにゆっくりと見えたところで、尊たけるの能力では避さけることなど出来はしない。防ぐことはもっと無理だ。

　だが。ゆっくり見えるなら。良く見て。少し顔を上げて。

「ぐえ」

　当てる位置を少しずらすのは出来た。

「ぎゅわぁー！　守す砂させんぱーい!!」

　エスキュナの珍妙な悲鳴は、なんとか聞き取れた。

　首が飛ぶ。尊の視界がぐるんぐるんと回転し、暗闇に途切れる。




　　　○




「っ、おおりゃあ！」

　尊たけるの首が通路方面に飛び、鍾しよう乳にゆう石せきの書架に当たって跳ねる。それを、空中で大おお国ぐにが捕らえた。

「センパイ！　大丈夫っすか！」「ンなわきゃ無いでしょーが！　逃げるわよ！」

「っ……！　せんぱい……」

　走りながら。エスキュナが後ろを振り返る。死してなお、通路に上体をもたれかけさせて塞いだ、首無しの尊たけるが目に入る。

「うっ、うぐぐ！　せんぱい～～～～～！」

「『せんぱい』はこっちの頭の方だから！　走りなさい！」

　当然、すぐに死体のバリケードなど突破される。しかしそれは、守す砂さ隊残り三人が梯子はしごを昇る数秒を稼いだ。

　敗走であった。










[image: 五章　図書委員は書架を征す]




「ぶはぁっ!?」

　尊たけるが身を起こす。手を見る。体を見る。ある。

「まーじで服も一緒に戻ってくんだなあ……」

「ふう……起きたわね」

　傍かたわらで、津つ久く澄づみの嘆息。直後に、

「「ぜんばい～～～！」」

　エスキュナと大おお国ぐに、二人が抱きついてくる。ぴいぴい泣く後輩達をあやしつつ、尊たけるは津つ久く澄づみを見上げた。見える風景は、迷宮書庫のエントランスだ。

「何とか退却成功か。後任せちまって、悪かったね、津つ久く澄づみ先輩」

「いーのよ。アナタの地図があったから、帰りも楽なもんだったわ」津つ久く澄づみが肩をすくめる。「便利リュックは明日取りに潜らなきゃだけどね」

　ああそうか、と尊たけるは軽くなった背中を思う。一緒に戻るのは服までのようだ。

　死を利用した退却。事前に作戦の内には含めてはいたが。

「まーさか、あそこまで追い込まれるとは……。ごめんなみんな。俺が見つかったせいで」

　顔を上げた後輩達も含めて、尊たけるは詫わびた。

「んなことねえっすよ！　そもそもセンパイいねえとあそこまで行けてねえし！」

「そーそー！　それにせんぱいのおかげで逃げれたんでプラマイゼロですよ！」

　口々に言ってくる二人に、津つ久く澄づみも眼鏡の奥の瞳を笑ませた。

「ンふふ。そーね。迷惑かけあって、助け合うのが隊ってもンよ。ミスも取り返したんだから気にしないの」

　かつての自分の基準からすれば、死を前提にした作戦など下の下のさらに下だと尊たけるは思う。

　だが、彼等の気遣いが今はしみる。

「……………………ありがとうな、みんな」

　守す砂さ隊の面々が破顔する。




　　　○




「とりあえず、守す砂さチャンのカバン取りに行かなきゃね」

　翌日の昼休み、食堂。示し合わせて守す砂さ隊の面々が集まっている。

　昨日は消耗が激しかったため、即時解散。尊たけるが確かめたところ、制服、ベスト、ポケットに入れておいたものは一緒に戻ってきている。

　エスキュナが野菜スティックをぽりぽりやりつつ、

「あれ、探索道具があれこれ入ってるんですよね？」

「『亡失迷宮』は持ち帰れて良かったっす」

　うん、と尊たけるは頷うなずいて。方針を説明する。

「とりあえず入り口にあるはずの僕の鞄かばんを回収。その後はまた探索だね。奥に行かなきゃ追いかけ回されるのは防げるはず……」

「あそこのヌシの弱い部類でも、もし戦うならアタシ達だと一匹に全リソース突っ込む羽目になるわ。その上、勝てるかどうかは不透明。徹底的に避けなきゃね」

　ちっ、と大おお国ぐにが悔しげに唸うなる。実際、十層前後のヌシと同じ魔書生物だとするなら、正面から対抗できるのは津つ久く澄づみのみ。他の三人は一撃でもまともにもらえば倒されてしまう。

「でも、探索自体はそこまで大変でもないですよね。ザコがいないし」

　エスキュナの声に尊たけるは頷うなずく。ヌシの徘はい徊かい密度は高いが、『亡失迷宮』の魔書能力であれば避けて進むことは可能だ。

「問題は。五層の隠しフロア奥に超ヤバいのがいる。そして僕達じゃそれに対抗することはできないってこと」

　守す砂さ隊は、迫る月末の隊長会議にて『危険な階層の情報を無条件に開示し、未熟な隊に実力に見合わない無茶な探索を煽あおった』という文句を付けられる流れがある。

「ほぼ難癖ですけどね～。ぶ～」

「で、しゃらくせえからへっぽこが死なねえように詳しい地図作ってやらあ、と」

　エスキュナがぼやき、大おお国ぐにが乱暴にまとめてくれた。

「今のアタシ達でどうするかよねえ……アラこれおいし」

　新作パスタをちゅるりとやった津つ久く澄づみが目を輝かせ、一旦皆が思考時間とばかりもぐもぐ。

　エスキュナはニンジンスティックを咥くわえてぽりぽり、大おお国ぐには唐揚げ定食＋ラーメンをずるずる。尊たけるは総菜パンをいちご牛乳でぎょくりと飲み下し、声を上げた。

「地道な手段としては、苦労しながらヌシを一体ずつ片付けていく」

　尊たけるが指を立てる。ただこれは、月末までの日数を考えると中々厳しい。探索を後回しにする必要も出てくる。続けた。

「もういっこは、できるだけの地図を作って、これまでのモノと合わせてお茶をにごす」

　ううむ、と昼食空間に妥協の空気が落ちる。

「隠しフロアも、地下四層までは出来てるわけですからね」

「やれるだけやるってのには、賛成っすね。イケるとこまで行ったら弱めのヌシ倒してみんのはどうすか？」

「とりあえずの方針はソレでいいンじゃない？　まだ五層の全容となるとサッパリでしょ」

　確かに、ヌシを避けて行き着いた場所が偶然ボス部屋だっただけで、空白はまだまだある。

「まだやれることがあるのに悩んでてもしょうがないね」

「今は思おも兼かね隊が多少削ってくれた状態だしね。がんばりましょ。……はい、ゴチソーサマ」

　と、津つ久く澄づみが手を合わせる。いつの間にかの完食である。

「あっやば！　時間！」

　気付けば昼休みが終わるまであと五分、といったところだ。サラダ付きランチのメインを放置していたエスキュナが慌てた。

「ふええ間に合わない～！　あっこらバカヤチ！　せんぱいまで！　取らないでよ～！」




　　　○




「渡せなかった……」

　しょぼん、と。騒ぐ守す砂さ隊を涙目で眺めつつ、離れた席で弁当箱を抱えるのは天あま寺てら三み火かだ。

「朝渡しとけって言ったのに」

　隣の思おも兼かねが嘆息して、三み火かの夕食になるであろう弁当を見やる。今日は涼しめだ。まだ悪くもならないだろう。

「タイミングが……タイミングが……」

「剣道の試合で『機なんて作るものでしょ』とか言ってたじゃない」

「あうう……間合いが……機先が……」

「はいはい。──とはいえ、何か深刻そうだね、彼」

　思おも兼かねは先日のことを思い出す。自らの隊も結構な被害を受けたが、守す砂さ隊の提供してくれた魔書生物の配置図のおかげで無事に帰還出来た。

　三み火かは隊員のため自由度はあまりない。だが、思おも兼かねは隊長だ。久く恵えの借りもある。

「ふむ」




　　　○




　地下閉架迷宮書庫、地下五層隠しフロア。

「うっそだろおい」

　一日ぶりで降りてきたそこには、入口付近から徘はい徊かいするヌシがいた。頭が二つの巨犬だ。

「思おも兼かねセンパイのとこが倒してたんじゃねえのかよ？」

「そのはずでしょ。だって昨日いなかったし」

　ヌシが歩き去るのをやり過ごしてから、通路口に落ちている尊たけるの鞄かばんをそっと回収する。

「遠くのが偶然ここまで来てるって可能性は？」

　流石さすがに軽く汗をにじませた津つ久く澄づみの問いへ、尊たけるは軽く首を振った。

「昨日は見てない奴やつだ。しかも」

『自己拡大』発動。壁向こうへ、さらにもう二体の反応がある。この個体は、先ほどまでの脳内地図には存在が記されていない。

「昨日思おも兼かね先輩が倒したと言っていたのは、四体」

「つ、つまり……？」恐る恐るという風に、エスキュナが聞いてくる。

「予測だけど」前置き。後輩達が唾を飲んだ。「ここのヌシ、一日で復活する……と、か」

「んな「ありですかそんなのおおおおお～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」




　四層、梯子はしご前。

　ぜいぜいと、四人が肩で息をしている。

「もがもが……」「お前マッジふざけんなよ……」

　エスキュナの口を塞いだ大おお国ぐにが、嚙かみ付つかんばかりに怒る。

「図書館では静かにな、ほんと」

「念のため、少しここで時間潰しましょーか」

　エスキュナの叫び声を察知したヌシが駆けて来たので、急いで上に昇ってきたところである。

「はあ……とはいえ、練り直ししなきゃならんのは確かだ」

　がりがりと尊たけるは側頭部を搔かく。

「間違いないんすか？　その、一日でっつうの」

「たぶん。津つ久く澄づみ先輩」

「ハイドーゾ」すぐに察して、彼は懐ふところから数枚の紙片を渡してきた。

　先日の、走り書きした五層隠しフロア地図だ。ヌシの大体の位置も点を打ってある。そこへ、

「……………………」

　尊たけるが脳内地図を参照しながら、点を新しく打っていく。三点。それは、先日侵入時に空白気味だった地点を見事に埋めた。おそらくはもう一体も復活し、近場にいるだろう。

　覗のぞき込む一同の顔が、見事にしかめられた。

「うおー……きっつ」大おお国ぐにの呟つぶやきは、全員の代弁だった。

　一体に全力を使い果たして対抗できるかどうかというヌシが、何体もうろついている。

　しかも一日で復活する。沈黙が周囲を埋めた。

「──行けるところまで行くぞ。戦闘は全避け。気付かれた時点で四層へ即撤退」

　尊たけるが声を上げたのは。数分して、五層のヌシ達も散っているだろうと思われた頃だ。

「せんぱい……」

　眉をへにょっとしているエスキュナへ、

「昼も言ったろ」尊たけるは笑ってみせる。「悩むのは、やれること全部やってからだ」

「…………そうネ」

「だな！」

　津つ久く澄づみと大おお国ぐにが立ち上がる。

「は、はーい！」慌てて、わたわたとエスキュナも腰を上げた。

　着いてきてくれる隊員達をありがたく思いながら、尊たけるは考える。

（とはいえ諦めずに探索する、だけじゃあ最低限──隊長として、出来ることはしないとな）




　　　○




　翌日、土曜日の図書館。もっとも、ここは地上である。

「ん────む……」

　尊たけるは唸うなっていた。今日は当番でも無い。利用者だ。

　個人用の学習席で座っている。色々、考えをまとめたいところであった。

（五層隠しフロアで踏破できたのは、恐らくは全体で言えば三割程度）

　ペン先を方眼ノートに落とし、荒くメモしていた脳内地図を方眼紙に写していく。

（探索はスローペースにならざるを得ない。倒しても翌日には復活するヌシが、全体で十数体以上うろついているからだ）

　描いた地図へ赤点と、それを囲う図形を書いていく。大体の徘はい徊かい範囲だ。

「ううむ……」

　結論としては、五層隠しフロアを探索出来る隊は相当限られる、と言わざるを得ない。他の隊には尊たけるのような常時見られる脳内地図も、強敵感知も無いのだ。必然的に多数のヌシとの戦闘が避けられない。余裕で死ねる。

（いや～、しかしインチキだな『亡失迷宮』。戦闘用の記述が無いことを差し引いても）

「尊たける。それ、見てもいいやつ？」

　声は横からかかった。尊たけるが振り向けば、そこには返却本を抱えた三み火かがいる。

「まだ途中だから渡せないけど、見るくらいなら。……今日当番なの？」

「うん、もう少ししたらお昼休みだか……はっ！」

　三み火かは何かに気付いたように一瞬硬直した。

「ちょ、ちょっと待っててね……！」

　すり足にて高速移動し、ずばばばば、と熟練を思わせる手さばきで次々と返却していく。

（おおすごい）

　尊たけるが感心していると、離れた机に座っている眼鏡の少女と目が合った。思おも兼かねだ。軽く頭を下げれば、彼女も頷うなずいた。すると、手ぶらになった三み火かが思おも兼かねに呼ばれた。

「○○××」「◇◇△□」

　何やらやりとりをした後、三み火かが思おも兼かねに手を合わせた。思おも兼かねは無表情のまま、こちらに親指を立ててくる。意味が分からず、とりあえず尊たけるも親指を返した。

「た、尊たける、お昼どうするか決まってる？」

「学食休みだしコンビニにでも行こうと思ってるけど」

　戻ってきた三み火かが、腰だめにぐっ、と拳を握る。

「うっ、うっか、うっかり二人ぶん作っちゃってて。一緒に食べない？」

　嚙かみ気味に言ってくる。

（うっかり二人分ってどういう状況かな）と尊たけるが思えば。

　テンパり気味の三み火かの向こう、思おも兼かねが再び、無表情に親指を立てた。先輩の助言である。

「うん、じゃあ、ごちそうになろう、かな」

　ぱあ、と三み火かの表情が明るくなった。




　　　○




　館外へと向かう二人を見送って、思おも兼かねはやれやれと背中を伸ばした。

「手のかかる子。さて。消えちゃったわたしのお昼、どうしよっかな」




　　　○




「そんなことになってるんだ、隠し通路の先って」

　五月も後半になれば、外も結構暖かい。そんなわけで、二人は中庭にて弁当を広げていた。

「例えばだけど、委員長の隊なら正面突破出来る？」

　尊たけるの問いに、三み火かはパスタサラダをむぐむぐしながらしばし考え、難しい顔で告げた。

「やってみないとだけど、難しいかも」

　想定外の答えに、尊たけるは驚きの声を上げた。

「御み高たか隊でもだめなの？」

「一日で復活するっていうのがね。ヌシ自体はそんなに被害も少なく倒せそうだけど、それでもケルベロスレベルのを十数体も倒したら、それなりに記述の回数を消耗しちゃうんだよね……。最後のそのでっかい蛇女を考えると……」

　それだ。階層支配者の魔書生物は、その強さの想像がつかない。

「朝一で行って、半日休憩挟んで深夜行く、とかなら何とかなるかなって感じ」

　ただそれは、隊員のスケジュールや開館時間的に中々難しい。

「複数隊で協力、とかは」

「今の状況じゃ中々難しいでしょうね。最後に行く隊がいいとこ取りになっちゃうわけだし」

　むむむ、と尊たけるが卵焼きを食べつつ唸うなる。

「そこまで難儀な話だったかあ……あ、甘いやつだ。おいしい」

「ありがと。今日はソレ考えるために図書館来てたの？」

　尊たけるは鞄かばんから借りてきた本を取り出す。三み火かが受け取って、

「『世界の怪物退治』……」

「ほら、魔書生物でいるでしょ、伝説から出てる奴やつ。倒し方が利用できないかなって……」

　ふむ、と三み火かがぱらぱらめくる。検討しているのか、いくらかの沈黙の後、口を開いた。

「参考にならなくはないと思う。……けど、こういうのって元の──魔書になるような古い本からは結構脚色されてるからね。うっかり勘違いして行くと痛い目見るかも」

「うーん」少し皮が焦げてる焼き鯖さば（だがうまい）を白米とほおばる尊たけるだ。

「仮に弱点が分かったとして、そういう攻略手段を、使ってる魔書から出せるかも問題よね」

　そもそも武器などは学校に持ち込むこと自体が難しい。

「あと何より。実際に相手が何かはっきり分からないとそれ以前の問題だね。津つ久く澄づみ君も、ケルベロスとオルトロスくらいしか正確な名前は分からなかったんでしょう？」

「うむむ。そうかあ……」

　先輩探索委員からの意見に、尊たけるは頷うなずくばかりだ。思わぬ会食だったが、普通に参考になる。

「ところでこれ、私に言ってよかったの？」

「うんまあ。どうせ月末に共有するつもりだったし」それに、と続ける。「ミカ姉ねえが僕の不利になるようなことするわけないしね」

　三み火かが目をそらし、頰を赤くした。

「そ、それはそうと尊たける、これ食べる？　そっち少ないでしょ？」

　三み火かがコロッケを差し出してくる。見れば、尊たけるの弁当箱は女性向けのためか小さい。もうほとんど空だ。かつては山野でならした尊たけるは、外見上は細めに見えるが実態は中々の筋肉質である。ちと足りないのは確かだ。

「あ、お、うん」

　箸渡しは不作法なので、弁当箱を差し出す。が、

「はい」

　置いてくれない。というか、位置が高い。それどころか、近い。

「あーん」

　結構なマジ顔で、三み火か。尊たけるとしては、中々に「ええー」という感じである。

（弟扱いが過ぎるんだよなあ、ミカ姉ねえは！）

　人の目が、とでも言おうとして周囲を見回すが、休日の校舎中庭は閑散としたものだ。

「ううう」

　男としてどうか、という感はあるものの、三み火かの箸先は流石さすが、剣術道場の娘である。僅かにも震えが無い。尊たけるは観念して口を開けた。三み火かの顔がぱっと明るくなる。

（楽しそうだし、まあいいか……）

　そう、尊たけるが自分を納得させようとしたところで、

「ほうほうほうほうほうほう」

　たいへんに楽しそうな声は上から降ってきた。

「「！」」

　ば、と二人が上方を振り仰ぐ。二階の廊下の窓から、にまにま顔で覗のぞく顔がある。

「な～か～よ～し～じゃ～ん？」軽く日焼けした、金髪の三年生。

「ありゃ、雨あめ野の先輩」

　ちょっと恥ずかしいとこ見られたな、という尊たけるとは裏腹に、

「あわわわっわわわああっわわわわわ」

　顔真っ赤・目はぐるぐる・体全体がたがた震える三み火かである。

　危ないので、尊たけるは震えまくる三み火かの箸先から、落ちる前にコロッケをいただいてしまう。カレー味のじゃがいもが口の中に広がる。うまい。

「スッサー、ミカっち～」

　ややあって、降りてきた雨あめ野のがにっこにこしながら中庭にやってくる。

「休みに校内で何してたんです？」

「休日って教室にはあんまり人いないからさ～。あれこれできんだよね」

　にひい、と彼女は蠱こ惑わく的に笑う。追及しづらい。

「ううううぐぐぐぎぎぎぎぎ」

　真っ赤になった三み火かが、追い詰められた獣のようにうなる。雨あめ野のはひらひらと手を振った。

「いいじゃんいいじゃん、幼おさな馴な染じみ年下男子と仲良くしたって何も問題ないって～。しかもそれが」ずい、と尊たけるの方へ顔を寄せてくる。「今図書委員会全体の噂うわさの的、なカレでもさ」

　軽くではあるが。場に緊張が走った。尊たけるは弁当を空にしてから、雨あめ野のを見る。

「雨あめ野の先輩は五層の隠しフロア、行ったんですか？」

「うん。これしんどいやつ～、って帰ったケドね。珍しいヌシ見られたのは良かったかな～」

　どうにか表情を戻した（まだちょっと頰が赤い）三み火かが、抑えた声で聞く。

「雨あめ野の、あなたはどう思ってるの？　尊たけるのこと」

「えっあたし？　いやぁ、仕事も熱心だしいいコだとは思うケド～。でもそういうこと考えるのはもう少し趣味とか好きなタイプとか知ってからカナ～って」

「そ・う・じゃ・な・く・て！」

　再び真っ赤になって、三み火か。雨あめ野のはけらけら笑って掌てのひらを振った。当然のことながら、彼女も探索委員の中で流れる噂うわさは耳に入ってきているはずであった。

「あっはっはっは！　ミカっち落ち着きなよ～」天てん真しん爛らん漫まん、という具合の笑顔が、細まった。「スッサーの評価、ね。──あたしに利点があるかどうか、かな？」

　本題に入ったな、と尊たけるは思う。

　雨あめ野の隊の基本方針は、服飾と美容。四層隠しフロアでは、彼女たちの隊によりいくつかの資料が発見されたらしい。その中の一冊は超古代の画期的なダイエット本であり、発見者として優先的な貸出権がある雨あめ野の隊の面々は熟読しているとかなんとか。

「隠しフロアにゃあたしら向けの本もあったし？　別に現時点でどーこーは思わないかな～」

「雨あめ野の先輩」

　守す砂さ隊に敵意を抱いていないことは分かった。だが隊長の仕事として。もう一歩踏み込む。

「午後から、ちょっと付き合ってもらえませんか」

　雨あめ野のが興味と警戒、半々の光を目に宿らせた。挑むような尊たけるの視線と交錯する。

　三み火かは彼の後ろで、鳩はとが豆鉄砲を連射されたような顔をしていたのだが。




　　　○




　昼食は後に回して、読書を続けていた思おも兼かねがエントランスの自動ドアが開く音に目を向ければ、そこには入ってくる尊たけるの姿がある。

「……お、戻ってきた……ん？」

　だが。彼の後に続くのは見慣れた長身巨乳ポニーテール剣術女ではなく、金髪女子。雨あめ野のだ。二人は連れだって、エレベーターへと歩いて行く。

「なにゆえ？」

　小首を傾かしげる。しばらくして、今度こそ黒いしっぽを揺らしつつ彼女の友人が現れた。

「…………………………………………」

　ふらり、ふらりと歩いて、思おも兼かねの隣の席へ、すとんと大きな尻を落とす。

　視線を横に送れば、その口からは何か魂的なものがほわほわ出ている。ような気がした。

「南無。さて、それじゃあ私も昼ご飯に行こっかな」
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「んでな～に～？　彼女ほっぽって連れ込んじゃって。年上大好きっ子か～？」

「そんなんじゃないですって」

　てくてくと尊たける達が歩くのは、地上二階。場所の分類は３００番台。その中でも『伝承、民話』の表記がされる３８８の書架群だ。

「ここの本をちょっと調べてたんですよ」

「ふぅん。なんで？」

　先ほど三み火かに言ったことを、もう一度説明する。返答も、似たようなものが返ってきた。

「ソレ結局、対策が取れるかだよね～。そんで、実際の化物がどうだったかよりも、重要なのは、そいつが出てきてる魔書になんて書いてあるか、なわけだし」

「ですね。でもその前段階として、元の情報が間違ってたり、一般に出る過程で変わっちゃってたら元も子もないし。詳しい人に特定してもらった方がいいかなって」

「ふぅん…………」

　そこそこ真面目そうな本を数冊取って、人気の無い閲覧席へ。対面に座る。

「んで？　あたしに用事って、結局何？　読み聞かせでもしてほしい？」

　たまにこども室（一階児童書コーナーの一角）でやるから上手いよー、雨あめ野のは笑う。しかし、視線に油断はなく鋭さを保ったままだ。

「……言っとくけど。無条件でそっちに付けってのはナシよん。スッサーもツクズミンも嫌いじゃねーけど、あたしらも他の隊からムダにニラまれたくないしさ」

　都合良くはいかない。それを頷うなずいて、尊たけるは取引材料を差し出した。

「これ、雨あめ野の先輩ですよね？」

　スマホの画面を見せる。そこには、顔は見切れているがかなり露出度の高い衣装を身にまとった女性が映っている。

　普段着ではありえない肌面積とヒロイックな雰囲気を併せ持つ──大雑把に言ってしまえば、ファンタジー世界を題材にしたコスチュームのようだった。

「ちょっとスッサー、これ何のセクハラ？」

　少し冷えた声が返る。怒りを内に秘めた女性の声というのは、中々に怖い。海外の山屋などの荒くれとはまた違う怖さだ。とはいえ、尊たけるは引かない。

「このゲーム、やってますよね？」

　画面を切り替えて差し出したのは、大人気のファンタジー系ソーシャルゲーム。過去には尊たけるもちょっとやっていたし、今もエスキュナが現役で遊んでいる。

「……珍しくもないんじゃね？」

　写真の女性の格好は、そのゲームの人気キャラのものだ。

　尊たけるはエスキュナからこのゲームのランキングの話を聞いたことがあった。そして、かつてやっていた頃を思い出し、なんとはなしに１位のＨＮを検索にかけてみたのだ。

　果たして、それは一つのＳＮＳアカウントを導いた。

「UZUMEさん、ですか」

　新しく表示されたスマホの画面。UZUMEというそのアカウントの自己紹介文には、ゲームのタイトルと『コスやってまーす！　ランキング１位とっちゃった！』とある。ゲーム画面のスクリーンショットも豊富にあり、UZUME本人であることは疑いようがない。

「コスプレ写真も多数アップしてますね。ちょっと過激じゃないかと思いますが」

　先ほどの画像もその中の一枚だ。アップロード日時は数日前。

「…………」

　雨あめ野のの表情は未まだ崩れてはいない。

（こんな悪趣味なこと続けるの嫌なんだけど）

　苦く思いながら、尊たけるはいくつかの写真を開く。一見、どこともしれぬ撮影場所であるが、

「これ、駅裏の貸スペースですよね。んでこっちは大橋近くの廃病院。こっちは遠景からすると母ほ衣ろ町ちようのどっかかな。全部この市内です」

「!?」

　雨あめ野のが目を見開く。

　尊たけるの抑えきれない欲求。行ったことの無い場所を、探検したい。

　法的に不可能な場所を除けば（大きな声では言えないが、それもいくつかは）、尊たけるがこの街で訪れていない場所は、ほとんど無い。

「さっき、休みの校内で何してたんです？」

　先ほどのゲームは現在、学園イベント開催中だ。コスプレは、ロケーションも重要である。

　さらに。最高レアである学生服姿の限定キャラは、なんと排出確率１％。幸運に頼らず引くには課金が必要であろう。懐ふところ具合が中々厳しいと、エスキュナも雨野も言っていた。

　どはーっ、と。雨あめ野のがため息をついた。

「あ～～～も～～～……はいはい。ランキング１位でコスプレイヤーのUZUMEちゃんはあたしですよ……！」

　認めてくれた、と尊たけるも内心で嘆息する。彼としてもこれ以上はやりたく無かった。

「すいません、隠してることをわざわざ」

　他にも、いくつか推定する要素はあった。魔書生物の名前は基本、雨あめ野のが付けているという話だが、神話伝承が出典の魔書生物はほぼ元と同じ名前が付いていた。後から「やっぱあいつの名前コレだわ」と訂正することもあったようだ。

「リスペクトというか、ファン特有の行動ですよね」

「…………」ぷい、と背けるその顔は少し赤い。「好きなの、あーいうの」

　聞けば。美容と服飾は元々の趣味であったという。ただ中学生の頃、そフアのンタ手ジーの世界に出会い、

「相性ピッタリじゃね？　ってね。綺き麗れいになればタショーカゲキな服でも似合うし、服縫えんなら、絵の服も自分で再現できっし」

　さらに、通う高校にはおかしな地下書庫探索のバイトがあった。

「衣装に美容とか、とにかくおカネかかっからね……。あとゲーム代も。地下書庫探索は、知識にストレス発散に運動におカネに、一石四鳥ってわーけー」

　なるほどなあ、と尊たけるは感心する。そんな彼とは裏腹に、雨あめ野のは警戒を露あらわに見つめてくる。

「……んで、どーすんの？　黙っててやるから言うこと聞けって脅すつもり？」

　両腕で自らを抱きかかえて言う雨あめ野のに。尊たけるはぱちくりと瞬またたきする。

「？　脅す？　いや、元から人が隠してることを外に話すつもりはないですが」

　雨あめ野のは怪け訝げんそうな目で尊たけるを見返した。

「雨あめ野の先輩の趣味がそういうことなら、あそこ踏破出来れば先輩にもメリットあるかなーって思ったからですけど」

「メリット？　あたしの？」

「でもそれには、雨あめ野の先輩の趣味をちゃんと確定させないと交渉できないじゃないですか」

「交渉…………」

　ぴく、と雨あめ野ののデコった眉が動く。目的は脅しではなく。

「それに、五層隠しフロアの本、ここらと一緒、３８８辺りで。神話伝承の生き物やら道具やら服やら、そんな感じでしたし」

　雨あめ野のは。しばらく考え込むようにうつむき、眉間に指を当て、少し唸うなってから。

「何よもぉ～～～～～～バリ焦あせった～～～～」

　顔を上に向けて、手で覆う。さらに、

「ごめんねスッサー……あんなことやこんなこと求められたらどうしようってなってた汚い心のあたしをゆるして……」

「……雨あめ野の先輩？」

　彼女は小声で何やらぶつぶつ言ってから、顔を正面へと。いつもの笑顔に戻っていた。

「いーよ。じゃあスッサー、地下五層で見たヌシ、特徴でいいから全部教えて」

「協力、してくれるんですか」

「隠しフロアの攻略に関してだけ、ならね」

　雨あめ野のは笑いをにんまりと深くする。

「あと──スッサーのこと、ちょっと気に入っちゃった。ミカっちにはナイショだなこりゃ」

　後半は聞かなかったことにして。尊たけるは五層の情報を並べる。

「これ……ケルベロスに、オルトロス……？　あと蛇に、ワシ」

　雨あめ野のが反応したのは、やはり大量のヌシだった。

「ちょいスッサー、見たヌシ全部思い出して。どんな外見だったか。一匹残らず」

「え、ええ？　はい、ちょっと待ってくださいよ……」

　むむむ、と尊たけるが記憶を絞り出す。特徴を箇条書きしていく。

「ふ─────ん……他には多頭の蛇、でかいライオンにワシ、巨大な猪いのしし……で、最さい奥おうの親玉は、でっかい蛇女。ちょいとそれ貸して」

　雨あめ野のは、尊たけるが持ってきていた伝説の生物を解説した本から一冊を取って、ぱらぱらとめくる。ややあって、あるページを開いて差し出した。

「多分、こいつね」

　そこに描かれていたのは、尊たけるの見たものに近い存在だった。下半身は蛇、上半身は美しい女性の怪物。記されている名前は、

「エキドナ……」

「ギリシャ神話の怪物よ」解説をなぞるように、雨あめ野の。「色んな怪物を産んだ、ギリシャ神話界のモンスターペアレンツね、文字通りの。背中に翼があるって話もある。親はカリロエとかガイアとか諸説あるけど、大体神様。だから魔書生物の中でも相当ランク高いよね。旦那はテュポーンって言って、これもギリシャ神話で最大の怪物で────あ……」

　突然の早口に呆ぼう然ぜんとしていた尊たけると、我に返った雨あめ野のの目が合う。

「……ん、んんっ！」

　彼女がブレーキをかけた。少し顔が赤い。

「なんか言いたそうだねぇ、スッサー」

「いや、先輩詳しいなあって」

「うっさいなあ。普段話さないもんこんなの」

「好きなことだし、しょうがないですって」

　にこにこ笑って、続きを促す。

「なんかフコーヘーだな……スッサーも今度シュミのこと聞かせなよね」唇を突き出してから、続ける。「ま、旦那はいいか。今はエキドナ」

「確証はあります？」

　デコった指が解説ページをさす。そこには『エキドナの子供達』という項目がある。

「伝承によって違うんだけど、エキドナの子供達は、今スッサーが教えてくれた五層のヌシ達の特徴にあてはまんの。ケルベロスもオルトロスも、エキドナの子供」

「！」ここに来て、尊たけるも気付く。「五層の隠しフロアは、まるごとエキドナの巣……？」

「多分ね」

　雨あめ野のも頷うなずいた。となると、尊たけるには思い出されるものがある。

　あの五層の深しん奥おうで、蛇女の尾元で見た、あの白い物体は。

「……卵だったんじゃないかと思うんです。数も思おも兼かね隊が倒した数と、多分同じ」

「たまご。……なるほど……エキドナは多数の怪物を産んだ。こっちの場合は、フロアのヌシが倒されるごとに、それを復元するために」

　きょとんと呟つぶやいた後、雨あめ野のは呟つぶやく。一日で復活するヌシ達。その理由だ。つまり、

「エキドナさえ倒せば、翌日即復活は無くなる……んじゃね？」

　二人は目を見合わせて頷うなずいた。




　　　○




　翌日から、守す砂さ隊の五層隠しフロアへのアタックが続いた。

「とにかく地図と、うろつくヌシの場所と種類を特定する」

　地下閉架迷宮書庫エントランスの床に書きかけの地図を広げ、尊たけるが宣言する。

「エキドナ……ですっけか。そいつは倒さなくていいんすか」

　大おお国ぐにの問いにエスキュナも頷うなずく。

「そーそー。それ倒さないと、いつまでもヌシが復活しちゃうんでしょ？」

「俺達が倒す必要はない。というか、倒せない」

　きっぱりと、言い切る。津つ久く澄づみが眼鏡の奥の片眉を上げる。

「なンか……策があるのね？　倒さなくても月末の隊長会議を乗り切る策が」

　一年組が津つ久く澄づみを見る。尊たけるが頷うなずくと、今度はこちらを見た。

「そっちは隊長の俺の仕事。今はただ、正確な地図と、敵の情報が必要なんだ」尊たけるは一同を見回す。途中、目に入った受付嬢は、感情の伴わない目を向けている。「悪いがその間は、見つけた新規図書の報酬も後回しだ。乗ってくれるか。みんな」

　守す砂さ隊の面々が、互いの顔を見合わせた。

「……………………」

　策はある。だが、最初の関門がこれだ。守す砂さ隊の仲間が付いてきてくれるか、どうか。利益的には他の隊へ乗り換えても不思議はない。

「いやそれ、前に聞いたじゃないすか」

　──のだが。大おお国ぐにが今更何を、と言う風に不満顔をした。続ける。

「俺、元々センパイに付いていくつもりだったしな」

　エスキュナはちょっと悩むフリをしていた。だがあごに指を当てている顔は、にやけ面だ。

「わたしとたまにゲーム遊んでくれたらいーですよー」

　数秒も間を置いて、言ったことはそんなことだった。大おお国ぐにに肩をどつかれて、喧けん嘩かを始めた。

「面白いコト、見せてくれるのよね？」

　微ほほ笑えんで聞くのは津つ久く澄づみだ。地上にいる時の尊たけるがやる、薄い笑いとは違う。期待の笑みだ。

（俺は今）意識して、口くち端のはを上げた。（同じ笑いが出来てるかな？　昔みたいに）

「もちろん。期待していい」

　いつの間にか大おお国ぐにとエスキュナも喧けん嘩かをやめ、こちらを見ている。尊たけるは号令した。

「いくぞ」

「「「おー！」」」




　　　○




　五月末、放課後。

　釣り餌は足りるかな？　と自問しつつ、尊たけるは図書館会議室の椅子へ腰を下ろす。

　隊長会議が、始まる。




「住すみ吉よし姉が脱落しました。宇う賀か隊は新規隊員を募集しています」

「柵さく隊も一人脱落。補充は済んでます」

　隊長会議は最初の各隊報告から、少し趣を異にしていた。欠員報告がいくつか重なる。報告に含めてはいなくとも、死亡して連れ帰ったという隊も相当に多いという推測は立つ。

　深層を攻めている隊は目立った被害の報告はない。それが何を意味するか。

「報告にもありましたが、浅～中層を主に探索している隊に、被害が増え続けていることについて、いいですか」

　一通りの各隊報告が終わって、最後の意見の場で。加か来くが挙手し口を開いた。

「最近は意見が活発じゃなあ」「良いいことですよ。加か来く君、どうぞ」

　にまにまとしたフブル司書と御み高たかの促しに、加か来くが立ち上がる。

「原因は──先月のことからも分かるように、守す砂さ隊の活動の結果です」

　ざ、と居並ぶ隊長達の視線が尊たけるへ向けられる。流石さすがの尊たけるも、ちょっと居心地が悪い。

「守す砂さ隊は低層の詳細地図を公開、共有しました。それだけなら問題は無かったかもしれません。しかし、その地図には未踏区域への道筋までもが掲載されていた」

「……それの何が悪いと？」

　質問したのは思おも兼かねだ。加か来くが答える。

「──図書館探索は基本、早い者勝ちの競い合いで行われてます。それは探索を活発化するためでもありますが、自分たちの力で進むことが重要だからでしょう。借り物の力では長続きはしない。少なくとも、俺は隊長をやってそう思ってます」

　彼は尊たけるへ視線を寄越す。無言で見返すと、ふんと彼は視線を周囲に戻した。

「それに、他の隊が提供する地図……自分たちに身についていない知識では、ミスする可能性も高い。その結果が今月の被害拡大です」

「その責任は隊ごとに負うのが当然じゃねえの？　要は判断ミスだしさ」

　別の隊長が発言する。尊たけるにも見覚えがあった。確か、四層隠しフロアの小部屋でそれなりの成果を手に入れた隊だ。彼の発言は正論ではある。しかし、

「俺は加か来くに賛成かな。気が散るっつうか」

「普通に降りる分には段々難しくなってくのに、隠しフロア側は一気に殺しに来るからな。参るわ。騙だまし討ちみたいなもんだ」

「私のところも、そのせいで入ったばっかりの子が抜けたし……」

　被害を受けた隊を中心に、加か来くへの賛同が続いた。加か来くが腕を広げる。

「これ見よがしに美う味まい話をぶらつかせれば、乗っていく隊が増えていくのは無理もないでしょう。もっとまずいのは、低層を行く、まだ先が長い隊が被害に遭っていること。この先も放っておくと、一年先二年先の探索委員が歯抜けになりかねません」

　実際に出ている被害を論拠に上げられると、皆が少々考え込む様子を見せた。

（んーむ、理論としては少々無理筋なん、だが）

　尊たけるが表情は変えずに苦く思う。誰だって、自身に被害が来てしまえば、巨視的・長期的な判断が二の次になってしまうのは無理もない。

（大人ですらそうだし……いや、むしろ生々しい利権だのが絡からむ分余計にひどかったか）

　冒険家としての過去を思い出す。外の世界では、遺跡一つ探索するのも自由ではない。保全などがあるために仕方のない面も、あるにはあるが。

　そして、この場唯一の大人であるフブルは、場と報酬を設定するのみである。探索委員全体の運営は、生徒に委ねている。にまにまと笑いながら。

（楽しそうだなあ、もう！）

「だからそりゃそっちが悪……」「四層のつもりでちょっと入っただけで……」

　喧けん騒そうが始まりかける様を、彼女は幼い口を歪ゆがめて無言で眺めている。ぱん、と音が響いた。

「お静かに。発言は挙手のあと」

　御み高たかだ。皆が黙り込んだのを確認し（フブルは残念そう）、彼は頷うなずいた。

「加か来く君、続けて下さい」

「はい」加か来くが表情を引き締めた。結論に行くつもりだ。「守す砂さ隊の活動の内、詳細地図の配布を制限するべきと思います」

（そう来たかあ……）

　加か来くは意図的に、守す砂さ隊の他隊員救出行動を意見から外した。それは実際に益を受けている隊があるからだろう。それまで否定すると、賛同意見を減らすことに繫つながりかねない。

（落ち着け）尊たけるは考える。加か来くの目的は何か。（僕が持ち込んだ新しい探索方針で、探索委員の被害が増えたことへの不満）

　実際はどうかと言えば。尊たけるは被害を報告した隊長達を見る。

（現状、隊員の被害が増えてるのは間違いない。それが僕の地図による隠し通路発見が一因だということも、一理ある……。だが、詳細地図は必要なんだ。長期的に見れば被害も減るし、何より外部からの地下レファレンスへスムーズに対応できる）

　人が求める知識にたどりつく、助けになる。少なくとも尊たけるは、そう信じている。

（対応策がエキドナの排除と、五層隠しフロアの完全な地図。でも、僕達の戦力じゃあ大量のヌシもエキドナも倒せなくて無理だ。だから、他の方法が必要）

「……ふむ。では決を……採る前に。守す砂さ君、反対意見はありますか」

「それじゃ、意見というか、提案を」

　そういうわけで、尊たけるが立ち上がる。入れ替わりで鼻を鳴らして加か来くが座った。

「地下五層、隠しフロアの探索──これを、複数隊合同で行いたいんです」

　出鼻に叩たたき込んだ。隊長達が一斉に顔へ疑問を浮かべ、口々に言い立てる。

「何言って──」「自分らで出来ねえから人に頼るって？」「寄生でもするつもり？」

「静かにしてくれ」隊長達を挙手しながら抑えたのは、意外なことに加か来くだ。「いいか？」

「どーぞ」尊たけるが発言を促す。

「図書探索委員は競い合いで回っている、と言ったばかりなんだが。どういうつもりだ？」

「競い合いにならないからだよ。今説明するね」

　言って、尊たけるは移動する。隊長十数人の視線を背に受けながら、壁かべ際ぎわのホワイトボードを持ってきて、用意していた拡大コピー用紙を貼る。

　通路。赤点。それを囲う丸印。いち早く気付いて、御み高たかが言った。

「これは──地下五層隠しフロアの地図、ですか？　ヌシの配置と、基本徘はい徊かい範囲まで」

「はい。確認したヌシは十数体、完成度は六割程度ですけど」

　隊長たちが興味深げに注視する。尊たけるはホワイトボードの空きに五層の仕掛けを書いていく。




一、通常の魔書生物はおらず、ヌシのみが多数存在する。

一、ヌシの平均的な強さは十層前後にいるヌシ程度である。

一、このフロアのヌシは撃破しても一日で復活する。

一、最さい奥おうにエキドナというヌシを産むヌシが存在する。階層支配者。

一、エキドナを倒せばそれ以外のヌシは一日での復活は不可能と考えられる。

一、最さい奥おうの部屋には少なくとも五体以上のヌシが存在する。

一、エキドナに見つかった場合、フロア全てのヌシに追われる。




「なんだこりゃ……」「エグすぎ」「悪意しかねえ」「倒すだけムダってこと？」「二桁層行ったってこんなとこねえぞ」「どーりで減らないと思ったんだよ」

　ざわざわと、その難易度を知った隊長達が言葉を交わす。

「少なくとも一日での復活は本当。私達の隊で数体倒したヌシが、翌日いた」

　発言したのは思おも兼かねだ。尊たけるにとっては助かるアシストである。

「このエキドナとかいう大ボスみたいなのは？　マジでいるのかこんなの」

　また別の隊長が言う。

「スッサーの持ち帰った情報から調べた～。雨あめ野の隊からも、まず間違いないって言っとくね」

　次に答えたのは雨あめ野のだ。思案顔の隊長達の中、一人得意げに背もたれに体を預けている。

「守す砂さ隊と情報交換をしていたと？」特に責める口調でも無く、御み高たか。

「競争関係ではあるけど～、取引を禁止された覚えはないしね」

　雨あめ野のが魅力的に笑い、尊たけるへウィンクを飛ばした。薄く苦笑して流しておく。

「待って下さい、守す砂さの勘違い、もしくはこの場しのぎのデタラメを言っている可能性は」

　加か来くの反論に、尊たけるも即座に応じる。

「誰も得しないよ、それ。僕達は現状手詰まりなんだから。そうでないなら、さっさと踏破して独り占めしてるさ」

「三隊の証言があるならば、確度は高い情報でしょうね。一隊での攻略は難しい」

　補足するように呟つぶやく御み高たかに、良く言うなあ、と尊たけるは思う。

（ミカ姉ねえと話してから日が経たってる。当然委員長は話を聞いたはずだ）

　実際に一度挑戦し確かめていたとしても、不思議はない。

「トップクラスの隊ですら攻略が難しい。なら、どこかの隊がヌシを減らした直後、ハイエナのように攻略を狙うしかない……けど、それは競い合いじゃない。出し抜きでしょ」

　尊たけるの言葉に、加か来く、ひいては他の隊長達もむう、と唸うなる。

「守す砂さの言う前提を信じるとしてさー。肝心の──協力するメリットは？」

　乗ってきたのは、以前守す砂さ隊に隊員の救助を頼んだ女子隊長だ。視線が再び尊たけるへと集まる。

（さて、ここだ）

　各隊の協力を取り付けるには。尊たけるの目的のためには、ここで身を切る覚悟が必要だ。

「まず、欲しい人数は最低十二人。先行、陽動、討伐の三隊分です。先行隊が倒せるだけのヌシを排除。陽動隊が残ったヌシを引き付け、討伐隊がエキドナを撃破する」合間を作らず、続ける。「そして。このフロアで見つかる報酬は参加する隊へ均等に山分け。これは参加した隊員の数関係なく」

　餌その一だ。この発言に、隊長達の視線に検討の色が加わった。さらに踏み込む。

「これは僕達が既に見つけてる五点の資料も含みます。まだ報酬受け取りはしてないので。そして五層の隠しフロア、今まで見つけた資料の価値は、二桁階層の資料と同レベルです」

「そうじゃな。なんでかと思っとったが、こういう企たくらみか」

　沈黙を保っていたフブル司書が肯定する。彼女は明らかに面白がっている。

　場に「そこまでやるか」という空気が広がった。報酬額はかなりの額になる。

　だが、これではトップ層の隊への希求度はまだ低い。彼らは元から十層以下に潜っているし、『分割じゃなあ』というわけだ。現に御み高たかの他、数隊は未いまだに値踏みするような目をしている。

（だから、さらに餌を下げる）

　エキドナの力は未知数だ。トップ隊の協力は必要である。

「最後の大部屋は全面書架。あの規模なら、未登録図書だけじゃない。魔書があるはず」

　あえて、言い切る。ざわ、と。これまでとは質の違う気配が満ちた。

　実際は、確認してみないと分かりはしない。しかし、階層支配者のような大物がいる場合、それが記されている魔書が同じ部屋にある可能性はかなり高い。

「魔書の新刊か」「前に見つかったのはどこだっけ？　十六層？」「これも山分け？」「使用権は複数隊になるのか？」

　新しい魔書。その資料的な価値は言うまでもなく、探索委員全体にも大きな意味を持つ。戦力的には習熟の期間が必要になるとはいえ、

（俺の『亡失迷宮』みたいな──）

　特殊な能力を持つ魔書であれば、探索に与える影響は大きい。ざわつきは続く。

「いやしかし、本当にあるのか？」「あったら儲もうけモンくらいには考えとくべきだが……」

「これは津つ久く澄づみ先輩も同じ意見です」

　疑問に差し込むように、伏せていた札を尊たけるは出す。津つ久く澄づみの言葉は説得力を持つ。何せ副委員長であり、

「守す砂さ隊は言い出しっぺだから、協力者が多く出ない限りは全員提供します。津つ久く澄づみ先輩は討伐隊への参加を予定してます」──戦力としても彼は一級である。

「津つ久く澄づみ先輩が壁役タンクを……っ、と」

　思わず呟つぶやいて、口をつぐんだのは加か来くだ。彼は先月まで津つ久く澄づみと隊を組んでいる。盾役としては委員随一。その力は十分に知っているのだった。

「守す砂さ自身は何するの？」

　もう一人、発言を差し込んできたのは思おも兼かねだ。尊たけるは頷うなずいた。自らの能力も、餌の一つだ。

「僕の魔書能力は脳内のオートマッピングとヌシの感知、そんで周囲の探知能力です」

　探索特化の能力披露に、数人の隊長が真顔になった。それはトップ層に顕著だ。

　そうしておいて、尊たけるは自隊から最大の餌を差し出した。

「だから、僕は陽動隊です。最さい奥おうの部屋まで行って、エキドナ以外の全てのヌシを引き付けて、死ぬまで逃げまくる」

「「「「！」」」」

　数人がひいふうみい、と地図上のヌシを数える。

「四割ほど未踏だし、全体だと二十は軽くいるよな……」「いくらかは先行して減らすっつっても」「まず間違いなく──」

　そう。文字通りの決死隊だ。それを負う。

「もちろん、どの隊の死者も、帰って来れなかった場合は、作戦後に参加隊合同によって救助をする約束をしてもらいます。現段階だと、僕と守す砂さ隊残りの二人は陽動隊に参加。もちろん他に陽動が向いてる人の参加があれば変更はありますが」

「複数隊が同時にフロアにいることになるけど、地下閉架迷宮書庫の過剰反応については？」

　また別の隊長から質問が飛ぶ。これにはフブルが答えた。

「同時におることになるのは陽動と討伐か。普段でも二隊がかち合うくらいはままあることじゃし、数十ｍも離れておれば平気じゃ。一つ所におっても、一分程度なら問題はあるまい」

　三度、検討の色が会議室に満ちた。だがそれはこれまでより一段深い。

（実現可能性のある作戦、トップ層にも旨うま味みのある報酬、最も危険な役割。守す砂さ隊が提供できるものは全部出した）

　だが。それでも。新参者への探索委員達からの信頼は疑わしい、と尊たける自身は考える。この計画も、どこまで信用されているか。隊ごと参加してくれるところはまずあり得ない。

（何な故ぜなら、新顔である僕の計画に乗って、危険な階層でまるごと全滅すれば救助が来るか分からない。それは、ある程度関わりのある思おも兼かね隊、雨あめ野の隊だってそう考える。僕がそのつもりでも、相手は同じように考えない。当たり前だ）

　保険は必要だから『一人からの参加ＯＫ、報酬は参加人数に拘かかわらず全隊山分け』とした。

　これで、果たしてどうか。緊張しつつ、尊たけるは一同を見守る。

　す、と挙がる手があった。

「思おも兼かね隊は一人、提供する。人員はこれから決めるけど」

「雨あめ野の隊も～。あたし、行っちゃうよ。振り分けお願いね、合同隊長？」

　双方共に有力な隊の率先した参加表明、しかも片方は隊長自ら。場がどよめいた。

（ふたりともありがたいな～、けど……）

　同時、雨あめ野のの発言によって尊たけるへ視線が向く。合同隊長。御み高たかがくすりと笑った。

「そうですね。実現した場合、この合同隊の隊長は言い出しっぺの守す砂さ君に任せましょうか」

（まじで）尊たけるはちょっぴり焦あせる。もっとも経験のある委員に任せようと思っていたのだ。

「……そして」苦笑しつつ、御み高たかは自分のスマホを取り出した。「先ほどから通知が鳴り止やまなくて……誰ですか天あま寺てらさんに教えたの。御み高たか隊も、とりあえず彼女を出しましょうか」

（ミカ姉ねえ！）

　同時、思おも兼かねが尊たけるを見て一瞬だけドヤ顔をした。彼女のアシストである。女子高生にかかれば、ノールック机下スマホ通信アプリ操作など造作もない。

　これで、七人だ。しかもトップ層の実力者が数人名を挙げている。しかし。

「加か来く隊は遠慮させてもらうぞ」

　視線を向けず、加か来くが言う。これはある程度予想していたことだった。が、

「うちはちょい考えさせてもらってもいいかな」「隊で相談したいんだが」

（む、押し切れなかった……）

　加か来くの発言で少し波が退いた。他数人が、同様の発言をする。

「ふむ。考慮期間も必要ですかね。加か来く隊が議題に上げた守す砂さ隊の地図公開制限については、今回の結果を見てからということにしましょう」

「くっ……」

　加か来くも不承不承ながら、これを受け入れた。

　宇う伊い豆ず学がく園えんは二期制で、中間テストは六月下旬。決行日は翌週の土曜となった。

「最後に」話がまとまったところで、守す砂さは再び声を上げた。「守す砂さ隊は一点だけ。要望を出します。これは利益分配には何の関係も無い、ちょっとした心の報酬だと思って下さい」

「ふむ。それは？」

　御み高たかの促しに、尊たけるは頷うなずいた。口を開く──




　　　○




　一週間後。決行日だ。前日のミーティングを経て、総勢十一名が地下閉架迷宮書庫エントランスへ集まっていた。

　守す砂さ隊四人の他、三み火か、雨あめ野の、思おも兼かね隊の久く恵え、そして、他隊から皆みな戸と、小お山やま津づ、大おお和わ田だという隊員がやってきていた。さらには、

「御み高たか先輩。いいの？」

　まさかの委員長本人の出座である。探検モードの尊たけるに、彼はにこやかに答える。

「ええ。魔書があるとすれば、委員長としては捨て置けませんから。それに、階層支配者ともなれば希少なヌシです。データが欲しい」

「十一人か……」

　尊たけるはあごに手を当てて呟つぶやいた。一隊四人には少々足りないが、先行と討伐の人員を減らす訳にはいかない。

「しょうがない、陽動隊を三人で──」そう言いかけた時だ。

「まだ合同探索隊、いるかー？」

　エントランスの扉が開いた。

「谷たにクン！」

　久く恵えが歓声を上げる。現れたのは加か来く隊の隊員で、かつて秘密裏に守す砂さ達が助けたことのある二年生の少年、谷たに九く郎ろうだ。

「あら……良いいの？　アナタ。加か来く隊は不参加って」

　津つ久く澄づみが意外そうに言った。

「いいんだ。加か来くにはもったいないからって押し通して来た。納得はしてなかったみたいだけど」彼は守す砂さへと笑いかける。「借りもあるしな、守す砂さには」

　これに、集まった面々の半数ほどが苦笑した。御み高たか隊や雨あめ野のを除いた彼等は、久く恵えと同じく、かつて守す砂さ隊により救助されたメンバーがいる隊から派遣されていたのだった。

「助けてもらった奴やつ、あれから注意深くなってな」「分かる～。使えるようになったわ」「まあ、他の奴やつの声かけなら来なかったけどよ」

　空気が軽くなり、口々に談笑が起きた。これは、正直尊たけるには望外のことと言えた。

「……ムダじゃなかったんだね、わたし達のやってたこと」

「だな」

　エスキュナと大おお国ぐにが笑い合う。それを背中で聞きつつ、尊たけるは手を打ち合わせた。

「よし！　これで三隊を組む！」

　まず先行隊は雨あめ野のをリーダーとして久く恵えと皆みな戸と、大おお和わ田だ。

　陽動隊は尊たける・大おお国ぐに・エスキュナ・谷たに。

　そして討伐隊に御み高たか・三み火か・津つ久く澄づみ・小お山やま津づだ。

　これはそれぞれの魔書能力による相性が重視された。雨あめ野のは戦闘においては、リーダーとなる方が能力を発揮しやすいという理由でこうなった。

「んーじゃ、まずあたしね。みなのものーついてこーい」

　雨あめ野のの号令に、三人が「はーい」「うぃーす」と声を揃そろえる。この短時間で既に他隊の隊員を掌握している辺り、ただものではない。

「んねえ、スッサー」彼女がこちらを振り返った。

「なんです？」

「あたしが危なくなったら、助けてくれる？」

「はあ、そりゃ救助依頼が来れば勿もち論ろん助けに行きますけど」

　にかり、と。名前とは裏腹に、雨あめ野のは太陽のように笑う。跳ねるように一歩、尊たけるへと近付いて、彼の唇へひとさし指を押し当てた。

「?!」

「うっふっふ。言げん質ち取ーった」

[image: ]

　その指をぺろりと舐なめながら、「やる気出てきたぞー」と彼女は迷宮書庫へと入っていく。

　奇妙な沈黙が場に満ちた。

「アラヤダ。大変ね守す砂さチャン」眼鏡を光らせ肘でグイグイと津つ久く澄づみが突いてくる。楽しそう。

「せんぱい、デレデレしすぎじゃない？」反対側から突いてくるのはエスキュナである。

「え、えー。はい、この内に陽動タイミングの打ち合わせをするぞー……」

　敢あえて考えずにそう言ったところで。ぽんと肩を叩たたかれた。

　振り返ると、にっこり笑う御み高たかである。

「その前に。ちょっとあそこで尋常ならぬ眼光になっている天あま寺てらさんをなだめてもらえますか？　合同隊長」

　仕事が増えた。




　　　○




「ずいぶん、カリカリしてる」

　降ってきた声に、加か来くは顔を上げる。声の主は、返却から戻ってきた思おも兼かねだ。

　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館地上一階。エントランスカウンターである。

「別に、そんなことは」

「ここは図書館入ってすぐの所。笑顔とはいわなくても、せめて眉間のしわは取って」

「む……」

　言われて、ばつが悪そうに加か来くは顔を揉もむ。

「原因は、なに」

　問いに、加か来くは意外を得る。この思おも兼かね八や呼こという上級生は、今まで個々の委員の事情を聞くようなことはなかった。

「──谷たにの奴やつが、急に例の作戦に参加すると言い出したんです。ダメだって言ったのに、あれこれ説き伏せてきて。おかげで、今日の探アタ索ツクは取とり止やめで」

「おかげで、いつもサボりの探索委員が、今日は当番にやってきたと」

　さらりと差し込まれた嫌味に、加か来くは決まり悪く黙る。探索委員は、図書当番をサボりがち。加か来くもその例に漏れない。

「随分、守す砂さを敵視してるのね」

「別に、そんなことは」

　ない、と言いかけて、加か来くは思おも兼かねの視線に射い貫ぬかれた。地下十階層以下を攻める隊の隊長である彼をして、思おも兼かねは侮あなどれない。浅～中層の依頼をこなしながら、ヌシを排除する。浅層組の安全に最も貢献しているのは思おも兼かね隊だ。加か来くとて、初心者の頃はその恩恵を受けている。

「長い目で見れば、詳細地図の作成はプラスに傾く可能性がある。それは貴方あなたも分かっているでしょう。どうしてあそこまで目の敵にしたの？」

　やり過ごせないか、と加か来くは嘆息。

「……別に、俺は自分の言っていることも間違いだとは思ってないです」思おも兼かねの視線を、見返す。「ただ俺は、中学の頃の守す砂さを──あいつを、知っている」

「地下閉架書庫迷宮に潜ると、昔のテンションに近くなると。そのこと？　少し言葉が荒くなるくらいでしょう」

　加か来くが首を横に振って、呟つぶやいた。

「そんなもんじゃないですよ。……あいつの、昔のあいつは──暴君みたいなものだった」

「暴君って」

　少し呆あきれて、思おも兼かね。彼女の認識する守す砂さ尊たけるとは、あまりにそぐわない。

　加か来くは嘆息を返した。

「あの頃のあいつは、言ってみたら征服欲とか、支配欲とか……そういうのの塊だった。山だの谷だの、遺跡だの。自分がそこに立つっていう欲求のためだけに生きてるような奴やつだった」

　午前中だ。来館者はそこまで多くない。思おも兼かねは入り口付近を確認してから、続きを促すように視線を戻した。加か来くも再び、ためらいながらも口を開く。

「中二の時、あいつと話をしたことがあって。どこだか外国の山を制覇した後だったと思います。割と上機嫌で。歯を剝むき出だしにして、獲物に嚙かみ付つくように、笑って──。




『俺は、全部が見たい。全部の場所を踏みしめたい』

『難しいだろって隠されてるものを、全部暴きたい。それが、最高に気持ちいい』

『マスコミだの、取り巻きだの、付いてきたいなら勝手にしろ。骨の髄まで利用してやる』

『俺が行きたくて、俺が行くんだ。他は全部、どうでもいい』




　──正直、マジかこいつって思いましたよ」

　その意外に、思おも兼かねの目が開かれた。加か来くは鼻を鳴らして言う。

「だから、俺はあいつの言うことが信用ならない。『みんなのためになる』だと？　お前がそんなタマかってね」

　これ以上言うことはないというように、彼は前を向いた。眉間のしわもそのままで。
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　地下閉架迷宮書庫エントランス。およそ、二時間の後。

「つっかれたー！　ごめん、中央通路に皆みな戸との死体が残ってる！」

　汗みずくになった雨あめ野の達が帰還した。エントランスの中央で一同大の字になって、

「みずー！」と叫ぶ。

　渡されたペットボトルを飲み干し、久く恵えが言った。

「九体やっつけた～。雨あめ野の先輩まじすご……」

　うおお、と一同がどよめく。犠牲者は出たとは言え、予想以上の成果だ。

「久く恵えセンパイもすげぇな……」

　さしもの大おお国ぐにも感心しきりだ。谷たには久く恵えの手を握って声をかけている。尊たけるも労ねぎらう。

「おつかれさま、雨あめ野の先輩」

「ふふふ、見直した？　倒したのはね～、こいつと、こいつと……」

　雨あめ野のが拡大コピーした地図の赤ヌ点シに×印をつけていく。

「一応進行ルートにいるやつは叩たたいといた。走り抜けて問題ないと思う。……あとね、伝承によっちゃ不死身扱いされてるのも、普通に殺せた。だからここの元になってる魔書記述、一体一体に細かいものは無くて、多分系譜とか、それだけなんじゃない？」

「ありがとう雨あめ野の先輩。いい情報だ。死体は回収に行きたいけど……終わってからだな」

　尊たけるが立ち上がる。それに大おお国ぐにとエスキュナ、そして谷たにが追随した。

「討伐隊は俺達より五分遅れて突入。渡した詳細地図を使って、最短で地下四層隠しフロアの梯子はしごへ。俺達は討伐隊を視認したら地下五層へ降下。討伐隊は俺達のまた五分後に降りて」

　三み火かへ向けて、尊たけるが地図を開いて作戦内容を解説する。

「地図の上を北として話す」

　五層隠しフロアは、大別して、中央を南北に貫く大通路と、大通路から横道で繫つながる北東・北西・南東・南西・南、五つの小通路から成る。

　大通路は天井が十ｍ近いが、小通路はエキドナの部屋を除けば天井はいくぶん低くなっており、その分の上部は書架となっている。

　この地図上で大別すれば、梯子はしごは南側中央。エキドナのいる大部屋は北西だ。

「俺達はエキドナにわざと見つかってから北東方面に逃げ、その後南西方向まで引っ張る。討伐隊はその隙に大部屋に突入してエキドナを撃破。突入タイミングには気をつけて」

　早すぎても陽動隊を追うヌシ達と鉢合わせするし、遅すぎると陽動隊の負担が増す。

「エキドナは獲物を見つけると叫び声を上げた。あれを一つのタイミングにしてくれ」

　言い置いて、陽動隊を引き連れ、尊たけるは梯子はしごを下りた。




　四層は先行隊が最短ルートの『影』を始末していたこともあり、ほぼ素通りだ。五層もまた、雨あめ野の達の奮闘により進行上のヌシは排除されている。だが、

「本番はこっからだ」

　最さい奥おうの大部屋、その口を開けた壁の近くへたどりつき、尊たけるは三人へ耳打ちする。

「俺が見つかって、すぐに戻ってくる。後はひたすら俺に付いてきてくれ」

「ウス」「はーい」後輩二人が頷うなずいて、

「おいおい、ちょっと待ってくれ」谷たにが慌てたように小声で言ってくる。「そんなんで大丈夫なのか？　なんかこう、もうちょい作戦とか……」

「必要ねえよ。センパイよかここに詳しい奴やついねえんだし」

「そーですよ。谷たにせんぱいもここ初めてでしょ？」

　初めて守す砂さと行動する谷たには不安げに嘆息する。彼の魔書能力は事前に尊たけるへと伝えられている。その射程、特性を聞いた彼は「ありがたい。一手増えた」と、そう言った。

「谷たに」その尊たけるが呼びかける。

「お、おう」

「今から逃げ回るわけだが、一瞬でも迷うと死ぬような場面が、おそらく出る。反射だけに意識を割いてくれ。ルート選択、状況判断、攻撃指示。考えることは全部俺がやる。即座に従って欲しい。──隊長として、こう言うのは恥じるべきなんだが……谷たにの命、一回くれ」

　理屈はあれど、俺を信じて死ねと、そう言われて。

「あ～～～」がりがりと谷たにが頭をかく。「普通なら、ざけんなって言うとこなんだが……久く恵えとのことがあるしなあ。お前等いなかったら、俺あそこで脱落してたかもだし」

　拳を前に出してくる。応じて尊たけるも拳を出すと、谷たには軽く打ち付けた。

「今回だけな。いっちょ頼むぜ、合同隊長。──せめて上う手まく使えよ」

　親指を立てて。尊たけるは部屋へと入り込む。

（姿を見ると魅了が来る）

　ならば、どうするか。部屋に入る瞬間、あるものを真上に放る。

　そして。エキドナと目を合わせる。その異形の姿態に、視線が惹ひき付つけられる。彼女以外の景色が曖昧になり、意識が持って行かれる。その瞬間に、

「あだっ！」

　ごづん、と頭部に衝撃。視界がはっきりする。落ちてきた魔書をキャッチして、即座に身を翻ひるがえす。同時。

「ＳＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

　エキドナの叫び声。そして、殺意が階層中に満ちる。

（魅了されたままだとそのまま餌え食じきになるんだろーな！　で、それ破ると子供達呼ぶ、と！）

　走りつつ考え、隊員の元へ。速度は緩めずそのまま走り抜ける。全員が付いてくる。この中で最も足が遅いのが尊たけるだが、地図を完全に把握し、リアルタイムで階層中のヌシの動きが見えるのも尊たけるのみだ。取るべきリスクだった。

「行くぞ…………！」

　死を前提にした逃走が、始まる。




　　　○




　地底を貫く叫びが響いた。

　遠くに聞くのは討伐隊。こちらも陽動隊に続き、五層へと降りて来ている。

「これは……」

「エキドナね。相変わらずでっかい声だこと」

「でかそうだなあ。もうちょい待てば、守す砂さ達が来るんだよな……ん？」

　御み高たかの言葉に津つ久く澄づみと小お山やま津づが言葉を返して、ただならぬ気配に揃そろって後ろを振り向く。

「うぉっ……」「わっ」

「────────────────────────────────」

　天あま寺てら三み火かが。唸うなりを上げるような眼光を双そう眸ぼうにぎらつかせ声の方向を見ていた。

「天あま寺てらさん。気を抑えて。大部屋に入ってからです」

　少し慌てた御み高たかの制止に無言で頷うなずき、彼女が歩き出す。

「ちょっとちょっと。タイミング計らないと」

　津つ久く澄づみの制止に、三み火かは振り返らず答えた。

「ここから普通に歩けば大丈夫。地図の距離と尊たけるの歩幅と速度からすれば、集団なことを考えてこれで丁度」

　さらりと偏執的なデータを語りつつ、彼女は歩あゆみを止めない。

　男三人が（マジで？）（多分）（こえー）とこそこそ話しつつ、後に続く。

　果たして。数十ｍまで迫った横道から、複数のヌシを引き連れて走る陽動隊が飛び出し、

「「────」」一瞬の視線の交錯。

　彼等はそのまま東側通路まで走り抜けていく。

「行くわ。南東・南西の方から尊たける達を追うヌシに、見つからないようにしないと」

　呟つぶやいて、三み火かが姿勢を低く、滑るように走り出す。

「ちょっ、待ちなさいって」津つ久く澄づみが言いつつ駆け足になる。

「あーいけませんねこれ、戦闘モード入っちゃってます」御み高たかが処置無しと頭を振った。

「あの人いつもこうなの？」

　小お山やま津づの呟つぶやきに、御み高たかが走りながら含み笑いを漏らす。

「いつもはもう少し冷静ですよ。さっき守す砂さ君と目が合ったのが良くなかったですかね」

「言われたの」

　え、と走りつつ返す一同へ。三み火かは当然のように続けた。

「尊たけるがさっき言ってた。『早くエキドナを倒して助けに来てね』って」

「いや、何も言ってな……もが」

　小お山やま津づの口を津つ久く澄づみの手が塞いで、彼は横に首を振った。処置無し。

　可読範囲の広い魔書能力者はその身体能力の向上振りも高い。四人はほどなく、大部屋の入り口前へとたどり着く。

「皆なら心配無いと思うけど……奴やつの視線には魅了っぽい能力があるみたいヨ」

　口を開ける壁に背を付けて、津つ久く澄づみが注意をかける。

「それ、誰がかかったの？」

　顔を入り口へ向ける三み火かから。冷えた声。

「えー……その……守す砂さチャンが」気まずそうに言ってから、慌てて津つ久く澄づみは言い添える。「いやでもちょっとよ？　数秒だけ」

「そう」

　平へい坦たんな声に、うわあ、と声を漏らしたのは誰だったか。

　部屋へと全員が滑り込む。巨大な蛇体、そして滑らかな曲線を描く下腹部が目に入る。

　エキドナが、意外に身をたじろがせたように、一行には見えた。

「やっぱり結構なモンね」「おーおー、こりゃすげえ」「このクラスを見るのは中々珍しいですね。守す砂さ君達では手に余るのも分かります」

　各自、エキドナの『魅了』の視線を遮りながら口々に言いつつ、戦闘態勢を取る。

「『妖刀図録』一五五頁ページ、『村正』」三み火かが魔書から刀を抜き放った。

　ばづん、と。エキドナの発する怪しげな気配がこの空間から断ち切られる。天あま寺てら三み火かの魔書『妖刀図録』から現れる刀剣が斬るモノは、物理的な存在だけとは限らない。

「始めましょう。委員長、指示を」

「そうですね。後で拾いに行くのも面倒ですから、守す砂さ君達も生かして返したいですし」

　宇う伊い豆ず学がく園えん図書探索委員、その頂点に位置する者達による戦闘が、始まる。




　　　○




「うおおおおおオルトロスやばいな迫力が！」

　一瞬後ろを振り向いて、谷たにが叫ぶ。

「ちゃんと前見て走れ！　コケたら死ぬぞ！」

　彼等陽動隊は現在、五体のヌシに追われている。ヌシの中で最も速い四足獣型に対し、彼等の全速力は劣る。しかし、地形や扉、隘あい路ろを利用することにより距離を保っている。それを可能にしているのは、

「そこ左だ！　したら、二十ｍ直進！　────エスキュナ、右の柱折れ！」

「ゴーッタゴー！」

　ごしゃ、と走り抜けざま、指示通りにエスキュナが通路の壁になっている鍾しよう乳にゆう柱ちゆう、その中の細くなっている数本を蹴り折った。

「！　何を──？」

　谷たにが疑問を呈する中にも、即座にエスキュナは逃走に戻る。もっとも脚力が高い彼女ならば、多少のロスも取り戻せる。そして、谷たにへの答えはすぐに来た。

「ブォシャァァァァッ！」

　別のヌシ。多頭の大蛇が崩れた柱から首を突っ込み、追ってくる双頭の犬……オルトロスと衝突した。

「「グォオオォォオオアアアア！」」

　そのままもつれ合い、争い始める。

「同士討ち……？　そうか！　ここの奴やつら、みんな俺達を追ってるから、途中で横道が開けば突っ込んでくる……！」

　守す砂さ隊は、事前調査により、争い合うヌシ同士を調査している。リアルタイムで場所が把握できる尊たけるならば、ぶつけることは可能だ。

「そこ右！　扉の先！」

　地下閉架書庫迷宮の壁や床は破壊されても再生する。だからといって、魔書生物たちは自分から進んで迷宮書庫を破壊することは少ない。己も魔書、つまりは迷宮の一部であるからだ。

「だから、扉さえ閉めちまえばあいつら回り道するしかねえんだ……ぜえ、ぜえ」

　大おお国ぐにが、がしゃんと数本の鍾しよう乳にゆう石せきが束になった扉を下ろす。全員が数秒、息を整えるが。

「あいつらも、俺らの位置が分かってる。すぐ移動だ」

　常に動き、大量のヌシを引き連れる。それが基本の方針だ。現在陽動隊のいる位置は五層隠しフロアの北東。ここから回り道しながら南西まで移動する。

「南西からこっちに向かってくる奴やつらを、中央通路で処理する」

　処理とはいうが。無論倒せるわけではない。ならばどうするか。

　谷たにの魔書能力を聞いた際に導き出された一手。それを使う。

「来たっすよ！　四体！　全部いるっす！」

　五層隠しフロアの中央通路。北東通路から出てきた尊たける達へ、南西通路から現れていたヌシ達が走り来る。それは守す砂さ隊が事前に観測した数と同数だ。全て引き付けている。

「まだか!?」走りながら、谷たにが問う。

「まだだ！」尊たけるが答え、なお走る。

　背後からは延々引き連れたヌシ達が追ってきている。速度を緩める訳にはいかない。

　南西から来たヌシ群がこちらへ迫る。陽動隊も南西通路に向け走っているわけで、どんどんと距離が詰まる。

「ま、まだか!?」

「射程はギリギリなんだろ！　まだ！」

　走る。西洋の伝承に遺る、異形の獣たちが迫る。その距離が、三十ｍを切った時だ。

「今だ、行けぇ！」尊たけるが叫んだ。

「……！　『攻城録』二頁ページ『攻城塔』！」谷たにが叫ぶ。彼の目前に数ｍの高さを持つ、階段を備えた半透明の櫓やぐらのごときものが現れた。駆け上り、頂点から谷たには跳躍し、続けて叫ぶ。

「続けて六頁ページ『破は城じよう槌つい』！」

　彼の脇に、身の丈を遙はるかに超える巨大な杭くいが現れた。

「うお、すげ……！」大おお国ぐにが目を見開いた。エスキュナも大口を開けている。

　今の彼かれ等らは常人を凌りよう駕がする身体能力を持ち、銃弾ですら回避することも不可能では無い。しかし、それでも谷たにの出現させた魔書能力の迫力には一瞬意識を取られる。




　谷たに九く郎ろうの魔書『攻城録』。古今東西の城攻め兵器が記載された、図鑑的な本だ。成長するにつれ、近代の兵器が使えるようになると推測されている。そのいずれも、効果は大きい。

　しかしこの魔書、ほとんどの記述能力が激しい消耗を伴う。今の谷たにであれば、五、六回も能力を使えば、魔書の力は空である。

　その記述の一つ、破は城じよう槌つい。巨大な杭くいを撃ち出す記述能力。破壊力は凄すさまじく、ヌシにも大きな打撃を与えることができる。反面、巨大故に取り回しが難しく、狭い通路では使いづらい。さらには命中率も低い。

　だが加か来く隊には大いに歓迎された。地下閉架迷宮書庫の強敵を狙うに当たっては、その一点突破の攻撃力が高く評価されたのである。




　その力。先月超カマキリに襲われた際、反撃に放ったそれは虚むなしく迷宮の壁を崩した。

「ずりゃあっ!!」

　その力を、攻城塔から跳び上がった谷たには、目前に迫った天井へと撃ち放つ。

　轟ごう音おん。鍾しよう乳にゆう石せきが無数に垂れ下がる天井へ、破は城じよう槌ついが突き刺さる。そのままぶら下がって、

「もう、一丁ぉ！」

　再びの魔書記述解放。再装塡された破は城じよう槌ついが、穴へと重ねて撃ち込まれた。

「行ったか──!?」

「おう！」

　谷たにが着地する。陽動隊は天井を一顧だにせず走り続ける。

　それは、天井の破壊へ一瞬目を奪われたヌシ達との、決定的な差になった。

　ほぼ交錯直前まで迫っていた獣たちの脇を、尊たける達は走り抜ける。獣たちが意識を探索委員達へと戻した瞬間、それは来た。

　地下四層と五層は、直接繫がっている。

「ギィィイィィィィイィ────────────！」

　緑色の、巨大な何か。それは天井に空いた穴から落ちてきて、危うく羽ばたいて着地する。

「ッ!?」

　全てのヌシ達が混乱する。自分たちの中心へ降り立った、その存在は。

「ギィアアアァァァァァアアア────ッ!!」

　単独を好む。小部屋に住む。他者が入ると排除にかかる。部屋を壊されると怒り狂う。

　地下四層のヌシ。超カマキリだ。

「あいつは見境無しに周囲に襲いかかる」

　鎌が振るわれる。反応が遅れた人面の獅し子しが、その喉に斬撃を受けてのけぞる。

「うおお、カマキリ野郎つええ！」

「小部屋から出てこない分強いって津つ久く澄づみせんぱいが言ってたもん！」

「うわあ、トラウマが……」

　かつて真っ二つにされた経験のある谷たには青い顔だ。南西のヌシ群と、北東からのヌシ群。行き逢あう十体を超えるヌシに挟まれた超カマキリ。乱戦が巻き起こる。

「巻き添え食うと俺らじゃ即死だぞ！　急げ急げ！」

　尊たけるに従い、陽動隊一行は南西通路へと駆け抜ける。

「これでしばらく時間が稼げるかな～……？」

　通路に入り込み、いくつかの角を曲がってエスキュナが呟つぶやく。

「あいつら、仲間割れ全滅は無理っすかね？」

「流石さすがに望みすぎだな。北東と南西のヌシ同士でも、戦闘は起こるだろうけど」

　守す砂さ隊の面々が話す所に、

「なあ、ところで」谷たにが進みながら言った。「ちょっと体が軽くないか？」

　規則正しい呼吸で走りながら尊たけるが頷うなずく。

「ああ。俺はこの辺り、初めて入るから」

「？　それが何の……？　いや、初めて？」

「センパイ抜かして、俺らが探索したんだよ」「そーそー。危ないから地味～に少しずつね」

「？　なんでそんなことを？　守す砂さって探索能力特化だろ？」

　疑問顔の谷たにに答えたのは尊たける本人だ。

「ここが粘る最後の場所になるからだな」

　言葉の意味は勿もち論ろん、魔書『亡失迷宮』の記述『未踏地強化』だ。

「なるほどな……。全部織り込み済みってわけだ」

　ふっ、と。迷宮の中の尊たけるからは珍しく、微笑が漏れた。

「事前準備が大半みたいな趣味を昔な。お、着いた」

　久方振りに、尊たけるの足が止まる。陽動隊がたどりついたのは、南西側の隘あい路ろになっているどん詰まりに存在する小部屋である。

「すぐバリケードを作るぞ」

　尊たけるが谷たにを遮る。彼のリュックからロープが取り出され、後輩組二人が受け取って道を少し戻っていく。これは打ち合わせ通りの行動だ。

「バリケード……突入前に聞いてはいたけど。そんな材料どこに」

「いくらでもあるだろ、周りに。ちょっと本に対して申し訳ない使い方だが」

　尊たけるが指し示し、取り出すのは。彼等の周囲にいつも、言葉通りにあった存在だ。

「ほ……本を!?　いいのかそれ?!」

「実本タグ付は無いから安心してくれ。ここのは調査済みだ」

　尊たけるは言いつつ鍾しよう乳にゆう石せきの書架から本をごっそりつかみ取り、通路を埋めるように並べていく。

「気が引けるのは分かるんだけど、手伝ってくれよ。時間との勝負だぞ」

「お、おお……」いいのかな、と思いつつ谷たにもまた本を集め始める。

「せんぱーい！」

　エスキュナと大おお国ぐにが、紐ひもでくくった大量の本を持ってやって来る。

「おし！　とにかく積め！　まずは打ち合わせ通りのやつな！」

「「りょうかーい！」」

　尊たけるの指示の下、ひたすら本を積んでいく。その間、僅か二～三分。

「前にみっちり上の層で練習しといて良かったな」「最短更新したんじゃない？」

　出来上がったのは、低くなった天井近くまで通路を埋める本のバリケードだ。上部にのみ、隙間が開いている。

「来るぞ……やっぱあいつが最初だな！　谷たに！　一発分残して使い切っていい。頼む」

　ヌシの位置を俯ふ瞰かんできる尊たけるが小さく叫ぶ。

「わ、分かった。二頁ページ『攻城塔』！」

　谷たにの魔書が光り、バリケードの左右へ小さめの攻城塔が出現した。即座にエスキュナと大おお国ぐにがそれぞれ登る。

「あと二十秒くらいで来る。構えとけ！」

　尊たけるが脳内地図に集中し、命令を出す。

「「「……………………」」」陽動隊の誰もが、緊張感に蒸し暑さを忘れる。

「五……四……三……二……一！」

　カウントダウンの瞬間。バリケード天井近くの隙間から、影が現れる。同時に。

「ブチかませ」

「『オノマストス』！　テメー前センパイエグッただろコラァ!!」

「『スタディオン』！　ゴッタゴー！」

　影の正体は、凄すさまじく巨大な大おお鷲わし。雨あめ野のの解説によれば名前はエトン。初めて五層隠しフロアへ侵入した尊たける達を追いかけたヌシ達の一体だ。

　ズゴキュギッ！　と、肉と骨が擦れ軋きしむ。

　その首──陽動隊の面々の攻撃が、唯一通用する箇所──へと、渾こん身しんの右ストレートと後ろ回し蹴りが、左右から挟み込むように叩たたき込まれた音だ。

　かすれた怪鳥音（実際に怪鳥だが）を叫び、大おお鷲わしエトンは床にきりもみ回転して落ちる。

「よし！」

　あれこれと足留めしてなお、この空を往くヌシがいちはやく現れるだろうことは、尊たけるには分かっていた。だから、エトン用の対策は予あらかじめ練っていたのだ。

「谷たに！」「分かってる！　こいつでカンバンだ『破は城じよう槌つい』！」

　轟ごう音おんと共に、地に墜おちたエトンの頭部へと谷たにの魔書による一撃が真上から叩たたき込まれた。命中率に難があるとは言え、地上で寝ている相手に外すほどではない。

　大おお杭くいと地面に挟まれ、さしものヌシもその力が尽きる。黒く変色し、さらさらと崩れていく。

「やっぱ、ここのヌシは紙片にはならないんですね」「ヘビ女から産まれてるって話だからなあ」

「おーい、すぐバリケードの組み直しだ。次は蛇やら犬やらだから、厚くしなきゃ。急げ！」

　尊たけるがいち早く動き出し、指示を飛ばしつつ本の山を組み直している。ひと息いき吐つく暇も無い。谷たにがやれやれと頭をかいた。

「なんつうか……お前等があいつを信頼してるの、分かってきたわ」

　大おお国ぐにとエスキュナは一瞬顔を見合わせて、笑う。

「へっ、まーな」「あげませんからね」

　そうして、一行は再び本による建築に精を出し──数分後。

「間に合った……！」

　組み上がったのは通路の横幅を埋め、前後幅は二ｍと少し、高さ三ｍはある塁壁めいた代物だ。最下部には尊たけるの荷物から出したロープが三本通され、全体をくくって一体化させている。

　たかが数分でこれほどのモノが出来たことには理由がある。

「さっきの攻城塔、そのままにできるたぁな。やるじゃねえか」

「これ、消えないんですか？」

「破損させてるわけでもないからね。ただ、維持に神経使うから戦闘参加出来ないんだが……大丈夫か？」

　大おお国ぐにとエスキュナが登っていた小型のものだ。バリケードの内部、骨組みに使っている。

「ああ、どうせ下でバリケード全体を支える係が必要だったんだ。よろしく頼む」

「分かった。……津つ久く澄づみ先輩がいたら、この苦労も無かっただろうけどな」

　だが、エキドナの戦力が不明な以上、討伐隊の戦力に出し惜しみは出来なかった。

「無い物ねだりしてもしゃあないさ。──もうすぐヌシ達の本隊が来る。……頼むぞみんな」

　尊たけるに大おお国ぐに、エスキュナが、本に謝りつつバリケードの上に立つ。通路の奥をにらむ。

　尊たけるの脳内地図では、未いまだに十を超えるヌシ達の印が近付いてきている。速度にそれぞれ差はあるが、次に来るのは四つ足の獣タイプだろう。

（先行してくるのは二体か。──オルトロス、ケルベロスの他にも四つ足はいたと思うけど、死んだか、ダメージ受けて鈍ってるか……）

　ややあって。通路の奥、闇の向こうの曲がり角から、二体のヌシが姿を見せた。

　スフィンクスと、三つ首の犬・ケルベロスだ。双方に傷があり、スフィンクスは翼が折れ、ケルベロスは首が一つ項うな垂だれている。

「ツイてるな……やるぞ！」「おう！」「はーい！」

　尊たけるへ後輩組が答え、下からも「頑張ってくれ！」と谷たにの声援が飛ぶ。

（さーて……ここまでは計画通り）
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　天あま寺てら三み火かは、剣術道場の娘である。

　道場は江戸時代より続き、諸方面に顔も利きくようだが、三み火かにあまり興味は無い。

　ただ両親は好きだった。父親の言われるままに、もはや現在では使いどころの無いような──大昔に人や、それ以外に振るわれていた──剣を修めてきた。

　剣術自体に思うことは特にない。無かった。二年半前までは。

「尊たける君が、海外の山で行方不明になった」

　父親の重苦しい声。

　隣家の弟同然な男の子。両親同士に親交があり、自分たちも自然、仲が良くなった。

　年を重ねるにつれ、遠くなっていく彼。性格も変わったと人は言う。でも、冒険から帰る度、真っ先に自分の元へやって来て土産話を始める彼は、幼い頃から変わらない。

　本当は、寂しかった。それでも、冒険に行くからこそ自分の元へ帰って来て話をしてくれる彼がいた。だから、三み火かは自分を騙だませていたのだ。

　奇跡的な生還を果たした彼を見て、三み火かは思った。

（いややっぱ駄目だったわ。私がこの手で守らないと）

　彼女がそう行き過ぎた決意をした時、その手には剣があった。言われるがままに修めた剣に、意味が生まれた。

（このために、私の剣はあった）

　多分違うのだが、彼女はそう決めつけた。

　図書探索委員となったのも、まさか本当にいるとは思わなかった化物相手用の、己の剣と技を実戦で磨く他には無い機会だったからだ。

　無気力になっていく彼を側で見守り、そして彼は、三み火かと同じく図書館探索委員となった。

　抱いたものは、心配と、昏くらい喜びだ。

「この手で直接、尊たけるを守れる」




　今、目の前には仇きゆう敵てきがある。彼を追い回し、一度殺害せしめたエキドナなる階層支配者。

「阿あ婆ば擦ずれが。その首、斬って落として床に晒さらしてあげる」

　彼女の魔書『妖刀図録』。古今東西の妖刀魔剣がずらりと並び、適合者はそこから数多あまたの利剣を引き出せる。特筆すべきは、魔書から出した剣は『記載された伝承通りの力を表す』ということだ。それが、実際には後付けや迷信による類のものでも、だ。

　今彼女が持つ刀は『蛇切丸』。池の蛇神を斬ったという伝説にのみ名が残る刀で、実在したかも怪しいものであるが『妖刀図録』はそのような刀剣すら引き出す。

「洋の東西あっても、蛇には変わりないでしょう」

　長大な尾の一撃を切り払う。刀は果たして金属装甲めいた鱗うろこを破り、鮮血が舞った。

「ＳＨＡＧＨＨＧＨＨＨＨＨＨＨ！」

　苦く悶もんの声。

「痛い？」怒りを込めた蛇の目を真っ向見返す。「でもね、貴女あなたは私の大事な人を殺したの」あまつさえ魅了などと。「せめて、同じ目に遭ってもらわないと」
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「とりゃー！」

　エスキュナが飛びかかる犬の爪を避けて蹴り落とし、大おお国ぐにが大蛇の首へとカウンターする。

　前衛で二人が対応し、尊たけるは彼等のアシストだ。本のバリケードの上で、尊たける達は代わる代わる襲い来るヌシを撃退し続ける。

（想定より……上う手まく行ってる）

　尊たけるは思う。魔書生物は本を直接傷付けようとしない。そのため、ヌシ達は尊たける達が立つ足場に登って攻撃しようとしている。そこを、上から迎撃する形だ。

　ヌシ達は尊たけるの計略により傷付き、さらにはその多くが巨体ゆえに通路に詰まり、十体近くいるとしても一度に襲いかかれるのはせいぜい二体までだ。

「ダメージ与えようとか思わないでいい！　落とすだけだ！」

　バリケードの上部へかけられたオルトロスの前脚を、尊たけるが蹴り払いながら言う。

「分かってるっすよ！」「一撃モロにもらったら終わりですもんね、わたしたち！」

　実力差はそれほどにある。それでも数々の要素が、持久戦が始まってから五分あまり、陽動隊を生き残らせている。

「いけんじゃねえか!?　このままなら──「屈かがめ大おお国ぐにッ！」

　叫ぶと同時、尊たけるが大おお国ぐにの頭を摑つかんで下へ押しつける。その上部をかすめて、火球が飛んだ。奥の壁で炸さく裂れつする。

「な、なん……うぉっつぅ!?」

　伏せた大おお国ぐにの顔へケルベロスの爪が迫り、慌てて顔を退く。頰に赤い線が走った。

「な、なんだ!?　何があったんだ？」

「敵の後ろから飛んできたー!?」

　状況が分からず慌てる谷たにの声と、エスキュナの声。陣形が崩れた。

「ちっ！」

　即座に尊たけるは前に出て、這はい上あがろうとするケルベロスの負傷した首目掛け、足裏を何度も振り下ろし、どうにか落とす。

「くそ、やべえなあれ！」

　大おお国ぐにが前衛へ復帰する。尊たけるが下がりつつ、戦慄してヌシ達の後列を見た。

「マジかおい」

　竜がいた。周囲のヌシよりもさらに一回り大きい。翼こそ無いものの、複数の長い首を持つ巨大な化物。強者の自負があるのか、ゆったりとした態度で最後尾に現れていた。

　首をもたげて高度を確保し、後方からの攻撃。

（邪魔が出来ない以上、手数が増えたのと同じだ。しかもこっちはかわすしかない）

　一気にきつくなった。竜──おそらくは雨あめ野のに聞いた、ラドンという名のヌシ──は、火を吹く首は中央の一本であり、今は静止している。連発は出来ないようだが、火球をかわす度に尊たける達は陣形が崩れる。

「何度もしのげなくないですあんなの～？」

　その通りだ。運が悪ければ次、遠くとも三、四度目には尊たける達の防衛線は破られるだろう。

「くっそ、何か飛び道具ねえのか！　本投げるとか！」

「流石さすがに抵抗あるなそれは！　それに届かないだろ」

　のたくる海獣のようなものを二人で押し返しつつ、対策を考える。が、無いものは湧かない。

「せんぱいせんぱい！」

「何だ！　とりあえず目の前のヌシに集中してくれ！」

　エスキュナへ叫び返すと、

「いや、その、ちょっと一瞬前お願いします！」

　彼女が下がった。負傷か、と尊たけるは入れ替わりに立つが、彼の近接能力はエスキュナに劣る。

「どっこいしょぉ！」

　このヌシ群では与くみしやすい側になる、大きく負傷したスフィンクスでさえ、一度追い返すのもかなり必死だ。爪が掠かすり右腕に熱さが走る。

　さらに、視界の奥に首を仰のけ反ぞらせるラドンが映る。

「「やっべ……！」」

　回避体勢を取ろうとする尊たけると大おお国ぐに。そこへ、

「そのまま！　男衆、中央空けて前警戒続けてください！」

　一瞬、迷う。が、男二人は信じた。

（これまで何度）（こいつと修羅場潜くぐったことか！）

　通路の奥で、まさにラドンが口を開ける。同時、

「八頁ページ！　『蹴け鞠まりとフットボォォール』！」

　声と共に。男達の間を光るドクロが走り抜けた。

「あぁ!?　……っうわっと！」

　一瞬大おお国ぐにが意識を持って行かれて、慌てて目前のヌシに対応する。

　光る頭蓋骨が一直線にラドンの口元へと飛んでいき、

「!?!?!?!!」

　爆発。吐き出されたばかりの火球と衝突し、火華が咲く。いくらかはラドンやほかのヌシにも火が届いたか、魔書生物たちは顔や身体からだを振り回して悶もだえた。

「ななな、なんだなんだなんだ!?」

「ふっふっふ……どーだ！」

　下で混乱する谷たにと、勝ち誇ったエスキュナの声がする。

「──あ、新しい記述か、エスキュナ？」「サッカーかよ！」

　尊たける達だけでなくヌシ達までもが、突如の爆発に面食らい、浮足だっている。

（エスキュナは俺や大おお国ぐにより長いこと探索委員をやっている……そろそろ二つ目の記述が出てもおかしくはない、か！）納得しつつ、尊たけるは聞く。「でもなんでドクロ？」

「なんかこの魔書によると、昔は人の首でやってたらしいです！　怖いですよね！」

「細けぇことはいいぜ！　とにかくこれで振り出しだ！」

　大おお国ぐにがキマイラにカウンターでチョッピングライトを決めつつ気勢を上げる。

「うしエスキュナ、よくやった！　次に俺が指示するまで交代！」

「はーい！　せんぱい、わたしえらい？　ねえわたしえらいですか？」

「えらいえらい超えらい」

　頭をひとなでしてエスキュナと前後入れ替わり、再び尊たけるは全体状況を俯ふ瞰かんする。

（振り出し……そう、振り出しだ）

　いずれは崩壊するさだめの。飛び道具を使えるようになったとしても、記述には使用限界がある。遠からず、破滅は訪れるだろう。

（だが、まだ希望はある──上う手まく、ハマりさえすれば）
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　地下閉架迷宮書庫・地下五層隠しフロア、北西大部屋。

　金属が擦れ合うような轟ごう音おんが響く。鋼の硬度を持つエキドナの尾が室内にのたうち、空間を薙なぎ払はらう。

「ふンぬぅ……っと！　ンもう、タフねこいつ！」

　戦車の全速衝突に等しい尾撃を受け止めるのは、津つ久く澄づみが展開した城壁だ。

「いやはや手こずりますね。忸じく怩じたる思いですが、守す砂さ君の戦力配分は適当でした」

「ほんとにな。まさか五層にこんなのが潜んでるとは」

　その陰で、御み高たかと小お山やま津づが肩をすくめあう。トップクラスの隊に所属する彼かれ等らの戦闘経験からしても、エキドナの脅威度は高位に位置するものだ。

（通常の五層を探索するレベルの隊では、手も足も出ないでしょう……我々にしても、もう十五分は戦い続けている。ここまで粘られるとは）

　体高五ｍ、全長で言えば二十ｍを軽々超える巨体が持つ耐久力は凄すさまじいものがある。御み高たか達の攻撃はエキドナに通じはするが、致命傷には未まだ足りない。しかし、

「ＧＳＨＡＡＡＡＡＡＡ！」

　尾撃を終えたエキドナが、その美しい顔を苦く悶もんに歪ゆがませた。一人、攻撃の下をくぐり抜けていた三み火かの一いつ閃せんが、怪女の脇腹を切り裂いたからだ。津つ久く澄づみが嘆息混じりの声をあげる。

「あーもう、命知らずなンだから！」

　書架、敵の体、時には攻撃そのものを足場として。エキドナの周囲を文字通りに跳ね回る三み火かは、防御をまるで考えぬとばかりに巨大なヌシと斬り結ぶ。

「────ッ！」

　怒りのままに振り回された爪の一撃を受けつつ、勢いに逆らわず後方へ吹き飛ばされることで、三み火かは討伐隊の面々と合流する。

「お帰りなさい、天あま寺てらさん」

「委員長。らちが明かない。私か貴方あなた、どちらかの『見開き』出しましょう」

　エキドナを冷たくにらんだまま、彼女は言う。その内容に、小お山やま津づが目を剝むいた。

「おいおい、こんなとこでやる気か？　このままでもいずれは倒せ……」

　背中を向けたまま噴き上がった、三み火かの「はあ？」と言う感じの気配に、彼は言い直す。

「ひえぇ……あー、時間がないのか」

「確かにね。守す砂さチャン達もそーろそろしンどいでしょ。結むすび、よろし？」

　御み高たか達討伐隊には、現在どれだけのヌシが生存しているかは分からない。尊たける達が倒され、十体以上も戻って来られた場合、一度に襲いかかられれば流石さすがに討伐隊でも厳しい。

（まあそれ以前に天あま寺てらさんからすれば、守す砂さ君が死ぬということ自体が許容出来ませんか）

　ここを探索した際に、守す砂さが一度死亡したことは聞いている。その際の天あま寺てらの表情たるや、迂う闊かつに横から「生き返るしいいじゃん」などとは言えぬものがあった。というか、迂う闊かつに言った御み高たか隊の一人が校舎裏に連れて行かれていた。ともあれ、

「よいでしょう。相手が巨体ゆえ、フィニッシャーは僕が担当します」言って。御み高たかの前に魔書が浮いた。頁ページが開く。見開きという言葉通り、二頁ページ分が光を放つ。「『戦地景』展開。一〇六頁・一〇七頁『真田丸』。皆さん。十秒後に射線空けてください」

　津つ久く澄づみが背中で頷うなずく。エキドナが攻撃を再開するが、小お山やま津づの魔書が放つ光が蛇女の手数を減じ、抜けた攻撃も重ねて展開された長城の断片が阻はばむ。

「あっ！　ちょっと天あま寺てらチャン！」

　さらに。三み火かが長城を蹴った。エキドナの顔の位置まで跳び上がる。目が合う。

「その目が、あの子を誑たぶらかしたのね」一いつ閃せん。「閉じてなさい。一生ね」

　エキドナの右目から鮮血が舞った。

「ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＧＨＨＧＨＡＡＧＡＡＡＡ！」

　痛みに怒り狂う怪女の腕が振り回される。

「────っ！」

　空中で受けた三み火かが吹き飛び、津つ久く澄づみに受け止められた。

「ありがと」「ンもう、無茶すんだから！」

「ですが──おかげで、頃合いです」

　御み高たかの腕が上がる。同時に津つ久く澄づみ達は脇へと退避し、長城が消えた。

「────────!?」

　道が開けたエキドナが、片方だけの目で見たものは、無数に並ぶ銃砲だ。

「おぉ……、こいつは初めて見た。これが、古今東西の戦場武装が記された委員長の魔書、その『見開き』か……」

　戦慄含みで、小お山やま津づが呟つぶやく。御み高たかの背後や側面に構えられた砲数は、火縄銃、手筒、大砲含め大小千を優に超える。史実でも、多数の銃砲で知られる戦場だ。

「この頁ページは久し振りに開きました。普通の探索では、狭すぎて展開自体出来ませんしね」

　遙はるか太古、神話の存在と記述された彼女に、向けられた火砲の意味が分かったかどうか。

「では、後輩が待っていますので。──申し訳ないが、ご退場願います」

　腕が振り下ろされる。呼応した轟ごう音おんが、大部屋を満たした。
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（いい加減……しんどくなってきたな）

　血まみれでバリケードの上に立って。守す砂さ尊たけるは眼前の化物達を見た。

　傷付きはしてもヌシの数は減っていない。御み高たか達の助けも来ない。しかし彼は笑っていた。

「せんぱ……い」

「谷たにの後ろで休んでろ」「おお、もうちっとの辛抱だぜ」

　背後、バリケードの下で座り込むエスキュナへ、大おお国ぐにと共に返事をする。大おお国ぐにの言葉に根拠は無いが、尊たけるもいちいち訂正はしない。

　彼女は四発目のドクロシュート（本人命名）の後、弾切れで疲弊したところを足に嚙かみ付つかれ、危うくヌシの海に引きずり落とされるところを取り戻した。谷たにが尊たけるのリュックから出した道具で止血と応急処置はしているが、立っていられない重傷だ。

「そんな……せんぱいとバカヤチだって」

　大おお国ぐにも満身創そう痍いだ。『オノマストス』の維持も出来なくなり、素の魔書による能力補正のみで戦う彼の傷は誰よりも多い。

「お前にゃ借りが、あるから……な！」

　バリケードに這はい上あがろうとするヌシを一撃では落とせず、どうにか二撃目で叩たたき落おとす。

「え……」

　戸惑うエスキュナだが、尊たけるには分かっている。

　この一見ヤンキーっぽい不器用な後輩が、最初に地下閉架迷宮書庫に入り込んだ時、死体とはいえエスキュナに守られていた事実を、ずっと気にしていたことを。

「どうスか、センパイの方」

「いやあ、次押し返せるか分かんねえな……てなわけで大おお国ぐに、お前も降りて谷たにと最後の防衛戦やる準備しろ」

　尊たけるの宣告と同時、跳び上がってきたスフィンクスの腹を大おお国ぐにとダブルキックで迎撃する。

「何言って──「最初に言ったな。考えずに俺の指示に従え。降りろ」

　有無を言わさず断言してから、重ねて言う。

「何、まだ策はある。最後までエスキュナ守れ」

　大おお国ぐにがショックを受けたように揺れて、「クソッ！」バリケードを飛び降りた。「死ぬ前に降りてくださいよセンパイも！」

　それを背中で見送って、笑う。

（今回も──上う手まく出来たかね？）




　中三の春だった。

　当時の守す砂さ尊たけるは探検家・冒険家としては最注目の新星となっており、スポンサー、協力者は向こうから集まってくるほどであった。

　様々な大人に囲まれたその中で、尊たけるの目的はただ一つ。

「俺だけがたどりつければそれでいい」

　勝手にしろ。俺もそうする。お前たちを全て使って、俺はあらゆる場所を征服する。

　そうして挑んだ、海外のある山で、彼は墜落した。

　突如の落石群だった。尊たけるを誰かが直撃から庇かばった。しかし尊たけるは混乱の中、足を踏み外した。

　気付けば、クレバスのようになった谷たにの合間だった。落ち際、咄とつ嗟さに身を振ったのが幸いし、奇跡的に体が引っかかり、彼は落下死を免まぬがれていた。背中を下に、くの字の体勢で止まっていた。落ちる心配こそ無いが、足と頭に傷を負い、特に右足は動かすことすら出来なかった。

（いったい……なにが）

　ぼやける視界で思う。振動と喧けん騒そうが遠くに聞こえ、しばしの後。静寂が訪れた。死の静寂だ。

「良かった……君は、生きていたか……」

　上から声がかけられたのは、その数分後だった。はっきりしない視界を上向けると、そこには一人の男性がいた。尊たけるを、岩の直撃から救った大人だった。

「私は……腹をやられてね。もう必要ない。君が、使いたまえ」

　彼の体は、あちこち赤く染まっている。声と共にロープで下ろされたのは、食料と水だ。

「何、を……あんた、俺の、せいで……」

　か細く問い返すが、彼はどうやら笑ったようだった。顔を引っ込めて、それきりだった。

　その夜。尊たけるはその大人の──彼の名前を知りもしなかったことに気付いた。




　守す砂さ尊たけるが救出されたのは、二週間の後だった。下ろされた食料と水が無ければ、まず死んでいた。尊たけるを庇かばい、それらをくれた誰かは、尊たけるに付いてこなければ死ぬことも無かったのに。

　そのことを、山中に浮いていた時から病院の中まで、ずっと考えていた。

　尊たけるの傷は、頭部裂傷・右足骨折及び神経損傷。

　冒険家としての守す砂さ尊たけるは、こうして死んだ。




　尊たけるは十五にして焰ほのおのように燃えていた目的を奪われた。

　かといって『彼』のことを思えば死ぬこともできず、乾いていった。

「笑え。あの人みたいに」

　あんな風には出来なくても、笑っていれば、人生を楽しんでいるように見えるはずだ。

　その内、自分も騙だませるかも知れない。微ほほ笑えんで、あの欲望の笑みを覆い尽くせ。




　なのに尊たけるは今、地下深くで探検をしている。昔のテンションを思い出しながらも、

（これは、やり直す機会なのかもしれない）

　尊たけるはずっとそう思っていた。久方振りの、しかしかつてとは大分違う探検。

　他人を利用して、その他人に助けられた。ならば。

（俺もそうする）

　死んでも連れて帰れば生き返り、助けられなくてもデメリット付ながら復活する。そういう場所ではある。それ故に他人を助けることが疑問視される場所だ。

（助けなくていい。そう規定されている場所で、助ける）

　委員達や仲間達には、それらしく実利的な理由を語りはしたが。そういう場所だからこそ、実利以上のものがある。

（……のじゃないか、とか思ったりして）

　眼前には、バリケードの上、邪魔者が一人になったとみてにじり寄らんとする大量のヌシ達。

　通常探索においては、適性と効率上の問題で尊たけるは後方にいるが、

（前線向きの魔書が来てたらな）

『亡失迷宮』の有用性を認識し、最大限に活用した上で、尊たけるはそう思っている。

　前衛を担当し、倒れる後輩二人を見る度に、尊たけるは忸じく怩じたる思いを持った。それを聞けば、あの二人は笑うだろうか。

「やー、ここは任せて下がってろっての、二度目でも中々に気持ちいいもんだな」

　魔書生物たちが、手こずらせた獲物を引き裂く歓喜に沸くように咆ほう哮こうする。

　それを冷静に見て、尊たけるは凶暴な笑みをさらに深めた。減らして、傷つけて、追い詰められて。

　しかし。尊たけるの脳内には、この戦場の全てがある。




「──もう勝ったと思ってるのか？　バケモノども」




　大だい音おん声じよう。北西の方面から、凄すさまじい砲声が轟とどろいた。

「「「な、なんだ!?」」」

　後方からの戸惑いと、尊たけるの笑み。さらに同時、エキドナの絶叫が響き渡る。

　しかしその発声の原因は、エキドナの鬨ときの声こえではなく。

「ミカ姉ねえ、津つ久く澄づみ先輩、やってくれたか」

　断末魔だ。尊たけるの脳内マップ、北西の大きなヌシの反応が今、消えた。

「魔書には、切きり札ふだがある……それを委員長たちが切ってくれるかは賭けだったが」

　見開きと呼ばれる必殺の記述。三み火かから、その存在を尊たけるは聞いている。討伐隊に彼女を回したのは、第一に戦力的な必然性もあるが、

（ミカ姉ねえなら早い決着を誘導してくれるって、確信してたからな！）

　そして。このヌシ達を尊たけるに殺到させているのは、エキドナだ。それが倒された今、ヌシ達の行動に大きな変化が現れる可能性は十分ある。

「何が起きたんすかセンパイ！」

「エキドナが倒された！　討伐隊の勝ちだ！」

「ほ、ほんとですか!?　やったー！」

　尊たけるの予測を裏付けるように。ヌシ達の群が、明らかに戸惑ったように足踏みした。背後を振り向いたヌシもいる。

（ヌシの中には普段、こちらには無関心な奴やつもいる。隙さえ、出来れば……！）

　果たして。バリケードの下、ひしめくヌシ達の中で踵きびすを返かえしたのは、全体の四割ほどだ。

『ゴガァァアァァァァッ！』

　混乱が起きる。戻ろうとするヌシ達と押し合いへし合い、渋滞が起きている。

　一瞬、振り向く。状況に戸惑う大おお国ぐに、エスキュナ、谷たにがいる。誰もが魔書能力は空に近い。（最後の勝負だ……谷たにの能力を解除してバリケードを魔書生物側に崩し、一気に脇を抜ける！）

　決心し、作戦を声に出そうとしたその時だ。一瞬の違和が、尊たけるの脳裏を走った。

　引き返したヌシの反応が一体、消えている。

　論理的に考えたわけではなく、閃ひらめきだった。冒険家時代、幾度も窮地を切り抜けた、感覚として先に来るそれ。即座に従う。バリケードを飛び降りる。

　後ろへ。仲間たちの側へ。

「せんぱいっ!?」

　仲間の戸惑いを聞いた瞬間。通路の突き当たり、曲がり角の奥から猛もう焰えんが吹いた。

「こいつは……っ！」

　二度。三度。炎が通路を走り抜ける。しかしすぐに消えるそれは、魔書能力によるものと知れた。確認のため顔を出せば、焰ほのおの後には、数体のヌシが転がっていた。その中には、

「あのラドンが……？」

　火球を吐き出す竜。ここに集まったヌシの中でも最強格である存在が、消えていく。

　焰ほのおの後から、曲がり角より現れる瘦そう軀くの影がある。その姿は、

「加か来く!?」

「何建築してるんだお前は……まあちょうどいい、陰に隠れてろ！　三〇頁ページ『劫ごう火か』」

　再び。ごばあ、と本のバリケードを焰ほのおが舐なめて通路を照らす。バリケード越しにも、その焰ほのおが確認できるほどだ。

「加か来くの魔書……『火の蛮性と聖性』だ」

　焰ほのおを見て谷たにが言う。魔書の名前だ。先ほどの、突如消えたヌシの反応。その答えだ。

（強敵を倒すのが目的の加か来く隊……その隊長の魔書能力）

　今回の攻略に参加を表明したなら、まず間違いなく討伐隊に編成していた。見た目通りの火力一辺倒という威力。さらに二度三度と、焰ほのおが吹き付ける。

「うおお、すげえ……」「さ、酸欠でわたしたち死んじゃうのでは？」

「それは大丈夫だ、あいつの焰ほのおは魔書の魔力で燃えてるし、焼く相手を選べる」

「なにそれべんり。戦闘楽そう」

「そうでもない、俺と一緒で燃費悪くてさ。今これ全記述ぶっ込んでかましてるな多分」

　四人で座り込み、噴き上がる焰ほのおを眺める。

　しばらくして。焰ほのおが収まり、陽動隊一行はおそるおそるバリケードから顔を出す。

「ふん、全員生きているか。多少は上う手まくやっていたようだな」

　幾つもの黒い燃え滓かすを踏みにじって散らしながら、加か来くが歩いてきていた。

「うわ～すごい、全滅……」「とんでもねえ火力だな」

　後輩二人の言葉に、彼はふっと得意げに鼻を鳴らしたが。

「じゃああれ今へろへろなの？」「多分な。あれ範囲技の中でも今最強のやつだったから」

「余計なことを言うんじゃない谷たに！」

　尊たけると谷たにへ苛いら立だち混じりに突っ込んでくる。舌打ちしつつ、

「……まあ、不意打ち出来た上に固まってて、おまけに弱ってたから楽だったのは、ある」

　あっさりと認めて、言ってくる。

「竜の火の玉、ドカンドカン途中で爆発させてたもんな」「あれ結構痛かったんだね」

「──とにかく、助かったよ加か来く。ありがとう」後輩達を見て、素直に礼を言いつつ、尊たけるは続ける。「でもお前、なんで来たんだ？　不参加って言ってたのに」

　不機嫌そうに、加か来くが鼻から息を吐いた。

「……思おも兼かね先輩に、話は聞いた」




　　　○




　遡ること十数分前。地上一階カウンターで。

「そう。昔の彼、そんなだったのね。三み火かもちょっと趣味悪い」

　加か来くの話にそう呟つぶやく思おも兼かねへ、彼は小さく耳打ちする。

「……天あま寺てら先輩、やっぱりマジなんですか」

「本人隠してるつもりだから言わないであげて」

　そうなのか、と加か来くは顔を戻しつつ、自分の隊員を思って嘆息した。

「だから、俺は守す砂さが信用出来ない。ったく、谷たにも、目先の欲に目が眩くらんで……」

「ああ、そうか。そっちはまだ隠してたのね」

　気付いたように、思おも兼かねが顔を上げた。加か来くの疑問の視線に答えるように、話しだす。

「谷たに君は、守す砂さ隊に一度救助されてる。ウチの隊にいる彼女の久く恵えと迷宮書庫で逢あい引びきしようとして、死んじゃった時」

　加か来くが瞠どう目もくする。その後で、思おも兼かねは思い出す。

「あっこれ秘密だった。内緒ね」欠片かけらもすまなさそうではない顔。

「……谷たにの奴やつ」加か来くは眉間を押さえる。「どんな状況で？」

「久く恵えは四層って言ってた。超カマキリの部屋から彼の死体連れ出したんだって」

　加か来くが黙る。超カマキリは津つ久く澄づみがいたとしても初級の隊が挑む相手では無い。住すみ処かの小部屋に入って出るだけでも命がけになる。しかも、谷たにの遭難を加か来くは知らなかった。そのままであれば、谷たには強制排出され魔書の適性を失っていた可能性もある。

「なんで守す砂さの奴やつはそこまでして、谷たにを──」

「だから」思おも兼かねが言葉を遮った。「貴方あなたの知る守す砂さ尊たけると、今の彼と。納得が行かないなら、自分で確かめてみたらどう？」

　彼女の言葉に、加か来くはどうにか返答する。

「……どうやって」

　思おも兼かねの指が、下を指した。

「人手が欲しそうだし。飛び入りでも、いいんじゃない？」




　　　○




「…………」加か来くは陽動隊の面々を見る。谷たにや後輩を下げて、一人残っていた尊たける。「ちっ」

「なんで舌打ちしたんだよ今」事情を知らぬ尊たけるは眉をひそめるが、

「今回は谷たにの借りを返しただけだ」

　本当の参加理由がバレていたことに「うへえ」と肩をすくめる谷たにをにらみつつ、

「勘違いするなよ、守す砂さ。俺はお前の方針を認めた訳じゃない。──さっさと戻るぞ」

「助けてもらったけどえらそーだなあいつ」「実際深いとこ潜ってる隊長だからすごいんだけどね。それと人間的にどうかって別よね」「それな」

「やかましい！」

　後輩組へ言い返してから、加か来くは身を翻ひるがえし、歩き出して──止まり、振り返る。

「いやだから、行くぞ。ここの本なんて放っておけば勝手に元に戻るだろう」

「申し訳ない使い方したからな。感謝して片付けんと。大おお国ぐに、エスキュナに肩貸したげて」

　本を元の場所に戻しながら、尊たけるが指示を出す。

「えーわたしせんぱいにおんぶしてもらうのがいいー足痛くて歩けなーい」「お前な、ワガママ言うんじゃねえよセンパイも疲れてんだよ」「はーマジかよ誰だよ加か来くにチクったの……他の奴やつらにからかわれるな……」「そりゃしょうがねえでしょ」「しょうがないですよそれ」

　のろのろ撤収準備しつつしゃべくる三人へ、尊たけるが何か言おうとした瞬間。

「は・や・く・し・ろ！」

　先に加か来くがキレた。

「おうおう怒ってやがるぜ」「ていうか先に帰ってもいいのにー」

　ぶうたれる後輩組へ、谷たにも本を書架へ戻しつつ答える。

「あいつも今魔書記述すっからかんだから。帰りに襲われたら一人だとしんどいんだよ」

「黙ってろ谷たにィ!!」

　収拾がつかなくなってきた。尊たけるが大おお国ぐにとエスキュナ、二人の頭を押さえて下げる。

「君たち、助けてもらったんだからちゃんとお礼は言うこと」

「サーセーン。あざしたー」「ありがとーござまーす」

「やっぱムカつく隊だな、お前んとこは…………！」




　そうして。討伐隊とタイミングをずらしつつ、生き残った者達は無事帰還。すぐさま、尊たけると余裕がある人員で救助隊を結成。先行隊で死亡して残された皆みな戸とも回収した。

　地下閉架迷宮書庫、第五層隠しフロア──後に通称『母蛇の巣』と呼ばれるこの階層は、こうして攻略された。

　勝利であった。
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「戻ってきたぞー」

　合同隊攻略から二日後。尊たけるが立つのは五層隠しフロア最さい奥おう。エキドナがいた大部屋だ。




　先月の隊長会議の時点で、攻略後の探索は守す砂さ隊に一任されていた。これは守す砂さの希望によるものだが、発見された報酬自体は山分けと決まっていたため、特に異論は出なかった。

　ほとんどのヌシが撃破されているため、守す砂さ隊は前回ではせわしなく走り回るばかりだった階層をじっくりと見て回った。

「いや～、ホントにヌシが復活して無くてよかった……」

「また一日で戻ってたら、流石さすがに詰みだものね。良かったわ」

「センパイの予想がバッチリだったってことスね！」

「エキドナが抱いてたっていう卵、どーしたんですか？」

　尊たけるは鍾しよう乳にゆう石せきの棚に並ぶ資料をチェックしながら、三み火かから聞いた話を答える。

「委員長の大技でエキドナ諸もろ共とも吹っ飛んだらしい。結構出来てた中身が飛び散ったって」

　うへー、と舌を出すエスキュナ。そんな風に探索を続け、こうして今、大部屋にたどりついた。

　津つ久く澄づみが「どうぞ」と促して、尊たけるが足を踏み入れる。

「うおお……」

　見上げんばかりの高さ。四方の壁は十数ｍの天井まで書架が続いている。先日の討伐隊との戦いによる破壊も、今は既に再生が済んでいた。

「ひゃあ～これ何冊あるの？」

　歓声を上げて、エスキュナ達三人も入り込む。

「…………………………たどりついたぞ」

　尊たけるは──一人、歩みを進める。壁端にたどりつき、梯子はしごを昇り、最上段の棚へ手を触れる。

　革の手触り。じっくりと、達成感を味わう。

　隠し通路を塞いだ何者か。それから永い時間、侵入者を押おし止とどめた封印を、尊たけるが破った。

　あらゆる手を使って。自分が、たどりついた。

「…………くく」

　笑いが漏れる。遙はるか下方をチェックしている津つ久く澄づみらには、尊たけるの顔は見えない。

　犬歯を剝むき出だしにした、獣じみた笑顔。

「くくく、くくっく、くははははは────」

　笑い声に、守す砂さ隊の面々が上を見た。尊たけるもこれはいかん、と思いつつ、自制が効かない。

「はっはっは────!!　どうだあああああああ！　ざまあみろ！　征服してやったぞ!!」

　両の拳を突き上げて、勝利を唄う。その様子に、大おお国ぐにとエスキュナはぽかんと見上げている。

「どうだ！　見たか！　いくら隠そうが、無駄だ……俺は絶対にそこへ行く！」

　津つ久く澄づみはニヤリ、とこちらも常より鋭角な笑顔を表情に浮かべた。

「……ふふン。それが、アナタのもう一つの顔なのね。やっと見れたわ」

「いよっしゃ────────────────!!」

　楽しい。嬉うれしい。要害を、障害を、守護を。乗り越えて、打ち砕き、そこへ立つ。

　たどりつく。それが、尊たけるの最上の愉たのしみだ。
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　　　○




「守す砂さ君は探索中ですかね」

　宇う伊い豆ず学がく園えん図書館、司書準備室。御み高たかが椅子に座って、尊たけるの報告を待っている。

「今頃は、二年前の自分を思い出しとるじゃろうな」

　フブルが司書席で足をぷらぷらさせながら、薄笑いで言う。御み高たかは片眉を上げた。

「そうですか？　彼の行動からすれば、かつてからは大分軟化したのだと思っていましたが」

「そうではあるじゃろうよ。『人を助け、目的まで導く』。これが新たな楽しみとなったのは間違いなかろう。本というものが、目的へ到達することを補助するものだとも認識した」

　じゃが、とフブルは付け足す。

「それで、最初の衝動が薄れるかと言えば、儂わしは否じゃと思う。むしろ、増す。人は誰しも、自らの根からは離れられん。何より」あかんべえをするように、彼女は自分の目を剝むきだした。「奴やつの目は依然、獣のそれよ。邪魔する障害は、何をどうしてでも排除する。到達する。それが、あの者の持って生まれた性じゃろう」

　言葉の内容を吟味するように、御み高たかがあごへ手をやった。それを、フブルは軽く笑う。

「──が、先日の一件を見るに、元と新たな嗜し好こう、上う手まい具合にかみ合ったようじゃ」

　御み高たかは頷うなずいた。

「確かに、そうですね。結果を見れば、上う手まく利用されました」

「自分だけが理解する利益のために、他の委員には別の利益を以もつて操る。思えばそれを、あやつは探索委員となった最初からやっておった。中々、面白い仕上がりになったのう」

「……最初から御存知の上で、彼を委員に？」

　さてな、とフブルは椅子を一回転させた。

「ただ、あやつならばこれまでとは違った探索をしそうじゃと思ってな。──御み高たかよ」

「はい」

「お主もあやつを、上う手まく使え。もしかすれば、あやつこそがこの図書館を作りし始まりの魔法使い、その玄室を暴あばく一いつ矢しとなるやも知れぬ」




　　　○




「なんかごめんな……びっくりさせて」

「いやいやまあまあ」「ちょっとだけ面くらったっスけど」

　我に返った尊たけるは、恥ずかしげにおずおずと梯子はしごを下り、正座して謝った。

「別にいいンじゃない？　自分の楽しみがあったって」平気な顔をしているのは津つ久く澄づみだ。「むしろ、オトコならあれくらい危険なトコがあった方が素敵よ」

「まあそうだよな、センパイの上と下のキャラの違いすげえし」

「わたし達だいたいわかってたよね」

「噓うそだろー……」さらに落ち込む尊たけるであるが、

「ホラホラ、落ち込ンでないでしゃンとしなさい。これ全部チェックしなきゃなンだから」

　べし、と津つ久く澄づみに背中を叩たたかれ、尊たけるも立ち上がる。

「そ、そうだな……よし、探索再開ー」

　おー、と一同の手が挙がる。

「テンション落ち着いたね、せんぱい」「放出してスッキリしたんじゃね？」「アラヤダ、それセクハラよ大おお国ぐにチャン」

「もうそれいいから！　探すぞ!!」




　　　○




　結果的に。得られた五層隠しフロアの戦利品は、未登録図書が十五冊、魔書が一冊。

　発生した報酬は分割され、魔書は図書委員全体から適合者を求めることになる。

「まあ僕らの隊は全員駄目だったんだけど」

「なんかね、加か来く君の隊にいたらしいわよ、適合した子」

　無事、中間テストを終えた帰り道。常の下校時間より早い午後の空気を、尊たけると三み火かが歩いている。試験後ということで、今日くらいはと探索はお休みである。

「そうなの？　そりゃまあ、加か来くと谷たにへのいいお礼になったかな……」

　加か来くの尊たけるへの当たりは相変わらずきつい。だが、守す砂さ隊の目的自体を妨げるような言動はなくなった。谷たには周囲から冷やかされつつも、久く恵えとの関係は良好だ。

　合同隊攻略以降、守す砂さ隊のスタンスは徐々に認められつつある。……真ま似ねする他隊はいないのだが。

「ミカ姉ねえもあの時はありがとね。御み高たか隊から二人も来てくれて大分助かった」

「いいのいいの。私達──っていうか委員長の隊は、図書館全体への貢献が重要って言ってるからね、委員長本人が」

　尊たけるの脳裏に浮かぶのは、ゲームセンターの片隅で自機を操る彼の姿だ。

「……今回は、無事でよかった。加か来く君には私も感謝しなきゃ」

　尊たけるを引き戻したのは、三み火かの呟つぶやきだ。嘆息して彼女は続ける。

「出来ればあのヘビ女さっさとやっつけて、私が駆けつけたかったんだけど！」

　拳と掌てのひらを打ち付ける彼女に、尊たけるは首をすくめる。彼女の暴れ振りは、津つ久く澄づみから聞いている。

　ただ。有言実行。天あま寺てら三み火かは、己の宣言通り、尊たけるを助けてくれた。

「──ミカ姉ねえがもし危なくなったら、今度は僕が助けに行くよ」

「え」目を見開く三み火か。慌てて自分の前で、両の掌てのひらをぶんぶんと振る。「いやでも、私達の行く所って、今の尊たける達じゃ危ないし」

「絶対行く。僕がミカ姉ねえを助けないとかあり得ないし」

　ぼん、と。少女の顔が真っ赤に染まる。

「あ、あ、ありがと……出来るだけ浅い階で遭難するから……」

「いや出来ればしないで欲しいんだけど」

　呆あきれる少年と、真っ赤になって俯うつむく少女が、夕焼けを行く。







　これは、奇妙な図書館と、それに挑む図書委員達の物語。

　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館は、改築を繰り返されてはいるものの学園創立よりはるか以前、一説によれば平安の昔から存在するとも言われる歴史ある図書館である。学園創立当時の所有者が校舎を図書館の横に建てるなら、と提供を申し出たと言われるが真偽は定さだかではない。

　そのような経緯のため、開架書庫として地上四階・地下二階、高校の学校図書館としては破格の規模を誇る。しかし、地上部に比べても遥はるかに広大かつ深遠な地下『迷宮』閉架書庫の全容を知る者は皆無である。

　学園図書委員会探索委員に所属する有志面々は、今日も未知の蔵書を解き明かすため、地下へと挑む──。





おわり










あとがき






　や────────────っと出せた！　そんなわけで新作です。原稿自体はだいぶ前に出来上がっていたのに、コロナに邪魔され幾いく星せい霜そう。ようやっと皆様にお届けすることが出来ました。実は『昔勇者で今は骨』５巻よりも取り掛かったの前なんですよね、これ。

　現代です。学園です。図書館です。青春です。迷宮です。好きなものを目いっぱい詰め込んで、学園ものを久しぶりに書きました。高校生のメンタルを呼び起こしながら。

　発想の大本は、某３Ｄダンジョンゲームをプレイしながら、

「仲間五人作って冒険してるけど、ダンジョンゲームで攻略に一番貢献してるのって、システムが補佐してくれるマッピングとかだよな～」

　というものです。まあ昔のゲームは方眼紙自前で用意してやってたわけなんですが……。

　そんなわけで、探索特化チート主人公の守す砂さ尊たけるという人物が出来上がりました。

　後はヒロインに性癖を全部叩たたき込こんで、賑にぎやかな仲間たちを加え、まあお前ならいてもいいだろ……みたいなキャラを混ぜ込んで、物語を彩いろどるキャラクターたちが出来ました。

　勇骨に負けず劣らず、愉快で楽しいお話になったと思います。どっちも長く書いていけたらいいな～！（骨も応援してね）







　私生活では特に変わることなく過ごしております。未婚です。最近五年くらい履き続けたスリッパの底が抜けました。新しいの買わなきゃ。




　今回イラストレーションはゲーム等でも美麗なイラストで活躍する花はなヶが田た先生。高校生が……高校生がキラキラしておるぜ……。キャラはもちろんのこと、デザインの面で作者の想像を超えたものをお出しいただいて大変ありがたかったです。制服かっこいー。

　今回メインで担当をしてくださった舩津さん。なんか……たまに……倒れている……。マジで働きすぎには気を付けましょうね！

　他、いつも楽しく遊んでくれる作家さん方のご協力でこの作品はできております。特に、いきなりオリジナル挿絵テロを撃ち込んできた川かわ上かみ稔みのる兄貴。完全にファンアート第一号ですありがとうございました。




　それでは、次回はこれか勇骨の続編か、はたまた別の新作か。書いてはいるから待っててね！


令和二年九月、ファミレスでカタカタやりながら
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